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保健体育六年一貫カリキュラムの検討
一保健分野の教材配当一

保健体育科渡辺幸子・山中昭生・奈良垂幸

出野上良子・米田博行

ｌはじめに

本校では昭和47年から中・高一貫教育に基づいて「六年一貫保健体育カリキュラム」。ｉｆ,）（以下、

旧カリキュラムと略称する）を作成し、実践をＩＩＴねてきた。しかし、以後十余年間の実践の中で、そ

のねらいや目標が必ずしも十分に生かされないところもあり、様々な問題点も明らかになってきた。

そのため、昨年度は、これらの問題点をふまえ「体育」の分野での教材配当をしなおし、カリキュラ

ムの改訂をおこなった。蕊2）今回はそれをうけて、「保健」分野の新カリキュラム縄成について考

察していきたい。

旧カリキュラムの作成後、生徒の随順をめぐる情勢は大きく変化してきている。たとえば、みかけ

の体絡や体位は着実に向上しながらも、中・高校生の心の健康破壊には眼をみはるものがある。ノイ

ローゼ、幾校拒否l花、食哨不振症（恩が期のやせ症）や喫煙、シンナー・覚nM刑などの薬物中誕、家

庭内暴力、校内暴力、自殺などの非社会的破壊行動にいたるまで、【Ij・高校生の心の荒廃や適応異常

がマスコミに取り上げられぬ日はほとんどない。また、身体的にみても、ちょっとした圧力ですぐに

骨折してしまったり、連日の熟通いのために粉神的ストレス・慢性錘労、迎釛不足を訴える生徒も増

えている。一方、大きく社会に目を転じてみると、低成長安定化経済の時代になりつぁある現在、高

度経済成長以後の環境汚染に対する反対連動もその勢いが弱まってきているといえよう。また文化的

にもエロ・グロ・ナンセンスの傾向に伯I仁がかけられ、歪んだ性知識が低学年の生徒にまで押し寄せ

てきている。このような生徒達をめぐる情勢の変化や教育課程の改訂をふまえて、今回のカリキュラ

ム改訂にいたった１日カリキュラムのⅡⅡ題点と評価について、次に述べたい。

議注ｌ）本校研究紀婆第15災１９７３年「六年－１H教育保健体育カリキュラムについてI参剛

性２）本校研究紀要第23災1982年ｒ保健体育六年一画カリキュラムの検討一体育分野の

教材配当一」参照

IIBカリキュラムの問題点とその評価

旧カリキュラムでは中・商一貫教育の利点を生かして、中・高での教材内容の反復や1,後をできる

だけさけ梢選した。また学習指導要餓による変NII的な時HIl配分をさけ、第２学年（中２）、第３学年

（中３）、第４学年（高Ｉ）、第５学年（高２）の連続４年間で、中・高別のカリキュラムを一本化

し、一応の完成をみるようにした。その結果、llU学段階で２時間、商校段階で２時間の等配分になり、

その４年1111を断続させることなく連続的に実施することが可能となった。しかし、この点は、中学生

１年で保健分野を学習させることができないという弱点があり、特に昨今の中学生の非行や心の荒廃

を考えた時、矛盾も感じる。しかし、中学段階で１年生と２年生、または１年生と３年生という時間

配分の組み合わせよりも、よりベターであるとして、今後もこの時|111配分を続けていくつもりである。

だが、旧カリキュラムは教材内容の中.高の反復をさけることに主眼がおかれ、ともすれば、内容
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を機械的に配置した傾向があったことはいなめない。また実際の授業で、「もう少しこの問題や内容

に時間をかけたい」という教師側の要求が実現しにくい而もあった。したがって、tliに重復や反復を

さけるだけではなく、亜復してもよいから生徒の実態に即1t』し、しかも発達段階に唯じた適切な内容

を集中的に時間的余裕をもって取りあげることができるよう、抜本的に内容を切る必要があると恩わ

れる。

〈参考〉（１）旧カリキュラムの概要

wiL11i蕊１１；
…隣
……|蟻

ﾐﾆﾆiuiil欝
蝋傭‘
…|艤鐘…

…臘睦
……｛､鰯麗と鰯

､…|聯

②環境の衛生
け）室内における温度、

湿度、気流の衛生的

基叩と感覚温度

Ｈ）室内における温度、

湿度、気流の調節

け）一酸化炭素・二鹸

化炭素の恕限度と検

査法および換気の方

法

に）照度の衛生的基単

と検査法および採光、

照明の方法

、飲料水の韮準と検

査法

Ｈ】水の浄化法

ア、空気条件と照明

｛ 
イ、飲料水と水の浄

化法

ク、病人の看護

ウ、有害な動物とその駆除
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縢饗㈱
(|鴉鱗:繼臓

ＩＩｊｌ霞鑑繊

②瓢故災瞥とその防止

け）学校や家庭におけ

る１Ｊ故炎害の現状

Ｈ１人的要囲と環境要

因

の）直接要因と間接要

因

は）個人的要因と社会

的要因

け）労働災瞥の秘類と

現状

Ｈ）労働災害の原因と

その予防

け）交通事故の分析と

傷病

(ｲ１交通]賊の防止対

筑

け）救急処皿の目的と

段階

(ｲ）救急川品とそのギリ

剛怯

回止血法

に）血液麺と輸血

け）人工呼吸法と蘇生

法

(力）中毒の救急処圃

(ｷ）おもな外傷や急病

とその防止

ア、身体の発達と老

化

了、事故災轡と防止

イ、恒常性と適応

ウ、身体活動の生理１
１
 

イ、労働災害

…第５学年（高２）…

①生活と健康

け）栄養の基単と食品

の栄養素

Ｈ）医薬品や哨好品や

食品添加物と健康

け）結婚と優生

陸）母子保健

Ｈ１家庭における健康

管理

(力職業適正と労働寿

命

(ｲ）職:1国５５のiＩＩ類と現

状

け）労働における女性

の特性

に）職場における衛生

管理

ア、家庭生活と健康

イ、職業生活と健康

｡"つ第４学年（高１）…

①輔神の他康

…陰…{ljl繍鋒

…'1簔簔；
・鰯…繍{M蝋童

ｻﾞ……{M､灘:蜜：

鮒…|鱗
……に繍巽：②身体の機能

｢(刀形態の槻能の発連
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(目標）１．心身の発達・健康な心身とJli故災書の防止・救急処inの技能や疾病について理解さ

せ、個人の健康な生活を保持・墹進し、安全を確保することのできる能力や態度を養

う。

２．家庭・職場および学校や地域の環境衛生について理解させ、地域社会で、健康で安

全な生活を実践できる能力や態度を養う。

３．国民生活における螂侭について基礎的な知識を習得させ、国民の健康を守るしくみ

について理解させ、国民の健旗を高め、国民的なレベルで人ＩＨＩの生命、健康を重視・

尊重する態度を養う。

、新カリキュラムのねらい

旧カリキュラムの目標や全体的な理念は正しい方向として維持しながら、中学段階でのliil修しなけ

ればならない「健康と斑境」の項を全iliiカット、「健康と生活」の項のうち、個人の健康と集団の随

LHをけずることにした。これらの項目を高校段階に移行させることにより、’１１学段階での学習が、生

徒自身の問題としてみずからの￣健康の大切さ」をより身近かに感じられるよう、９１１味あるものとな

ることが期待できる。指導書によれば、これで標準的な学習内容にかける時１１Mは中学２年､、３年段階

で３１．４１時間になっている。学校迎営上、年に約30時１１{]授業できるものとして、計60時間の時間があて

ることができる。したがって新カリキュラムではおおよそ２倍弱の時間で基礎的な学習が可能となる。

突際に生徒の血庄や肺活fitをilllI定したり、スライドを使って「性」や「歯科衛生」について考えさせ

たり、応急処世の実習をおこなったり、また榔々な資料をつかって、レポートを書かせたりした場合、

それぐらいの時llll数ｶK必要であることは、我々の実践をふまえれば当然の事として鑓められろ。それ

に時間的余裕がなおあれば、体育に関する知識の学習と保健の学習との関係を今まで以上に結びつけ

る必要があるので．その時間にあてることもできる。（〈参考〉２.新カリキュラム（中学の部）参1M！

〈参考〉３.新カリキュラムでカットした学習内容（中学の部）参照）

高校1年時（第４学年）には、この時期特有の生徒途の内而的な梯々な葛藤に応えるためにも、、ｒ

点的に「精神の健康」を取り上げ、心身の健M1がそれぞれ別個のものではなく相関していること、し

たがって、総合してとらえなければならないことも認識できるようにさせたい。次に恋愛とか結婚、

家族計画の意味を、急激に成長しつつある生徒達の身体の機能の学習と平行させ、将来、生徒達が両

性の性的差異を鰹めながら他卜脳でかつ幸福な社会人として成長することに寄与できるようにねらって

いる。また高校１年時の学習内容は、特に社会科「現代社会」の内容と重複する面が非常に多いので、

今後、社会科との相互関連をはかり、より能率的な指導を進めなければならないことも痛感している。

次に高校１年の後半から高校２年（第５学年）においては、中学段階で主にカットした部分、「健康

と環境」ｒ職業と健康」「集団の健康」をできるだけとりあげた。単に「個人の健康」の麺得だけで

はなく、もっと広く、日本の社会における健康問題がどうなっているのか－たとえば、大人達

かどういう労働環境や条件で仕蛎をしているのか"、職場の安全や健康がどのように維持され守られ

ているのか〃佃本や世界の汚染や公害問題に人間がどう取りくんでいるのか－などを考えさせ、

理解させたく思う。（〈参考〉４.新カリキュラム（商校の部）参照<参考〉５．一橋出版高校保健

体育指導書「年間指導計画」参照）

Ｎおわりに

以上、教育課程の改訂を機に前年度にひき続き本校における保健分野の六年一画カリキュラムの鶴

成を試みてきたが、新カリキュラムでは|日カリキュラム以上に、発達段階に即応した内容をできるだ
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け精jUiliする刀Iijlで検付した。基礎的な内容や身近な問題点をゆとりをもって学習できるようにねらっ

ている。将来、他者と共に健康に生きぬくことが人1111としての当然の権利であり、義務でもあること

を認識できるような人間形成に、保健教科としてすこしでも貢献できれば幸いである。今後とも実践

をふまえて、生徒が興味をもって学習にいどめるよう、よりよきカリキュラムをめざして努力を続け
ていくつもりである。

〈参考〉２新カリキュラム（中学の部）－大Ｉ｣本図汗・中学校保健体育指導書参照

…第２学年（中学２年）…

高校1年生の時

に、点的に字面

するので、あま

り鞠Ｉ俎はかけ江

い・

しかし、中学

生には中学生と

して層任鴎史学

召しなければな

らない点しある

ので．その点は

きちんとおさえ

たい。
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章 時1111 学習内容（教科香項目） ね ｂ い

心

身

の

苑

連

1 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

１．からだのはたらきの発連

囮呼吸と循環のはたらきとその発
連

Ｏ呼吸と徳風のはたらき

Ｃ呼吸のはたらきの発連

Ｃ術環のはたらきの発達

Ｏ呼吸・循国のはたらきの発連と

はげしい身体迎動

回内分泌のはたらきの発達と第二
次性徴

Ｏホルモンと内分泌のはたらき

Ｏ成長ホルモンと身体発育

Ｏ性ホルモンと第二次性徴

Ｏ月経・排ＤＩＩと射糖

2．運動能力の発連

囮迎動能力とその年齢による変化
Cm1動能力とからだのはたらき

Ｏ辺iUniE力の年齢による変化

Ｏ迦動能力の発達のり)女達と個人

篭

nｍ連動能力の何_上
OiE動とからだのはたらき

Ｏ練習と運ﾛｶIiE力のl;il上

3．心のはたらきの発連

、知能の苑i型
Ｏ知IIEの恵味Ｏ知能の発j』１

回怖緒（摘動）の発述

OWf緒の意味Ｏ悩緒の発i通

③社会性の発
Ｏ自我｡:K識と

逆

*t会性

①中学生のころは、からだのはたらきが著しく発述する
ことを理解させる。

②からだにとって11i要な呼吸と循琿のはたらきについて
理解させる。

③肺のはたらきはfI鶴とともに発i望することを理解させ
ろ。

①U心臓は、肺と同じように年齢とともに発述することを
理解させる。

②砺環のはたらきはからだの発育とと もに発連し、はげ

しい身体迎動にもたえられるようになることを理解さ
せる｡ 

①からだのはたらきを調節したり、からだの発育をうな
がす内分泌腺の租額とはたらきをEI1解させる。

②思春期における第二次性徴のあらわれは、性ホルモン

のはたらきによることを理解させる。

①女子にみられるハ経・排卵の起こる理由や、それらの

起こり方について理解させる。

②ｿ)子に見られる節二次性徴のうち、精通・Ｉﾘｵ精につい
て理解させる。

①iiZ動は、からだの各器官、系統のはたらき力銃合され

て円洞に行われることを理解させる。

②迎動能力は年齢とともに変化することを理解させる。

oIZiilJ能力の発達には、個人差、男女達があることを理
解させる。

②迎勤能力は、くり返し逆動すること、からだの発述に

応じ、それぞれの連動に適した練習を行う
岡められることを理解させる。

ことにより

①知能の愈味を知らせ、知能が年齢とともに発達するこ
とを理解させる。

②知能の発述には個人差があること、知能も知的練習

(学習）によって進展することを知らせる。

②111緒の愈味を知らせ、その発達のしかたについて、年

齢による迎いや個人差について理解させる。

①社会性の怠味を知らせ、その発戈Eのしかたと、個人や

男女による迎いについて理解させる。

注

嚢



－６－ 

章 HHlI］ 学習内容（教科書項目） ね 0つ い

８ 

９ 

1０ 

4．心の健瓜Ｚ

、欲求と行動
Ｏ生理的な欲求と社会的な欲求

Oiik求を満たそうとする行動

圀中学生時代と心の健服

Ｏ中学生の心の特徴と行動

Ｏ中学生の非行と心の健康

②欲求の意味、欲求の種lUiについて理解させる。

③欲求を満たそうとする行動には目標があり、その目標に到

ifできない場合に欲求不満を起こすこと、社会性が発i通し

てくると欲求をおさえることができることなどを理解させ

る。

①中学生は、おとなに移る過渡期であること、輪神的にも動

ＩＩＢし、悩むことが多いことを具体的な例によって理解させ
ろ ◎ 

②この時期は、依存と独立という心の矛循から、反抗的な行
動に走る賜合があることを知らせる。

①Ⅲ】学生の非行と、その原因について理解させる。
②心の健康を保ち、よい生活態度で行動するには、どんなこ

とに心がけたらよいかを理解させる。

病気の子防と傷》

1１ 

1２ 

1３ 

1４ 

1．病気の発生原因とその予防

皿わが国に多い病気

Ｏ国民ｶﾒかかりやすい舸気

Ｏ新しく注目されてきた病気
回中学生の年代に多い揃気

雛綴譲鰯鰯灘’

①国民がかかりやすい病父(を知らせ、病女(が時ｲﾋにより変化
してきたことを理解させる。

②【|学生の時期に多い病気を知らせ、生活琿境や生活態度が
彫癖していることを理解させる。

③病気の原因

Ｏ病気の起こり方

Ｏ三つの条件すべてが関係する病

気

Ｏ国民健康調査からみた病気

①洲ji気の発生には人（主体）、国境、痢因の三つの条件がか

かわっていることを理解させる。
②病気には、三つの条件すべてが関係するものと、二つの条

件が組み合わさって発生するものがあることを理解させる。

③原因が明らかでない病気のあることも知らせ、これらにつ

いても予防や対頭の研究が行われていることを理解させる（

囚病気の予防

Ｏ伝染病の予防

①病気を予防するためには、三つの条件に対して対策を立て
る必要があることを理解させる。

②伝染病を予防するための対策について理解させる。

(0伝染しない病気の予防

(Ｏいろいろな対策の組み合わせの

必要

①伝染しない病気を予防するための対ｉ１Ｚについて理解させ、

予防するための生活態度について考えさせる。

②伝染病、伝染しない病父(などについて、いろいろな予防対

策を組み合わせる必要があることを理解させる。

ロの防止
1５ 

1６ 

1７ 

⑤し好品や薬品と健康障害

Ｏし好品と健康障害

Ｏ薬品の害

２． 

ｍ 

9J害の発生原因とその防止

偽書の実験

①たばこが他康上有害であることを、呼吸・循琿器系、妊婦
未成年者を例に剛解させる。

②酒や消涼飲料水・コーヒがからだに与える影響について理
解させる。

①医薬品も使用方法を誤ると他EII障害を起こすことを理解さ
せる。

②医薬品は行政機関の監Ipfを受けて製造されていることを理
解させる。

③医薬品としての麻薬、覚醒剤もWi神や健康に与える影智が
大きく、誤用は他人へも迷惑をかけることを理解させる。

①学校における傷害の発生や現状を知らせる。
②全国における傷智の菰類や現状について理解させる。



…第３学年（中学３年）…

－７－ 

章 BlHIII 学習内容（教科餅項目） ねらぃ

1８ 

1９ 

2０ 

2１ 

Ｏ学校での傷害Ｏ全国での傷害

②慨笘の１６咽

｡(易宵の起こり方
、人側の条件

Ｏ環境側の条件

０こつの条件の組み合わせによる危
険

③傷害の防止
Ｏ傷齊防止の原Hｌｌ

０人側の対筑

Ｏ環境側の対策
Ｏ怯規による安全規制

①傷害も病気とiii１じょうに人側の条件や斑境条件などの組み
合わせで起こることを理解させる。

②人側の条件が偶害発｣tの遍大な原因になっていることを、
具体的な例によって理解させる。

①環境条件が傷(P発生のlWi因になっていることを理解させる‘
②傷密は人側の条件と環塊条件が組み合わさって起こる場合
が多いことを、具体的な例によって理解させる。

①今まで学習してきた伽瞥の原因をふまえ、どんなことに注
意して対策を立てなければならないかHg解させる。

②人側の対策について心がけなければならないことを理解さ
せる 。

①環境側の対策としてはどのようなことがある力理解させる。
②各種の法規による安全lkllHUを知り、この海独を守ることに
よって安全な生活ができることを理解させる。

章 BlHH1 学習内容（教科１１｢項目） ね ｂ い

病気の子防と障害の防止
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

3．病気の悪化の防止

[Ｕ病虹の早期発見と早期治疲

Ｏｈｉｉ文(の進み方

Ｏ早期発見と早期治疲の必要性

[、健康診断
Ｏ健康診断のねらい

Ｏ生涯の健服診断とその心がまえ
③悪化の防jｆ

4．急病と傷害の応急処亜

ＵＵ応忽処遡のねらいと限界
Ｏ応急処超のねらい

Ｏ応急処置の手順と限界

[囚応包処趨のしかた

Ｏ止血注

Ｏ包帯法と三角巾の使い方

①病気の進み方には、すぐりir状のあらわれるものと、症状が
あらわれるのに時間がかかるものとがあり、それぞれ治り
方も迎うことを理解させる。

②早期発1Jや早期治鹸が、病気の巡行を食いjこめたり、病気
を治したりするのに並奨なことを理解させる。

①健康諺辿りiが、健康を守るためにたいせつなものであること
を理解させ、健康診断を必ず受けるようにさせる。

②(､康診断は学校だけでなく、職賜や地域でも行われている

Ｃとを知らせ、生涯uE噸生活をおくるためのＬﾘｳ{まえを身
につけさせる。

③病気を怨化させないための心がまえを理解させる。

①完全に治らない場合や後遺症を残すような場合も、リハピ
リテーションなどによって積極的に社会生活をおくってい
くことのたいせつさをlM1解させる。

①応急処iYの意稚と目的、その限界を理解させる。
③応急処悩の手順を理解し、実際に傷病考力鍵生したときに

対応できる態度を養う。

①出血には毛細血管、総脈、動派からの出血があることや、

それらの見分け方を理解させ、生命に危険が及ぶ出血量は

どのくらいであるかも認識させる。

②止血法を理解させ．実習によりその方法を習得させる。

①包帯を使用する目的を理解させ、実習によりその方法を晋
得させる。



７１ 

1８ 

－８－ 

章 B4iIIH 学習IAl容（救科醤項目） ね わ い

６ 

７ 

８ 

Ｏ患者迎搬法

Ｏ人口呼吸法

③急病のときの応急処H１
Ｏ脳貧血の応急処置

Ｏ日射編の応急処置

Ｏガス中灘の応急処皿

①患者迎搬法を願解させ、実習によりその方法を習１１)させる。

①人工呼吸法について理解させ、「口移し法」の基本を身に
つけさせる。

①脳貧血．日射病．ガス中毒のljii因とHiE状をF1ｌ解させ、その

応急処魁の方法を実将を通して身につけさせる。

健康と生活

９ 

1０ 

1１ 

1２ 

1３ 

1４ 

1５ 

1６ 

1．健康の増進と迎動

[、健康の増進と迎動
Ｏ人間の生活と迎動

Ｏ迎動と健康の地進

[2］年齢や男女蕪と迩勒

Ｏ年齢と運動Ｏ男女達と運動

③生活圃境と巡動

Ｏ畷境と運動
Ｏ生活条件と迎動

囚現代生活と皿nh局
(ｇ現IIUt活の特徴と迎助不足

Ｏ余暇時間と迦吻

2．身体エネルギーの浦賀

ｕＪ活動とエネルギー

ＵＵ運動・作業・学習と身体エネルギ

'０身体の活動とエネルギーの洞費

Ｏ糖神の活動とエネルギーの消費

Ｏ活動の程度とエネルギー消凹の程

度

3．調和のある栄養の摂取
、エネルギーMi給と栄養
Ｏエネルギーの源
Ｏからだをつくり、洲｢Ⅱを保つ栄養

素

Ｏ栄養所要戯

回食品の選び方
Ｏ調和のある食品の遡択

Ｏ健康な食生潅

①健康の増進には適切な運動がたいせつであることをIIE解さ

せる。

②適切な迎動は、身体の発逮を助長するだけでなく、遇化の

防止にも役立つことを理解させる。

③年齢や性別に適した迎動の方法と内容について理jii1させる。

①いろいろな生活環境の中でも連動できるように工夫するこ

とがたいせつであることを理解させる。

②生活条件によっては、疲労をとる通勤などをすることが必

要であることを理解させる。

③現代生活はj､動不足と食べすぎによる肥ji35(lji向にある。金

暇時1111を利１mして連動することがますますH1要になってき

ていることを理解させる。

①人が食物からエネルギーをとりこみ、そのエネルギーをiIli

費して活動するしくみを理解させる。
②身体活動とエネルギーの消費戯は密接な関係があることを

知らせる。

①身体の活動がはげしくなるとエネルギーのirl費量も多くな

ること、また、エネルギーの消費趾は、作業や運動の麺類
その方法、焼ける時llIIなどによって異なることを具体的な

例によって理解させる。

①精神活動は身体の活動に比べて、エネルギーの消斑lilは少
ないこと、しかし、及時M1にわたると脳の神経細胞のはた

らきが鈍くなって痩労を感じることなどを理解させる。

②身体活動の程度とエネルギー消費の程度のBO係を、単位時
間当たりのエネルギー消費ｍから理解させる。

①生命を維持し活動するために必換なエネルギー疎や、から

だをつくり、ｉｌＡｌ和を図る栄捉素にはどのような種類があり、

どのようなはたらきをしているかを理確させる。

①栄養所要且の愈味についてIM1解させる。
②性・年齢・労作（労働作業）・妊娠・授乳などの状況によ

る栄蔓所要、の迎いについて理解させる。

①健康な生活を送るためには、それぞれの年齢や生活内容に
応じた栄養所要丘を栄養素の調和を考えながらとる必震が

あることを､11解させる。



〈参考〉３．新カリキュラム編成でカットした甑域（中学段階で）

－９－ 

■Tｂ 

ＤＯＬ 時間 学習内容（教科背項目） ねらい

1７ 

1８ 

1９ 

2０ 

Ｏ食品成分戎

、疲労のl;iIAIとその症状
Ｏ疲労の別麺Ｏ疲労の原因

Ｏ疲労の症状

②疲労の回ijU[と予防
Ｏ痩労の回iｎ

Ｏ疲労の予防

②健康な食生活のためには健康状態や季節にもii燕する必要
があることを即解させる。

③各食品にどんなＩ戊分がどれ位含まれているかを理解させる。

①疲労の意味を知るとともに、その種類、原因などについて
理解させる。

①疲労の症状について蝿解し、心g｝の健KITを守るためにはど
うしなければならないか考えさせる。

①痩労の回復には休息や睡眠、また栄養や適度の迎勁が亜要
であることをFl1解させるとともに、その効果的fK回1,方法
を考えさせる。

①疲労を予防し、符祇しないようにするためには、体力をつ

け、環境を笈伽し、調和のある生活設3十に従うようにする
必要のあることを理解させる。

章 時間 学習内容（教科聾項目） ね 0つ い

健康と環境
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

１．からだの理境適応能力

、からだの適応能力
Ｏ暑さ寒さと体温

Ｏからだの適応作lⅡ

Ｏ適応の限界

2．からだに適した生活琿境

[、生活に適した軽さ寒さ
Ｏ暑さ寒さの感じ方

Ｏ室内の暑さ寒さ

Ｏ室内の暑さ寒さの調節

回明るさと生活

Ｏ明るさと目のつかれ

Ｏ照度の醸iVl

Ｏよい採光と剛明

③空文(の衛生
Ｏ空気のよごれ
Ｏ二酸化炭索

０－酸化

Ｏ換気の

炭繁

必要性

①人間のからだには、外界の変化に対応していく能力がある

ことを理解させる。

②自然国境の変化の大きさによっては、身体の機能を一定に

保つことにも限界があり、限界を越えると身体に異術が生

じることをIM1解させる。

①暑さ寒さの感じ方は、父(温・湿度・気流の組み合わせによ

ることを理解させる。

②室温の温熱条件は、人Illlの活動に大きな関係があることを

理解させる。

③室内における温度潤而のしかたを理解させる。

①明るさと目の疲労の関係を理解させ、よく見えて目が疲労

しないようにするために、照度の基準があることを理解さ

せる◎ 

②学習や作業能ﾉﾉ{i】Ｉ上のための、よい採光と、照明のしかた

について皿解させる。

①室内の空父功Bよごれる１１;｛因を理解させる。

②二酸化炭索は人IIllの呼吸や物の燃焼により増加し、室内の
空父(のよごれを示す指標となることを理解させる。

①一敗化炭索は主に物の不完全燧焼により発生し、これを吸

うと中趣を起こすことを理解させ、健康を守るために許容

基準が決められていることを知らせる。

②室内の空父(のよごれを防ぐための正しい換気の方法を理解
させる。



－１０－ 

章 時間 学習内容（教科書項目） ね ｂ い

健康と
環境

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

3．自然琿境の利用

□日光の利用
Ｏ日光と腱､Ｉ

Ｏ日光のはたらき

②水の利用

Ｏわたしたちのからだと水
Ｏ上水道

Ｏ飲料水の基準

4．廃粟物の処理

囚生活廃棄物とその処理
Ｏ生活排水
Ｏごみの処理

回産業廃棄物とその処理
Ｏ産業廃棄物の種類

Ｏ産業廃棄物による環境汚染の害
Ｏ産業廃棄物の処理

①日光が人間の健康の保持と生活になくてはならないことを
理解させる。

②殺菌作用、ビタミン、の形成など紫外線の効果について理
解させる。

③保温作用など赤外線の効果について理解させる。

①水は、人間の健康生活を維持するためには欠かせないもの
であることを理解させる。

②飲料水として適した水を供給するための、上水道のしくみ
について理解させる。

①飲料水の基準煙ついて理解させる。

①日常生活から出る排水およびし尿の衛生的処理の意味、処
理の方法、処理の現状について理解させる。

②ごみの種類や害を知るとともに、ごみの衛生的な処理方法
を理解させる。

③生活廃棄物の処理は、個人や家庭の問題だけでなく、地域
社会の問題としてとらえることに着目させる。

①産業活動によって生ずる廃棄物の種類を理解させる。
②産業廃棄物による環境汚染の実態を理解させる。

③産業廃棄物により被害をなくすための排出規制や廃棄物の
処理について理解させる。

健康と生
１ 

２ 

３ 

5．個人の健康と築団の健康

[、個人と集団の健康
Ｏ個人と集団

Ｏ個人衛生と公衆衛生

②健康維持や増進のためのわたした
ちの努力

③健康維持のための国や地方自治体
の努力

０国のはたらき
Ｏ都道府県のはたらき

Ｏ市町村のはたらき

①個人の健康を守ることは、集団の健康を高めることになり、
個人と染団の健康に深い関連があることを理解させる。

②個人衛生の意味について理解させるとともに、個人個人が
積極的に協力して公衆衛生活動を推進することによっては
じめて(REHlIな社会ができることを理解させる。

①「腿康」の意味について知るとともに、健康の維持や増進
のために、社会染団のなかで活動している個人は、どのよ

うな努力をしなければなら芯いかを理解させる。

①国民の健康を守るために、国や地方公共団体が組織的に活
動していることを理解させる。

活

４ 

Ｏ保健所のはたらき

Ｏ健康な生活のために
①地域住民の健康を守る保健所の組織・役割について理解さ
せる。

②人間の生活にとって股も薙本となる健康について考え、健
康な生活を実現するためにどうすればよいかまとめる。



<参者〉４．新カリキュラム（高校の部）

…第４学年(満ｌ）… …第５学年（高２）…

蟻通人IMILuや老人

の保健をリハビ

リテーションと

関連させて考え

る。

－１１－ 

章 単 ﾌ■ 項目 Ｉ章 ln ﾌ1３ 項目

心

身

の

健

願

集団の健康

1．大脳とIWI神

機能

2．欲求と適応

機制

3．心身の相関

4．身体の機能

1．健康な家庭

生活

大脳新皮質の機能

大脳辺繊系の機能

大脳概能の制御

欲求

欲求の充足と不満・葛蔭

適応機制

適応異常、飲酒、喫煙

心と身体

身体と柿神の相関

心』Ｉ症・高校期の心の鯉

旗

性機能

結婚と家庭

家族AI画

母子保健

母子保健対策

|； 
3．健康と自然

園境の洲和

Ｌ職業胸と労

勘災;ヅ

２職111の安全

･iOi化祷聴と

腿順墹jlf

3．リハピリテ

－ションと健

願人の役割

水・元素の循環

森林生態系

自然環境の保全

職業i菊の現況

物理的要因

化学的要因

生物的

作課ｺﾌﾟ法による要因

労働災害、災害の現状

災害の発生要因と防｣上対

策

職場の安全、衛生管理

逆転車の安全述転管理

余暇と健康増進

リハビリテーション

健康人の役割

健

康と
環

境

1．文明社会と

健康

2．自然E;I境の

汚染による健

康披害とその

防Ｉ上

文明と生活環境の変遷

環境への適応

人Hllの健康と文明

自然国境の汚染

大負砺染と健康按害

水の汚染と健康被害

騒音・振動・悪臭・地盤

沈下と健康被害

化学物質の安全性に関す

ろ施顕

公害の防止対策

健康被轡に対する補償

斑境彫裡３１２価

染団の他康
Ｌ腿1J〔な家庭

生活

２１１Kl民の健康

水iVi

3．公衆衛生活

効と保健・医

療制度

老人保健

老人保健対策

健康水準の向上

わが国の健康水噸

死因疾患

疾病

環境衛生活動

栄養改善、食品衛生活動

衛生行政

医療保健 医療扶助

医療施設と従瓢者保健に

関する国際活動



《参考〉５．「保健」年１１１１指導計画案の例（一橋出版、高校保健体育指導書参照）

－１２－ 

1年 ２年

章 単 ﾌﾟロ 項目 章 Nｉ 兀２ 項目

①心
身

の

他座

③健庫と田塊

、

身体各器官
の機能

と

銃合性

回

大脳

と

輔神機能

③ 
欲

と
求

適応機制

囚

心身の相関

囚
文印I社会

と

腿願

U、

自然環境の

汚染による

他日i被害

と

その防止

③ 

健康
と

自然環境の
詞和

単元の導入・身体の各器官

呼吸・循環機I1E

性機能

生体の統合性

単元の導入・大脳の鰯造

大脳新皮質の機能

大脳辺縁系の機能

大脳機能の統御

単元の導入・欲求

欲求の充足と不満・葛藤

適晦M灘1１１

適応異常・飲酒・喫煙

単元の導入・心と身体

身体と精神の相関

心』l症・高校期の心の健康

単元の導入

環境への適応

文Iﾘ1と生活環境の

変過

人1111の健康と文ＩＵｌ

単元の猟人・自然珂境の汚染

太良(汚染と健康彼瞥

水の汚染と健康被害

騒音・振動・悪臭・地盤沈下と
他康被害

化学物質の安全性に関する施
頭

公暫の防止対jJZ

健康l皮普に対するMi償

健康影野評価

単元の導入・水・元素の循jI;Ｉ

森林生態学

自然園境の保全

＠噸粟と健康

④梨団の健康

u〕

職業病

と

労働災害

② 

職場の安全
・衛生管理

と

健康増進

③ 

リハビリ

テーション

と

腿願人の

役割

u〕

健康な

掌庭生活

② 

国民の

健康水準

③ 

公衆衛生

活動

と

保健．

医療制度

蝋元の導入・職業病

職業病の現況

物理的要因

化学的要因

生物的

作業方法による要因

労働災害・災轡の現状

災害の発生要因と防''二jtl策

叩元の導入

lEf場の安全・衛生i2nIll

迎蛭者の安全ill転置r理

余暇と健簾jII進

単元の導入・リハビリテーション

リハビリテーション

健康人の役割

蝋…人}鰭婚…
家族計画

母子保健

母子保健対顕

老人保健

老人保健対粟

』１ｔ元の導入・腿康水jlHの向上

わが国の健順水準

死Ixl漢亜

疾病

蝋…人}鱗…函
鼠境衛生活助

栄養改善・食品衛生活動

衛生行政

医療保他・騰療扶助

医療施設と従躯者保健に関す
ろ国際活助
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本校生徒の身体計測および健康診断の結果

健康部米田博行・岡本純代・辻本美奈子・中村ハツ子

1．目的

昭和57年度の本校生徒の身体計測と健康診断の結果を奈良県および全国の学校保健統計結果と比較

分析し、本校生徒の体格、疾病・異常の状況の特徴を明らかにして、今後の本校の保健指導の資料に

し、活用しようとするものである。

2．方法

昭和57年度の本校保健統計の結果を、同年度の奈良県学校保健統計調査（奈良県企画部調査課教育

労働農村係作成）と同年度学校保健統計調査（文部省大臣官房調査統計課作成）の結果とで比較する。

比較する項目および観点は次のとおりである。

①昭和57年度の身体計測の結果を学年、男女別に比較し、本校生徒の体格の特徴をみる。

②過去５年間（昭和53年～昭和57年）の身体計測の結果を比較し、本校生徒の体格の特徴をみる。

③昭和57年度の主な疾病・異常被患率を比較し、本校生徒の特徴をみる。また、それについての考

察をする。

３．結果とその考察

(1)本校生徒の体格の特徴

①昭和57年度の身体計測の比較

昭和57年度の身体計測の結果は、表１，表２，表３，表４のとおりである。

表1．５７年度身体計測値一中学校男子一

■曰Ｔ■面石…■■冠■回可

印＝■面面■面面匝面■■函■■廓■■厨正■■同汀■■ほほ■■歴Ⅳ■
＝西丘雨亘面叩■、正面■、■祠■寂■■祠
…百一ｍ■両■函■両■両一両一両■可■回
一百■両豆、■面■面面■薊■■和訶

中学校男子の結果は表１でみるように、各年齢（学年）とも本校は、胸囲を除いた項目で奈良県、

全国よりも数値が高い。しかし、逆に胸囲は数値が低くなっている。また、身長に対して胸囲、座

高の数値は低いといえる。

－１３－ 

１２歳１年

本校 奈良県 全国

13歳２年

本校 奈良県 全国

１４歳３年

本校 奈良県 全国

身長ｃ、 151.2 150.1 149.8 159.0 1５７．８ 157.3 165.3 163.3 163,6 

体重ｋ， 42.5 41.7 4Ｌ４ 47.4 ４６．８ ４７．１ 53.8 ５２．０ ５２．６ 

胸囲ｑ、 72.1 72.4 72.5 74.9 ７５．４ ７６．０ 78.3 78.9 ７９．６ 

座高ｃ、 ８０．９ 79.7 79.8 84.5 83.6 ８３．５ 87.7 86.8 ８６雷８



表２．５７年度身体汁iNll値一｢|]学校女子一

回■E訂矼■…画■E曰刊■■麺

－頭■両刃■■面■■■百■■■田■■■回■■■回■■■可面■回報■■両面
￣丘雨匹函丘函西■雨■雨正面訶亘雨■ｍｐｍ
一回、毎面■■回Ⅳ毎町■、西河毎面豆、
－－＝￣｡m囮囚囮

中学校女子の結果は表２のようである。本校は、身長が13歳、１４歳で、奈良県、全凶よりも１ｃｍ

以上数値が高くなっている。しかし、１２歳で胸囲、座高は極端に数値が低い。また、各年齢とも、

本校は身長に対して、胸囲、座高の数値が低いといえる。

我３．５７年度身体計illll値一高校男子一

本校糸11110全国本校夷ＬｌＬｌｔｌ本校炎

１５１５１６９１７１３】７０

５５５５７１Ｄ４５９３６０２ 

画８１１８１Ｂ５８３７８３９４４8２５８４７

国９１０８６９１９１３９０６９０２899９９

高校男子の結果は表３のようである。年齢によって、各項目とも、本校、奈良県、全国の数(lfiの

差はまちまちであるが、本校の身長に対して、体重、胸囲、座高の数値が低い。

我４５７年度身体汁ilIll価一商校女子一

本校‘､１４’七Ｎ本校矢旦［hｌ本校奈

囚1５９１１５６９１，１５９０１５７１

５０２５７５１８５２３２５５１０５ 

国７５６８８，６７８４１１

国８４８ＢＤ３８４９８５９

高校女子の結果は表４のようである。本校はとくに、身長が各年齢とも奈良県、全国より非常に

数値が高い。しかし、逆に体重、胸囲の数値が低くなっている。また、身長に対して体111,1ｌｂl閉、

座高の数値が低い。

②‐過去５年間の身体計測の比較

昭和53年度～昭和57年度の５年間の身体計測の結果は表５，表６のとおりである。

－１４－ 

１２蝋１年

本校 奈良県 全国

１３鰻２年

本校 奈良ﾘi（ 全国

１４歳３年

本校 奈良ﾘiＬ 全Ｉ２ｉＩ

身長ｃEu 1５０．８ 150.8 150.6 155.8 154.4 154.2 157.7 156.3 １５６．０ 

体並ｋ９ 42.3 ４２．２ ４２．５ ４６．６ 46.5 ４６．５ 4９．３ ４９．４ 49.5 

胸囲国 7Ｌ８ ７３．８ 74.3 77.1 77.8 77.1 78.2 78.9 ７９．３ 

座高国 79.9 ８１．５ ８１．４ 83.9 83.5 ８３．３ 84.9 ８４．６ 84.3 

１５歳１年

本校 奈良県 全国

１６賎２年

本校 奈良県 全国

１７歳３年

本校 奈良県 全国

身長ｃ、 167.5 167.9 167.1 170.6 169.6 169.2 171.3 170.3 1７０．１ 

体重ｋ, 55.6 57.1 57.1 60.2 ５９．２ ５９．４ ５９．３ ６０．２ 60.9 

胸囲ｃ、 ８１．１ ８Ｌ８ 8２６ 83.7 ８３．９ ８４．４ ８２．５ 84.7 85.9 

座高ｃ回 ９１．０ 89.6 89.1 91.3 ９０．６ 90.2 ８９．９ 909 90.8 

１５歯１年

本校 奈良県 全国

１６趣２年

本校 奈良 全国

１７識３年

本校 奈良県 全国

身長国 159.1 156.9 156.6 159.0 157.5 157.3 158.8 157.4 157.3 

体重ｋ, 50.2 51.3 51.7 ５１．８ 52.3 52.5 ５１．０ ５Ｌ７ 52.4 

胸囲国 76.6 ８０．５ 81.0 80.0 ８１６ BＬ６ 78.4 81.1 81.9 

座高画 84.8 ８５．３ ８５．０ 84.9 85.5 85.1 84.9 85.3 85.0 



表５．年度別身体計測値一中学校一

ＣJ１ 

身 長CHI

年度

5３ “ 5５ 5６ 5７ 

体並ｋ,

5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 

胸 囲ｃｚＵ

5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 

座高ｃ、

5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 

男

子

咀歳

週歳

叫歳

本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

152.5 

150.0 

149.6 

159.4 

157-5 

156.8 

163.6 

163.5 

163.0 

149.4 

149.8 

148.9 

160.6 

1582 

157.2 

165.4 

163.8 

1630 

152.3 

l５ｑ３ 

149.7 

160.2 

158.0 

157.7 

166.5 

163.2 

163.4 

151.2 

150.1 

149.8 

159.7 

158.5 

1駒囑３

163.8 

163.5 

163.2 

151.2 

150.1 

149.8 

159.0 

157.8 

157.3 

165.3 

163.3 

163.6 

41.7 

41.0 

41.0 

47.6 

46.6 

46.3 

53.2 

52.1 

518 

41.3 

4１０ 

40.6 

49.0 

47.4 

46.7 

51.9 

52.4 

51.9 

42.8 

41.4 

41.2 

46-1 

46.8 

46.4 

53.8 

52.8 

52.3 

42.6 

41.6 

41.2 

48.8 

47.5 

46.8 

52.4 

51.8 

52鰺１

42.5 

41.7 

41.4 

4７．４ 

46.8 

47.1 

53.8 

52.0 

顕.６

72.1 

72.3 

72.1 

73.6 

76.0 

75.6 

78.1 

79.5 

79.3 

70.3 

71.9 

72.0 

75.9 

76.2 

75.9 

77.3 

79.4 

79.4 

72.6 

72.3 

72.4 

74.3 

75.9 

75.7 

78.6 

79.9 

79.7 

73.8 

72.5 

72.3 

77.7 

76.0 

75.8 

80.0 

79.0 

79.4 

72.1 

72.4 

72.5 

74.9 

75.4 

76.0 

78.3 

78.9 

79.6 

81.1 

79.8 

79.8 

艶.１

83.5 

83.3 

87.2 

86.9 

86.6 

79.9 

79.8 

79.5 

鰹.９

83.9 

83.5 

87.6 

86.9 

Ｂａ６ 

81.3 

80.1 

79.8 

83.8 

83.6 

鴎.２

88.0 

87.1 

86.8 

8Ｕ７ 

8ｑＯ 

79.8 

醜.４

84.1 

83.4 

86.7 

86.8 

86.5 

80.9 

79.7 

79.8 

84.5 

83.6 

83.5 

87.7 

86.8 

86.8 

女子
咀歳

咀歳

以歳

本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

152.4 

l５Ｌ１ 

150.4 

155.8 

154.0 

153.8 

158.0 

156.4 

155-5 

152.6 

150.4 

150.2 

156.1 

1524.8 

154.0 

157.2 

156.3 

155.6 

151.5 

151.1 

150.6 

156.1 

154.1 

154.9 

157.5 

156.3 

156.9 

152.4 

151.0 

150.5 

155.4 

154.5 

154.2 

157.2 

156.5 

156.0 

150餌８

150.8 

150.6 

155.8 

154.4 

154.2 

157.7 

156.3 

156.0 

42.5 

42.7 

42.2 

46.6 

45.8 

46.3 

50.0 

49.2 

48.9 

41.4 

41.6 

42.2 

46.6 

47.0 

46.7 

48.3 

49.4 

49.3 

43.0 

42.7 

42.6 

46.5 

46.0 

46.5 

49.3 

49.2 

49.6 

42.8 

42.3 

42.4 

46.5 

46.7 

46.6 

48.8 

49.0 

49.6 

42.3 

42.2 

42.5 

46.6 

46.5 

46.5 

49.3 

49.4 

49.5 

刺.４

74.5 

74.1 

76.4 

7ａ８ 

77.0 

79.9 

79.4 

79.0 

72.2 

73.6 

74.1 

77.4 

77.5 

77.4 

78.8 

79.3 

79.3 

73.2 

74.5 

74.5 

76.0 

76.5 

77.3 

79.0 

79.1 

79.5 

77.4 

脚.0

74.2 

76.4 

77.2 

77.2 

77.9 

78.7 

79.4 

71.8 

73.8 

74.3 

77.1 

76.8 

77.1 

78.2 

789 

79.3 

82.0 

81.7 

8Ｌ３ 

84.3 

83.3 

83.2 

鰯.２

84.5 

84.2 

82.0 

81.3 

８１．３ 

83.4 

83.8 

83.4 

鴎.９

餌.６

醜.３

82.0 

818 

81.5 

肌.２

83.3 

83.3 

例.７

84.8 

84.4 

82.2 

81.7 

81.4 

83.5 

83.6 

83.3 

84.8 

84.6 

84.3 

79.9 

81.5 

81.4 

83.9 

83.5 

83,3 

雛６９

84.6 

84.3 



表６．年皮別身体i汁側値_高校一

n.167.6165.8168.7169.3167.556.７５６．５５５．３６０．０５５．６８３．１８１．３８０.０８１．９８１．１８９．４８８．１８９．８８９．９９１．０ 

ｉ
Ｉ
 

奈良ＩＡ１67.1167.1167.7167.9】67.955.856.655.957.457.181.681.９８１．６８２．６８１．８８９．１８９７８９．５８９.７８９．６

全国１６６６１６６７１６６．９１６７．３１６７１５６.２５６４５６．８５７．１５７．１８２３８２３８２．５８２.６８２６８９．０８９．１８９．１８９．２８９．１

本校’６９１１６９５１６９２１７０６１７０６５８９５９０６０８６００６０２８４５８２９８４５８１３８３７９０３８９８９０１９０８９１３

京且ﾘﾑ１６８６１６８８１６９７１６９８１６９６５８３５９Ｊ６００５９２５９２８３４８３９８４５８４１８３９９００９０４９０８９０６９０６

全図１６８４１６８６１６８８１６９０１６９２５８５５８８５９１５９２５９４８４２８４３８４４８４３８４４９００９０１９０２９０２９０２
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、困砠、■nｍｍ■、岡田ｎ匹ｍｍｍｍｍｍｍ■■岡田同ｎＨｍ■■、■、■刑■m
mmmmUm服■ｎ用田、■ｎ匹、、田、■、田、■、■、”ｎｍｍ■、■雨■ｍ
Ｅ９ｎＢｍｍｍｍｍｍﾖ岡困ｍＨｍｍ■、■田回、■■、■ｍｍｍｍＨｍｍ用、■、

雨扇田、､凧mpm國國皿■、、■rｍＦｍｍ

一

・刃

身 長、

年度

5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 

体Ⅲｋ,

5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 

胸 囲、

5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 

座 岡函

5３ “ 5５ 5６ 5７ 

卿子 鳩鰻一焔歳一面鰻
本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

167.6 

167.1 

166.6 

169.1 

168.6 

16ａ４ 

171.9 

170.1 

169.3 

166.8 

167.1 

166.7 

169.5 

168.8 

168.6 

170.2 

169.3 

1６９４ 

168.7 

167.7 

166.9 

169.2 

169.7 

168-8 

171.6 

l７ｑＯ 

169.6 

169.3 

167.9 

167.3 

170.6 

169.8 

169.0 

169.4 

170.5 

169.7 

167.5 

167.9 

167.1 

170.6 

169.6 

169.2 

171.3 

l７ｑ３ 

170.1 

56.7 

55.8 

56.2 

58.9 

58.3 

58.5 

62.4 

60.0 

59.9 

56.5 

56.6 

56.4 

59.0 

59.3 

58.8 

60.9 

60.1 

60.2 

55.3 

56.9 

56.8 

60.8 

60.0 

59.1 

62.0 

60.7 

60.5 

60.0 

57.4 

57.1 

60.0 

59.2 

59.2 

6Ｌ４ 

60.6 

60.6 

55.6 

57.1 

57.1 

60.2 

59.2 

59.4 

59,3 

60.2 

60.9 

83.1 

８Ｌ６ 

82.3 

84.5 

83.4 

84.2 

鰯.５

84.8 

85.5 

81.3 

81.9 

82.3 

82.9 

83.9 

84鰺３

83.8 

84.9 

85.8 

80.0 

81.6 

82.5 

84.5 

84.5 

84.4 

87.2 

85.0 

85.8 

81.9 

82.6 

82.6 

81.3 

84.1 

84.3 

鴎.５

85.4 

85.7 

81.1 

81.8 

82.6 

83.7 

83.9 

84,4 

82.5 

蝿.７

85.9 

89.4 

89.1 

89.0 

90.3 

90.0 

90.0 

91.8 

90.8 

90.4 

88.1 

89.7 

89.1 

89鯵８

90.4 

90.1 

90.2 

90.8 

90.6 

89.8 

89.5 

89.1 

90.1 

90.8 

90.2 

91.1 

90.8 

90.6 

89.9 

89.7 

89.2 

90.8 

90.6 

90.2 

90.4 

9ｑ９ 

90.7 

91.0 

89.6 

89.1 

91.3 

9ｑ６ 

90.2 

89.9 

90.9 

90.8 

女子 脂歯一応鰻一灯麟
本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

本校

奈良県

全国

157.0 

156.1 

156.1 

157.0 

156.7 

156.5 

158.0 

156.6 

156.6 

159.1 

156.8 

156.2 

158.0 

157.0 

l５ｑ６ 

157.1 

157.3 

156.7 

157.9 

156.9 

156.4 

158.5 

157.0 

156.7 

158.3 

157.4 

156.9 

158.4 

157聯４

156.6 

158.4 

157.1 

1５６９ 

159.9 

157.5 

157.1 

159.1 

156.9 

156.6 

159.0 

157.5 

157.3 

158.8 

157.4 

157.3 

49鰺７

50.5 

51.0 

50.1 

51.6 

51.9 

5Ｌ６ 

52.0 

52.0 

51.5 

51.1 

51.3 

50.2 

52.0 

52.2 

49.6 

52.4 

52.3 

50.3 

5Ｌ６ 

51.5 

51.4 

52.0 

52.2 

51.1 

52.2 

52.3 

51.9 

51.9 

51.7 

5Ｌｕ 

52.6 

52.2 

52.5 

52.0 

52.3 

50.2 

５１３ 

51.7 

51.8 

52.3 

52.5 

51.0 

51.7 

52.4 

80.3 

80.3 

Bｑ６ 

81.6 

81.5 

81.3 

81.6 

８１．６ 

８１．７ 

78.0 

80.6 

80.8 

80.2 

81.4 

81.6 

79-8 

81.9 

81.9 

79.1 

81.1 

80.9 

7９．１ 

81.3 

81.5 

81-3 

82.0 

81.8 

8０．６ 

Bｑ９ 

80.9 

78.5 

81.4 

８１．５ 

80.8 

81.5 

8Ｌ７ 

76.6 

80.5 

810 

80.0 

81.6 

81.6 

78.4 

8Ｌ１ 

81.9 

85.0 

848 

鋼.９

鶴.１

84.9 

85.0 

84.9 

84.9 

別.９

86.0 

85.2 

85.0 

85.2 

8５２ 

85.0 

脚.４

85.4 

85.0 

8４．８ 

85.3 

85.0 

85.9 

85.4 

85.1 

85.2 

85.5 

85.0 

85.1 

85.5 

鶴.0

鰯.５

85.0 

鶴.0

86.6 

85.1 

85.0 

84.8 

85.3 

85.0 

84.9 

85.5 

85.1 

84.9 

85.3 

85.0 



炎５，表６にみるように、過去５年間を見ると、本校では中学、高校ともり)女にかかわらず、年

度、年齢によって少し例外があるものの、奈良県、全国に比べて、身長が優っているが、身長に対
して、体亜､･胸囲、座高の数値が低くなっている。

以上、昭和57年度と過去５年間の身体計測の結果を合わせて考察すると、本校生徒の体格の特徴
は、奈良県や全国に比べて、身長が高く、細身であるといえる。

(2)本校生徒の疾病、異常

昭和57年度の疾病、異常被患率を比較したが、その結果は表７，表８，表９，表10に示すとおり
である。

表７．主な疾病・異常被悠率その１

、回■■、■、■、■
顯■頤■、■■円■扉■団■■ｐ■扉■Ⅷ
両■、■雨■扉■Ｆ両氏■■■

、厩■Ⅷ回『■、■町■面面
、■正面ｍ■、西、■、■叩印■面面
、■尿■厩■、■、■雨■■、■叩

回回四Ｆ■、宅

馬需謡昭配■､■､■､□
四回四回■■函■

濡隅需雨､■…､､扉■面扉■
(数字）は実数、「0.00」は計数がＯではないが表示単位未潰、「－」は計数がＯの場合。

－１７－ 

lＸ分

裸眼視力

ilf 
１．００．７ 

未以
満上

0．７０．３ 

未以
満上

0.3 

未
満 色覚異常 結膜炎

【１０

瓦

炎 耳疾・典術その他の
肥

大へんとう いん頭炎
鼻

【|】

学

校

本校

奈良雌

全国

3↑ 

ﾘ】

女

ｉｆ 

ﾘ） 

女

&ｆ 

ﾘ】

女

44.44％ 

(160） 

43.47 

（８０） 

45.45 

（８０） 

37.64 

32.57 

43.01 

36.39 

31.26 

４１ 7９ 

10.00％ 

(36） 

9．２３ 

(17） 

Ⅲく ね⑪
]］ 7０ 

1〔 541 

12.94 

10.69 

9.76 

ｌＬ６６ 

13.61％ 

(49） 

15.21 

(28） 

11.93 

(21） 

２０４ 

Ｌ4０ 

2．７１ 

2Ｊ８ 

ｑ7４ 

3.68 

20.83％ 

(75） 

19.02 

（35） 

22.72 

(40） 

3.89 

0.62 

7.36 

3.53 

ｑ７５ 

16.45 

１．３９％ 

(5) 

2.71 

(5) 

Ｌ7５ 

3.38 

０．０３ 

1.88 

3.48 

0.18 

０．５６％ 

(2) 

0.54 

(1) 

0.57 

(1) 

1.75 

3.38 

003 

1.88 

3.組

0.18 

0.00 

0.01 

0.10 

OＪｌ 

0．０９ 

０．８３％ 

(3) 

1.63 

(3) 

0.15 

０ 1９ 

０ 1１ 

１ 5２ 

7４ 

2９ 

1.94％ 

(7) 

2．７１ 

(5) 

1.13 

（２） 

2.14 

2.33 

】､９５‘

1.81 

1.91 

1.70 

0.67％ 

(6) 

2．７１ 

(5) 

0.56 

(1) 

0.98 
● 

1．３１ 

0．６５ 

3.63 

4.36 

2.87 

高校
本校

奈良県

全国

3↑ 

男

女

3十

男

女

ilf 

ﾘ） 

女

５２ ５く ２Ｊ １０ 

８１ ５く ２Ｊ １１ 
52.10 

（９９） 

52.66 

46.97 

57.98 

53.49 

49.59 

57.44 

10.24 

(39） 

7.85 

(15） 

12.63 

(24） 

10.61 

９ 4４ 

1１ 7０ 

１１ 4５ 

1１ 1１ 

11.80 

18.37 

(70） 

7.90 

(38） 

12.84 

(32） 

5.48 

5.33 

5.63 

5．８１ 

5．２１ 

16.41 

２６．５１ 

(101） 

30.37 

（５８） 

２２．６３ 

（４３） 

26.57 

22.20 

30.65 

26.23 

2３２６ 

29.23 

0．２６ 

(1) 

0.52 

(1) 

2.Ul6 

４ 8１ 

０ 2１ 

8４ 

３ 4４ 

0 1７ 

0.78 

0.70 

０ 8５ 

3４ 

7２ 

０ 9５ 

0.26 

(1) 

0．５２ 

(１） 

0.05 

0．０７ 

0.01 

ｑＯ８ 

0.08 

0．０７ 

0．５２ 

(2) 

ＬＯ４ 

(2) 

0.05 

0.10 

0.69 

0．７３ 

0.65 

Ｌ３１ 

（５） 

2.08 

(4) 

0.52 

(1) 

1.28 

１ 7２ 

０ 8７ 

0５ 

0９ 

0０ 

1.31 

(5) 

２．６０ 

（５） 

0.35 

0.34 

0.36 

２．１１ 

2.27 

1.9k４ 



表７にみるように、視眼視力がＬ0未満（屈折異常）の割合は、本校は中学校全体で44.44％も

あり、奈良県の37.64％、全国の36.39％に比べて高くなっている。高校全体では、本校は55.12

％で、奈良県の52.66％、全国の53.49％と比べて商い。また、商校では男子の;Ｍ１合が女子よりも

高くなっていて、奈良県や全国とは逆に結果を示している。次に本校の年令別の内分けを表８、表

９でみると、12歳（中１）ですでに４４４４％と、奈良県、全国の中学校全体の割合よりも高くなっ

ている。これは、中学受験のための過度な勉強が一因であると考えられる。また、１７歳（高３）の

男子は64.70％と非常に高くなっている。

糞８．本校'１】学生の屈折異荊率

(数字）は突数

表９．本校高校生の屈折異常率

(数字）は笈致

－１８－ 

１２歳（１年）

ljf 男 女

１３歳（２年）

;↑ 男 女

１４歳（３年）

計 D】 女

全体

iiｆ 男 女

計

形

44.63 

(54） 

鬼

48.33 

(29） 

鬼

40.98 

(25） 

形

43.70 

⑮2） 

あ

42.62 

(26） 

形

44.82 

C26） 

％ 

45.00 

(54） 

彫

39.68 

⑫5） 

＄ 

50.88 

⑫9） 

＄ 

44.44 

(160） 

､; 

43.47 

⑱O） 

先

45.45 

(80） 

1.0未j茜

0.7以上

】０．７４

(13） 

10.00 

（６） 

１Ｍ８ 

（７） 

11.76 

U4） 

9.84 

052） 

13.79 

（８） 

7.50 

（９） 

7.94 

（５） 

7.02 

（４） 

10.00 

(36） 

9.23 

(17） 

10.79 

ｑ９） 

0.7未満

0.3以上

16.53 

(20） 

20.00 

(12） 

13.11 

（８） 

16.81 

(20） 

19.67 

(20） 

13.79 

（８） 

7.50 

（９） 

3.3JＩ 

（４） 

８．７７ 

（５） 

13.61 

(49） 

15.21 

(28） 

11.93 

(21） 

0.3未満
17.36 

(21） 

18.33 

(1】）

16.39 

(10） 

15.13 

(18） 

13.11 

(18） 

17.24 

(10） 

30.00 

(36） 

25.40 

(16） 

35.09 

⑫O） 

20.83 

(75） 

1９０２ 

(35） 

22.72 

(40） 

１５歳（１年）

｡'ト 男 女

１６歳（２年）

j↑ 男 女

１７鐘（３年）

計 男 女

全体

計 男 女

:ｆ 5L2ダ
(60） 

％ 

50.85 

GO） 

％ 

５Ｌ7２ 

(30） 

55.73 

(73） 

％ 

57.81 

(37） 

影

53.73 

(36） 

＄ Ｚ 

57.89 

(77） 

＄ 

64.70 

(44） 

鬼

50.77 

(33） 

55.12 
形

α10） 

完

58Ｊ２ 

(111） 

52.10 

(99） 

鬼

1.0未満

0.7以上

9.40 

(11） 

6.78 

（４） 

12.07 

（７） 

11.45 

(15） 

7．８１ 

（５） 

14.93 

(10） 

9.77 

(13） 

8.82 

（６） 

10.77 

（７） 

10.24 

Ｇ９） 

7.85 

(15） 

12.63 

⑫4） 

0.7未満

0.3以上

17.09 

(20） 

20.弧

(12） 

13.79 

（８） 

19.85 

(26） 

18.75 

(12） 

20.89 

(Ｍ） 

18.04 

(24） 

20.59 

(Ｍ） 

15.38 

(10） 

18.37 

(70） 

19.90 

(38） 

16.84 

(32） 

0.3未満
24.79 

(29） 

23.73 

(１４） 

25.86 

(15） 

別.4３

(32） 

24.25 

(20） 

17.91 

(12） 

30.08 

CIO） 

35.29 

(24） 

24.62 

(16） 

2ａ5１ 

(101） 

30.37 

(58） 

22.63 

(43） 



表10.王な疾病・異常彼患率その２

万■咽
四四四四Ｐ田■■四囲國國四

m図P尿面回泗國國國
函■■■■■汀■

巳囹■丘四四四四四四四
■臣■Ⅳ図四四’１

、■呵回回■■
扉Ｔ扉■扉■扉■弓目Ｐｍｐ國國
亟回…■…■扉■■■ＦＥ廟■四國
転■扉■Ｆ■扉■■■■厚犀■四四
…■雨■扉■函■■■Ｆ■胚■四四
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表10でみるように、心臓疾忠、異常は、中学校全体が222％で、奈良県の042％、全国の０４０

と比べて商い率を示している。しかしこれはほとんどが心電図検従による異常であり、本校が中］、

中３と心電図検査を実施しているために、異常が発見されやすいのではないかと考えられる。「ツ

ベルクリン反応検査」の結果で、本校と奈良ﾘﾑ、全図との差がみられる。

次に「う歯」の結果に大きな差がみられる。う歯のある者の別合は、本校と奈良県、全国の割合

に中学校、闘校とも余り大きな差はみられないが、「処置完了者」の割合は、本校で非常に高く、

とくに中学校では、奈良県、全国の約２倍という高率を示している。これは、歯科検診以後の２ケ

月の間に、処趣した者の数も含まれている。従来から本校では、クラス担任、家庭と協力して、う

歯の処樋に対する指導を、梱極的に行なってきた。そのために、炎10、表11,表12でみるような結

－１９－ 

区分

の

櫛蛍白検出 き住側わんわん症・せせき柱側 ・異常心嵐疾患 肝臓疾患
ツベルクリン反応検査

阻性 疑陽性 除性

つ 歯

計
処世

完了者

未処iKi脳

のある者

中学校
本校

奈良県

全国

計

男

女

;ｆ 

男

女

3↑ 

ｿ） 

女

1.67％ 

(6) 

1.63 

(3) 

1.70 

(3) 

4.24 

486 

3.58 

2.19 

2.50 

1.87 

０．２８％ 

(1) 

0．５６ 

(1) 

0７５ 

0.84 

0.67 

0.75 

0.60 

0．９１ 

２．２２％ 

(8) 

3．２６ 

(6) 

1.13 

(2) 

0．４２ 

0 4２ 

０ ４１ 

０ 4０ 

0 4２ 

0 3７ 

0.22 

０ 2６ 

０ 1７ 

0 1４ 

Ｃ 1４ 

[ 1５ 

83.34鬼

(100） 

90.16 

(55） 

77.59 

(45） 

52.44 

52.3】

5Ｌ7５ 

61.09 

60.81 

61.39 

15.83＄ 

(19） 

9．８２ 

(6) 

22.41 

(13） 

ｌ ｛ひ● ３ ２ 

24.61 

22.34 

19.39 

19.83 

18.93 

0.83＄ 

(1) 

1.62 

(1) 

2４４４ 

2３ 0７ 

2５ 9１ 

1９ 5１ 

1９ 3６ 

１９゛6８

8805＄ 

(317） 

83.69 

(134） 

92.61 

(163） 

88」１

86.93 

89.37 

9２ ９７ 

9１ 3４ 

9４ 1６ 

72.22％ 

(260） 

72.83 

(134） 

71.59 

(126） 

35.70 

3５ 川

3６ 3０ 

36 8２ 

3５ 7９ 

3７ 9０ 

15.83％ 

(57） 

10.86 

(20） 

２１．０２ 

(37） 

52.41 

51.79 

53.07 

56」５

56.02 

56.25 

高校
本校

奈良県

全国

計

男

女

;十

男

女

ｉｆ 

ｿ】

女

3.39 

(13） 

4．６８ 

(9) 

2．０９ 

(4) 

4.53 

４ 7４ 

４ 3３ 

7９ 

9５ 

6３ 

0.26 

(1) 

0.52 

(1) 

0.97 

0.79 

1.13 

0.37 

0.30 

0.45 

0.78 

(3) 

1．０４ 

(2) 

0．５４ 

(1) 

0．６２ 

0.50 

0.73 

0.68 

0．７５ 

0．６１ 

0．２６ 

(1) 

0．５２ 

(1) 

0.20 

0 2８ 

０ 1２ 

０ 1５ 

０ 1３ 

0 1７ 

93.43 

(356） 

91.62 

(175） 

95.26 

(181） 

95.06 

93.79 

96.24 

95.73 

94.43 

97.03 

60.10 

(229） 

67.02 

(128） 

53.16 

(101） 

39.20 

35.46 

42.70 

34.96 

34.51 

35.41 

33.33 

(127） 

汎･６０

(47） 

42.10 

(80） 

55.86 

58.33 

53.54 

60.77 

59.92 

61.63 



采を得たと考えられる。

表1１本校中学生のう歯率

(数字）は実数

表1２本校高校生のう歯率

(数字）は実数

４．まとめ

昭和57年度の学校保健統計調査結果を比較して、本校生徒の体格、疾病・異常の特徴をみてきたが、

その結果をまとめてみると、

①体格は、身長では奈良県、全国よりも優れているが、身長に比べて体重、胸囲、座商が劣ってい

て、長身で細く、足が長い「現代っ子」の体型の特徴を顕務に示しているといえる。

②疾病・異常では、裸眼視力が1.0未満（屈折異常）の割合が非常に高い。「う歯処職完了者」の

割合が高く、指導の成果を示している。

以上のような点が明らかになった。体格の問題は、迎動とも深く関連すると考えられ、体育科やク

ラブ活動との連けいを進める必要がある。屈折異常者については、早期に発見して、視力回復訓練、

眼鏡等の指導を行う必要がある。う歯の処置については、好成果をあげているが、高２，商３で処置

率が低くなっているため、もう一歩指導の徹底を計りたいと思う。

－２０－ 

１２歳（1年）

ilf 男 女

１３歳（２年）

計 男 女

１４歳（３年）

Aｆ 男 女

全体

計 男 女

計

形

84.30 

(102） 

＄ 

76.66 

(46） 

鬼

91.80 

(56） 

％ 

89.92 

(107） 

％ 

86.89 

(53） 

鬼

93.10 

(54） 

完

90.00 

(108） 

完

87.30 

(55） 

鰯

92.98 

(53） 

＄ 

88.05 

(317） 

lQj 

83.70 

(154） 

＄ 

92.61 

(163） 

処置完了
67.77 

(82） 

63.33 

(38） 

72」３

(44） 

76.47 

(91） 

83.61 

(51） 

68.97 

(40） 

72.50 

(87） 

71.43 

(45） 

73.68 

(42） 

72.22 

(260） 

72.83 

(134） 

71.59 

(126） 

未処置者
16.53 

(20） 

13.33 

(8) 

]９．６７ 

（12） 

13.45 

(16） 

3.28 

(2) 

24」３

(14） 

】７．５０

(2】）

]8.87 

(10） 

19.30 

(J1） 

15.83 

(57） 

10.87 

(20） 

21.02 

(37） 

１５鐘（１年）

3Ｉ ﾘ｝ 女

１６歳（２年）

汁 男 女

１７歳（３年）

Aｌ 男 女

全体

:↑ 男 女

計

鬼

93.16 

(109） 

影

94.92 

(56） 

完

９Ｌ3８ 

(53） 

＄ 

95.41 

(125） 

分

92.19 

(59） 

＄ 

98.51 

(66） 

鬼

91.73 

(122） 

％ 

88.24 

(60） 

鬼

95.38 

(62） 

＄ 

93.43 

(356） 

％ 

91.62 

(175） 

鬼

95.26 

(181） 

処磁

完了者

78.63 

(92） 

87.75 

(50） 

72.41 

(42） 

52.67 

(69） 

64.06 

(41） 

41.79 

(28） 

51.13 

(68） 

54.42 

(37） 

47.69 

(31） 

60.10 

(229） 

67.02 

(128） 

5ａｌ６ 

(101） 

未処置者
14.52 

（17） 

10.17 

(6) 

18.97 

(11） 

42.74 

(56） 

28.13 

(18） 

56.72 

(38） 

40.60 

(5』l）

33.82 

(23） 

47.69 

(31） 

33.33 

(127） 

24.60 

(47） 

42.10 

(80） 



奈良女子大学文学部附属
中･断等学校研究紀要第24染
1983年６月

本校生の生活実態と成長の姿
一全校アンケートの集計結果一

研究調査部中道貞子・平塚智・鈴木良

もつものであろう。しかも、世上で云々されているように、児童・生徒の生活・意識が激しく変化し、

児亜年大阪懇話会が計画した小・中.高の横断的調在である。1980年10月下旬から11月にかけて、

大阪府下の小学生約７千３百名、中学生(中２）３千５百名、高校生（高２）３千２百名を対象とした

「子どもの生活の現状を次の視点から把握する。子どもが発達するために必要な「あたりまえの生

活」が保障されているかどうか。すなわち、①日常生活のリズムが守られているかどうか－テレビ

視聴、遊び、勉強、手伝いなどのバランスが保たれているかどうか、②発達の段階ごとの課題を途成

しているかどうか－総じて、発達のゆがみがあるとすれば、どのような面にあるかを把握すること

によって、子どもの発達をよりすこやかに保障するための条件と課題をさぐろうとする」。

そこから、小２，小５，中２，高２の「質的転換期」にあたる４年合段階について調査が行われて

のちに見るように、この調査は、子どもの一日の生iilTi（起床、朝食、登校、テレビ、手伝い、夕食、

就寝など）についての質11}1項目と、もう一つには「自立にむけての中・商校生の発達の姿」をとらえ

る質問項目（進路、学校生活、悩み、生活のバランスなど）がある｡註

本校で実施する上で、実状にあわないと考えられる項目などを削り、また、若干の項目を追加して、

全校アンケートを実施してみた。大阪府下の例（中学生は中２，高校生は商２の調査）と比較するこ

と,;で義;:であliilh…nm…例……ただし土曜､聯火､１，にわけて…クラ

…mllMli:ｊｊｉｉ１ｉ１排
－２１－ 



全校アンケ 卜 1982.12 

このアンケートは君連の日々の生活を調査して、今後に役立てようとするものです。どうか正面に答えて下さ

い。

＜犯人上の注窓＞

・各列の８と９の間に質問番号があります。

・１列目には学年をマークしなさい。ただし、高lは４，商２は５，商３は６にマークすること。

・２列目にはクラスをマークしなさい。Ａ組はｌ、Ｂ組は２．Ｃ組は３にマークすること。

・３列目には男女別をマークしなさい。男は１，女は２にマークすること。

・４，５，６列目には何もマークしてはいけません。IMlH咽は７列目に回答すること。

・マークは枠内にこく肥し、その他のところには落謝きなどしないこと。

回今朝は何時に起きましたか。

①５時半までに起きた

②６時半までに起きた

③７時までに起きｿ：

④８時までに起きた

⑤８時過ぎに起きた

②昨日だけの仕那をやった

③きめられているいつもの仕耶をやらなかった

①仕耶はきめられていないのでしなかった

回昨日、ひとりで勉強しました力、

①しなかった③４時1111以上

②１時間まで

③２時111]まで

④３時１mまで

○４時間まで

回今朝、あなたはひとりで起きましたか。

①ひとりで起きた

②－度だけ起こされた

｡何度も起こしてもらった

回今朝、朝食をとってきましたか。

①いつも食べない

②時間がなかったので、食べて来なかった

③いつもどおり食べた

回今朝学校には何時ごろ来ましたか

①朝の会の30分以上前に剥いた

②朝の会の20分以上前に報いた

｡朝の会の10分以上前に着いた

④始まる少し前に軒いた

⑤遅刻した

回昨日は夕食を何時に食べましたか。

①６時ごろ食べた

②７時ごろ”

③８時ごろ”

④９時ごろ”

⑤９時すぎに”

回昨日は大便をしましたか

①いつもの時IHIにした

②いつもとちがった時間にした

＠しなかった

回昨日は夕食を誰と食べましたか。

①家じゅう皆そろって食べた

②皆そろっていなかったが大人がいた

③大人がいないで子どもだけで食べた

①ひとりで食べた

回昨日はテレビを見ましたか

①凡杠かつた

②見たDliIlHを合わせると１時mまで

③１時Ⅲ以２時間までｉ

①２時川以３時間まで

⑤３時ＩＨＩ以４時１M]まで

⑥４時間以

回昨日は何時に趨ましたか。

①８時までに寝た⑤

②９時までに寝た⑥

③１０時までに寝た⑦

④１１時までに寝た③

12時までに痩土

午前１時までに寝た

午前２時までに寝た

午前２時過ぎに寝た

回昨日、家の仕耶の手伝いをしましたか。

。きめられているいつもの仕耶をやった。

－２２－ 



囮学校は楽しいですか。

①昨日も今日も楽しかった

②昨日は楽しかったが、今日は楽しくなかった

③今日は楽しかったが、昨日は楽しくなかった

④昨日も今日も楽しくなかった

③勉強とその他の活動はしているがスポーツまで
及ばない

④勉強に追われてスポーツやその他の活動を楽し
むゆとりがない

⑤勉強はあまりせずにスポーツやその他の活動に
かたよっている

⑥勉強もスポーツもその他の活動もどれもあまり
やる気がしない

⑲学校以外でならいものをしていますか。

①ならっていない

②週１回ならっている

＠週２回ならっている

④週３回ならっている

⑤週４回ならっている

⑤週４回以上ならっている

国あなたばこの１か月に本（マンガ・雑誌をのぞく）
を何冊読みましたか。

①まったく読まなかった

②１冊読んだ

③２冊”

④３冊〃

⑤４冊〃

⑥５冊以上読んだ

画学校以外でならっているのはどれですか。

①ならっていない

②英・数・国・社・理のうちの教科

③音楽・美術など芸術関係

④①と②の両方 囮あなたは新聞（スポーツ新Illlを除く）を読んでい

ますか。

①毎日読む

②ときどき読む

③ほとんど読まない

④ぜんぜん読んでいない

回自分自身のことや性格について、ひとりで考え

たことがありますか。

①いつも悩んでいる

②ときどき考えることがある

③あまり考えたことがない

④気にしていない 回あなたが新聞記事でいちばんよく読むのはどれで

すか。

①政治・経済・文化面

②社会・投寄・地域面

③家庭・婦人らん

④マンガ・スポーツ・小説

⑤テレビ・ラジオ研組らん

国あな土の悩みを聞いてくれる友達がありますか。

①ある

②いない

③いらない

国学校を卒業してつきたい職業が心の中にありま

すか。

①めざす職業がはっきり決まっている

②はっきりとは決まっていないがいくつかある

③もっと後になってから考えようと思う

④どうせなるようにしかならないので考えてい

ない

⑤つきたい職業がない

○．あなたはいろいろ言ってくれる大人の誰にどうし

てほしいと思いますか。次の国－国のそれぞれに

ついて答えて下さい。

国もっときびしくし①父②母③兄姉

てほしい人④親類⑤先竃⑥先生

⑦その他⑥特になし

国もっとやさしくし

てほしい人

①父②母③兄姉

④親類⑤先亜⑥先生

⑦その他③特になし

国あなたは勉強・スポーツ・その他の活動（趣味・

文化・芸術・社会活動・生徒会・ＨＲの活動など）

の三つのバランスのとれた生活をしていますか。

①勉強もスポーツもその他の活動もまずひとな

みにひととおりやっている

②勉強とスポーツはしているがその他の活動ま

で及ばない。

画もっとめんどうを

みてほしい人

①父②母③兄姉

④親類③先甑⑥先生

⑦その他③特になし

－２３－ 



国もっと自信をもって

導いてほしい人

①父②母③兄姉

④親類⑤先H2⑥先生

⑦その他

①父②母③兄姉

④親類⑤先雅⑥先生

⑦その他③特になし

回もっとかまわない

でいてほしい

①父②母③兄姉

④親噸⑤先簸⑥先生

⑦その他③特になし

図上の111lいのけ1～(力)のうちあなたがいちばんIWiう

のはどれですか。

①ア②イ③ウ④エ⑤オ⑥力⑦どれとも
いえない

回もっと私を信じて

ほしい人

(ikf）「こどもたちのべんきょう、あそび、せいかつ、ねがいはどうなっている」

（大阪子ども調査報告）１９８２．５国際児童年大阪N1A活会ほか鶴。

2．本校生の生活の実態

（１）起床

Ｑ今朝は何時に起きましたか。

①５時半までに起きた。

②６時半までに起きた。

③７時までに起きた。

④８時までに起きた。

⑤８時過ぎに起きた。

大脳の活助は、起床から２時間位しないと高まらないと

いう。ところが本校生は、学校にまにあうギリギリまで家

にいるようである。

（％） 

＜午前７時までに起床している生徒＞ (％） 

大阪府の中学生（中２）、

高校生（高２）とくらべる

と、本校生は女子も起床が

おそい。しかも函大なのは、

高学年になるほど、起床時

刻がおそくなることである。

朝寝ぼう、夜ふかし型が一

般的だといえよう。

2４ 

本校． 擴生 本校・高校生 大阪府・uIHｻtLi二 大阪府・閥 校

Ｑ番号 性別 土 月 火 土 月 火 土 月 火 土 月 火

① 男女 ’２ ’２ ２４ ５６ ７２ ３３ ４３ ３２ ３３ ２１ ３２ 
② 男女 ０９ ２１ ５９ １ ４８ １Ｉ ６１ １ ５７ ７９ ２４ １１ ２５ １１ ６８ １１ １９ １１ ０９ １１ ０９ １１ 
③ 男女 ３２ ３４ ３５ ３３ 銘仙 ７８ １１ ９４ １２ ５０ ３３ 鋼楓 ６２ ３４ ６２ ３４ 幻調 ９７ ２３ 泌躯
④ 男女 ８７ ３３ ５０ ４４ ００ ４４ 釦釦 ０６ ５５ 扣弱 妃弼 佃羽 １７ ４３ 矼調 艶調 １１ ５４ 
⑤ 男女 ８２ ７４ 

１ 

３０ 
１ 1４ 

９ 副７ 昭７ ４１ ５２ ４１ ７２ ７２ ７２ 

本校生 大’ Ｈｉ府

中１ 【|]２ 中３ 高】 商２ 高３ 【l】学生 高校生

土 男女 ５５ ６６ ３６ ５５ ３３ ４６ 
４３ 

５６ ３０ ２２ ５８ １１ ４０ ５６ 
４２ 

６１ 

月 男女
５５ 

８１ ７８ ４２ 
１５ 

５６ 

3８ 

５６ ０９ １２ ０５ ４２ 
５２ 

６０ １９ ４５ 
火 男女 ７３ ５７ 

6２ 

５３ ４３ ２５ ３５ ７４ 
５５ 

４１ ３４ ２３ ５２ ５６ 
４１ 

５８ 



Ｑ今朝はひとりで起きましたか。

①ひとりで起きた。

②１度だけ起こされた。

③何度も起こしてもらった。

朝、ギリギリまで
(96）－－ 

程ていると、どうし

ても起きられない。

そうすると、家の人、

とくに母親が毎朝い

らいらして起こすと

いう傭景が目にうか

ぶようである。

ひとりで起きた生徒

の比率をみると、±

ている。高２，高３

■‘・
■■丘■■■■■Ⅱ■囚■

＜ひとりで起きた生徒の比率は？＞ (%） 

暇日がもっとも低くなっている。高２，高３

の生徒は土lluHに、それぞれ７３％、７７％の

生徒が１何以上起こされている。

大阪府の例に比べても、本校生の起床は全

体としておそいといえよう。

彫
一
臆

(2)笠校

Ｑ今朝学校には何時ごろ来ましたか。

①朝の会の30分前以上に着いた。

②朝の会の20分以上前に着いた。

③朝の会の10分以上前に着いた。

④始まる少し前に着いた。

⑤遅刻した。

朝、ギリギリに起きると、登校はこれまたギリギ

リ。それでも30分以上前に登校する子は、中学生で

は17～32％くらいがあるが、高校生になると微減し

７～12％となってしまう。始まる少し前に登校した

者と遅刻した者の合81.では、ｉlガｌ男子の月畷日に７４

％・高３女子の月０mでは94％となっている。

｢始まる少し前に着いた」「迎刻した」の合計（%）

－２５－ 

本校・中学生 本校・高校生 大阪府･中学生 大阪府･凋佼生

土 月 火 土 月 火 土 月 火 土 月 火

① 男女 ２７ ４４ ５７ ５６ ４４ ４５ ０４ ３４ ２４ ５４ ２９ ６４ ２８ ５４ ６５ ７７ ４０ ５５ ２８ ５４ 
５１ 

５０ 

５４ 

５０ 

③ 男女 ５２ ４４ ３６ ３２ ５０ ３３ ４２ ４４ ８１ ２３ ２５ ２３ ４０ ３４ ７８ １１ 
3０ 

３７ 

３４ 

４０ ３７ ３３ 
３０ 

３７ 

③ 男女
1３ 

１１ 

1２ 

７ 

２１ 

１６ 

2５ 

１２ 

２１ 

２４ 

1７ 

１６ 

1４ 

１２ ７６ 
1５ 

１２ ４２ １１ 
1５ 

１２ 

１５ 

１２ 

中１ 中２ 中３ 商１ 高２ 商３

土 列女 ００ ３５ ２４ ４４ 
５２ 

４７ 

４２ 

５６ ７８ ２４ ３８ ２２ 
月 列女 ５２ ５６ 

6３ 

６１ ８８ ４７ ３９ ５５ ２３ ５４ ０１ ５３ 
火 男女 ２８ ５５ ８３ ３５ 

４３ 

５３ 

６１ 

５５ ５５ ７５ 
５０ 

３３ 

本校．中学生 本校・高 交生

土 月 火 土 月 火

① 男女 ２８ ３２ ７０ １３ ５６ ２２ ０７ 
１ 1０ 

７ 

1２ 

９ 

② 外女
1５ 

２８ 

1５ 

２８ 

２１ 

３３ 

1０ 

１２ 

1６ 

７ 

1８ 

１１ 

③ 叫女
２０ 

１４ ８３ ２２ ２５ ２２ ４８ ２１ 
1０ 

１３ 

1８ 

１２ 

① 列女 ２８ ３２ ８９ ３１ 
３０ 

１６ 

3７ 

５１ 

５３ 

６３ 

4０ 

６１ 

⑤ 男女 ’２ ２一 ２一
２１ 

１２ ９９ 
1２ 

７ 

中１ 【IU２ [lD3 商１ 商２ 商３

土 男女
２０ 

５ 

１１ 

３９ 

6２ 

４７ ７４ ４４ ０７ ５６ ３８ ７７ 
月 男女

２５ 

１４ ６２ ２２ ７２ ６２ ４９ ７５ ３７ ５６ 
６１ 

９４ 

火 男女
1９ １９ 

３７ 

5２ 

１１ 

５６ 

５５ ５０ ２５ 
４１ 

８７ 



(3)排便

Ｑ，昨日は大便をしましたか。

①いつもの時間にした。

②いつもと遮った時間にした。

③しなかった。

知

ﾛ■■■匡五垂■
U■■■回Ｆ印画呵匹■■■■n回回■皿

■囿田ｍｍｍｍｍＩｍｍ田圃E田圃
■回Emmmmmmmm田圃園

くいつもの時間に大便をした＞

･大阪府の子ども ｡本校生
(刑CO 

学年がす■むにつれて、定期的な排便の習慣は大きくなることは、きまった時間に大便をした子

についての大阪府の調査でわかる。また本校でも、男子の場合、金曜日では中１から高lまで、き

まった時間にした者の率は多くなる。高２，高３と低くなるのが気になること、きちんとした排便

の習慣をもつ者の率があまり高くないことなどが問題点であろう。男女差は大きいが、こうした生

理的リズムについては単純に比較できないことは明白である。

－２６－ 

本校・中学生 本校・高校生 大阪府・中学生 大阪府・高校生

金 日 月 金 日 月 金 日 月 金 日 月

① 男女
4８ 

１４ ７９ ３１ ６２ ５１ ９８ ５１ 
４３ 

１９ 

6０ 

２１ 

３９ 

１９ 

３７ 

２１ 

4７ 

２４ ７３ ５３ ４３ ５３ ３８ ６３ 
② 男女 ２２ ３３ ０２ ４３ ９７ １４ 

2１ 

３３ ８９ ３３ ３９ ２３ ３２ ３３ ６８ ３３ ０４ ３３ ６８ ２２ １３ ３３ ２６ ２２ 
③ 男女 ０４ ２５ ３７ ２４ ５０ ２４ 

２１ 

４９ ７９ １３ 
1７ 

４０ 

２７ 

４５ ５７ ２３ ３８ ２３ 
1７ 

３６ ４０ １３ ４３ １３ 

金 日 月

中１ 男女 ５０ ４１ ０９ ４１ 
５２ 

１６ 

中２ 男女 ７８ ４２ ２２ ３２ 姻一

中３ 男女
５２ 

５ ８７ ３１ 
７１ 

２１ 

商１ 男女 ８２ ６２ 加一 ７５ ６１ 
葛２ 男女 ４０ ６１ 

4８ 

３３ ０２ ５３ 
商３ 男女

４５ 

２２ 

5６ 

１９ 

６４ 

１３ 

月 土 日 月

小２ 男女
１９．４ 

１６．２ 

16.6 

12.3 ７２ ●● ８６ 
19.8 

15.7 

小５ 男女
３１ 

２１ ９６ 
２３．１ 

１８．３ 

9.0 

6.7 

３２．６ 

２１．９ 

中２ 男女
３９ 

１９ １３ 
３４．６ 

１９．１ ３６ ●Ｇ ７０ ３２ 
46.6 

24.2 

高２ 男女
５６．６ 

３２．５ ６７ ●● １２ ３２ ８９ ■■ ３２ ５３ 
62.9 

３７．８ 



(4)テレピ

Ｑ，昨ロはテレビを見ましたか。

①兄なかった。

②見た時間を合わせると１時間まで。

③１時間以上、２時間まで。

④２時間以上、３時間まで。

⑤３時間以上、４時間まで。

⑥４時間以上。
くテレビを見なかった＞

（%） (%） 

＜同上・学年別＞
(%） 

テレビづけといわれるように、子どものテレビ長時

間視聴が問題だといわれる。しかし、本校生の視穂時

間は大阪府の中・商生よりもや迅少ないし、また、ま

ったく見なかった子もウィークデーには若干いる（金

剛日では、中】でﾘ)１人、女が３人、中２で男７人、

女６人など）。

全体としては、学年がすすむにつれて視臆時間はへ

る伽向にあるといってよい。ただし、のちにみるよう

に、それが勉強時'111となっているかどうかは別問題で

ある。

-２７－ 

本校・中学生 本校・高校生 大阪府・中学生 大阪府・高校生

金 日 月 金 日 月 金 日 月 金 日 ｊｌ 

① 男女 ０３ ２２ ５一
８ 

1１ 

1４ 

１６ ５７ 
1５ 

１８ 

７ 

1０ ５５ ７８ ７７ 
1５ 

１７ 

９ 

１１ 

② 男女 ５２ ２３ 
1７ 

１４ 

１９ 

３５ 

４１ 

４６ 

1７ 

３０ ２２ ２４ 
２１ 

２６ 

1４ 

１７ 

２１ 

２５ 

2１ 

２３ ３５ ２２ ４６ ２２ 
③ 男女 ０３ ３３ ８５ １３ ２０ ２３ 

1９ 

２５ ３０ ３３ 
3２ 

２３ ８２ ２３ １６ ２２ ８２ ２３ ０５ ３３ ５６ ２２ １３ ３３ 
④ 男女

1８ 

１１ ０８ ３２ 
２１ 

２１ 

1７ 

９ ２０ ２２ 
２２ 

７ ４０ ２２ ４５ ２２ 
２５ 

２１ ３３ ２２ 
1２ 

１２ 

2０ 

２１ 

⑤ 男女 ７－ 
1３ 

１２ 

1７ 

４ ８５ 
1４ 

７ ３９ ０６ 
１ 1６ 

１３ 

1０ 

９ 

1０ 

８ 

1８ 

１２ ９６ 
⑥ 男女 ’２ 

1７ 

１１ 

1３ 

９６ ７２ 
1１ 

５ 

２１ 

１４ 

1０ 

６ 

10 

４ ８８ ８３ 

本校生

金 日 月

中１ 外女
５ 

1５ 

１０ 

１１ 

中２ 男女 ７３ ３３ ５一 ０６ １１ 
中３ 男女

1９ 

２１ 

1０ 

５５ 
高１ 男女

１］ 

３３ 

１１ 

６ 

１１ 

２０ 

高２ 男女
1４ 

５ ５５ ５７ １２ 
高３

ﾘ） 

女

1８ 

１１ 1３ 旧一

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

中１ 男女 ５８ ３７ ２２ ３０ ２４ 
２５ 

１７ 

1３ 

５ 

1１ 

３ 

中２ 男女
１７ 

１６ ０５ ２２ ５９ ２２ ２８ ２１ ７５ ８５ 
中３ 男女

１１ 

９ ７９ １２ ２９ ２２ ２５ ２２ ７５ 
１ 1０ 

４ 

商１ 男女
１１ 

２０ ０５ ２３ 
２１ 

２７ 

2９ 

１】

1１ 

４ ９４ 
高２ 男女

1１ 

１３ ５９ ２３ ２２ ３２ ６６ １１ 
1０ 

８ ６３ 
高３ 男女 ３８ 

１ 

５５ ３４ ９９ ２２ 
1８ 

８ 

５ 

１０ 



強5）勉

中商生に勉強を習慣化させることの大切さは云

うまでもないことであろう。しかし、本校の中学

生も商校生も、そうした習慣がついていない子が

多いのではなかろうか。勉強をしなかった子の比

率は、中２～尚】まで、

非常に高い。もちろん、

２学期の期末考澁が終っ

てすぐのアンケートであ

ったことは割引いて考え

なければならないとして

も、この数字の意味する

ものは重大である。中Ｉ

では、小学校からの続き

で勉強の習慣があるが、

中２．中３．商１と勉強

する習佃がうすくなって

ゆき、商２から勉強する

子としない子がわかれて

しまい、商３の受験生活

に入るという形になって

いる。大阪府の例をみる

と、４時間以上勉

＜昨日ひとりで勉強しなかった＞

。大阪府の例

強する子が中学生

で２～３判、商校

で３～４別いるが、

本校では中学では

Ｏ～３％、高校で

はやっとｌ～２割

というところであ

る。

もし、以上のこ

とが一般的である

とすると、６年一貰教行は中学～高校低学年にかけて勉強の習慣を

つけず、遊びぐせをつけてしまい、高校２．３年になって、受験に

あわてるという状態を生みだしてはいないか。それが高校生の輔神

的不安定を生んではいないのか。

受験勉強に長い時間をかけることだけが良いことではないが、低学年からの勉強の習個をつけ

ておくことの大切さはどれほど強調しても強調しすぎることはないであろう。

－２８－ 

本校・中fit生 本校・高校生 大阪府･【１２学生 大阪府･高校生

金 日 月 金 日 月 金 日 月 金 日 月

① 男女
３０ 

３２ ２２ ３３ 
４１ 

２６ 

１１ 

１８ 

２２ 

１３ ５６ ２２ 
１３ 

１４ ４４ １１ 
１５ 

１４ 

1２ 

１８ 

１１ 

１３ ４９ １１ 
② 男女 ７４ ３４ ００ ３３ ０９ ３４ 

1７ 

１４ 

７ 

1９ ８３ １２ 
２０ 

１９ ６６ １１ 
１９ 

２１ 

1７ 

２２ 

１３ 

２１ ８２ １２ 
③ 男女

２３ 

１９ 

1８ 

２１ 

１４ 

２１ 

２１ 

２５ 

1７ 

３３ 

1８ 

２３ 

２０ 

１８ 

1５ 

１５ 

２０ 

１０ 

1３ 

１６ 

1４ 

１７ 

1７ 

１９ 

④ 男女 ０５ 
１ 1２ 

１１ ８４ 
1９ 

２１ 

1９ 

１１ 

１５ 

１４ 

９ 

1２ 

８ 

1０ ００ ５４ ７７ ８７ 
⑤ 男女 一 ７５ ２一

1７ 

１１ ５４ 
1３ 

７ 

９ 

1１ 

1４ 

１６ １３ ５３ ７５ ５３ 
⑥ 男女 ２２ ３－ 

1４ 

１２ ９０ ２２ ０７ 
１ 

０５ ３２ ２９ ３２ 
２５ 

２１ ９８ ４３ ７７ ４３ ９９ ３２ 

金 日 ）１ 

中１ 男女
1５ 

２０ 

1０ 

１０ 

2９ 

５ 

中２ 男女
4２ 

４４ 

４７ 

３３ ２２ ５３ 
中３ 男女 ３２ ３３ ８６ ３５ 

4３ 

４２ 

高】 男女 ’２ 
1６ 

１８ 

4４ 

３５ 

筒２ 男女 ３９ ２２ 
４８ 

１９ ５７ ２２ 
高３ 男女

９ 

】１

９ 

1３ 

金 土 口 月

小２ 男女
1９．２ 

１５．３ 

33.1 

24.3 

４６．０ 

４０．３ 

２０．６ 

１５．５ 

小５ 男女
17.2 

9.1 

26.6 

28.1 

３１．９ 

１８．４ 

１５．２ 

9.4 

中２ 男女 ５０ ●● ９５ ２２ 
33.9 

28.7 ７８ １８ ３２ 
２５．２ 

２１．３ 

高２ 男女
48.6 

37.8 

55.9 

56.3 

４６．９ 

３６．９ ５９ ■■ ８８ ３２ 



熟がよいなどならいものにつ

いてみると、男子では４～５割

が習っていない。女子ではピア

ノなどが加わり、率がひくくな

っている。週３回以上の子も10

～28％いる。

くならいもの＞について
(％） 

、囚瓦四ｍ田口田、囚、固
■囮塵輌■ＥｍＦＨ歴nｍｍ■団E団田切■田同■E田圃

、、■BｍｍｍｍＢｎ

(6)就寝

Ｑ、昨日は何時に寝ましたか。

①８時までに寝た。

②９時までに寝た。

③１０時までに寝た。

④１１時までに寝た。

⑤１２時までに寝た。

⑥午前１時までに寝た。

⑦午前２時までに寝た。

③午前２時までに寝た。

さきにふれたように、本校生の特徴は、朝寝ぼう夜ふか

し型で、あまり勉強しないところにある。では、夜は何時

ごろ寝ているのだろうか。

表によると、中学生にあっては12時頃に寝るのがもっと

も多く、高校生では午前１時頃に洩るのがもっとも多い。

午前１時をすぎて寝る子は、中１ではほとんどいないが、

学年がすすむにつれて多くなり、周３で最大となっている。

いったい何をし

ているのだろう。

高２・商３をのぞ

いて勉強はあまり

せず、テレビもそ

う長時間見ている

わけではない。そ

うすると、ラジオ

・テープを聞くな

どがさしずめ考え

られるわけだが、

なんとも遅い。こ

れでは朝ひとりで

起きられないのは

当然だろう。大阪

府の商２と比較し

てみると、月曜の

男子をのぞいて本

校生の方が夜は遅

い。中学生ではあ

まり差はみられな

い（中２の月醗・

男子24％が気にな

るが）。

時をすぎて寝る生徒の比率＞く午前１

，Ｑ 

ＩＴＩ 
男子に無答１中２

2９ 

中１ 中２ [I】３ 筋１ 商２ IＨｉ３ 

男 女 男 女 男 女 ﾘリ 女 男 女 ﾘ） 女

ならっていない 3９ 2３ 5３ ７ 2４ 2５ 3６ 2２ 4３ 2５ 3９ 2７ 

迎３回以上 2１ 1５ 1０ 2８ 1２ 2４ ９ 1９ 1１ 1９ 1７ 1６ 

本校・中学生 本校・高校生

金 日 月 金 日 月

① 男女 ２２ ２－ ２２ ３２ ７－ 

② 男女 ２－ ２２ ６－ ２一 －２ ２’ 

③ 男女
1２ 

１２ 

１０ 

４ ５一 ２２ ３２ 
④ 男女 ８８ ２２ 

1８ 

２１ ２３ ２３ 
1１ 

５ 

1０ 

７ 

1２ 

１４ 

⑤ 男女 ００ ３４ ５７ ４４ ７９ ２３ 
２１ 

２６ 

2２ 

１９ ５３ ２３ 
⑥ 男女

2２ 

１４ 

1７ 

２３ 

2５ 

２３ ９５ ２３ ３６ ３２ ８２ ２３ 
⑦ 男女 ３２ ３一 ６４ 

1９ 

９ 

1６ 

１９ 

１２ 

１１ 

③ 男女 ２４ ３２ ６２ 
1７ 

２３ 

１４ 

２４ 

1２ 

１９ 

金 日 月

｢|】１ 男女 ５一 ５－ 

中２ 男女 ５６ ５６ 
２４ 

中３ 男女
1０ 

１０ ５一
１０ 

１６ 

厨１ 男女
２１ 

５５ ２７ ２４ 
2３ 

１５ 

周２ 男女
２３ 

１５ ４４ ２２ 
1０ 

１９ 

衝３ 男女 ４８ ６２ ５２ ４６ ７７ ３２ 
大阪府

･中２ 男女 ８７ ７７ ６８ 
大阪府

間２ 男女
１６ 

Ｍ 

1９ 

１４ 

1６ 

１３ 



(7)食事

く朝食＞

Ｑ、今朝、朝食をとってきましたか。

①いつも食べない。

＠時間がなかったので食べてこなかった。

③いつもどおり食べた。

本校生の大部分は．朝食をしっかりとっている。気になるのは、朝食をいつも食べない３～８％

の子である（実数にすると、２～５人）。時間がないので食べなかった生徒もそれほど多いとはい

えないだろう。

これは、それなりに家庭がしっかりしているからだと思われる。

＜夕食＞

Ｑ，昨日は夕食を何時に食べ

ましたか。

①６時ごろ食べた。

②７時ごろ食べた。

③８時ごろ食べた。

④９時ごろ食べた。

⑤９時すぎに食べた。

|万,231 
２４ 

２４ 一
兜
兜
一

｜師鋼一
ｒ
Ｉ
Ｉ
１
－
－
－
－
－
－
－
．
 ｜
傭１ 

１２１ 

１
 

円
．

厄

Ｑ，昨日は夕食を雄と食べま

したか。

①うちじゅう侍んなそ

ろって食べた。

②皆んなそろっていな

かったが大人がいた。

③大人がいないできょ

うだいだけで食べた。

④ひとりで食べた。

２５ 

２８１ 

一塊印一

|j： ’
５
５
 

-３０－ 

本校・中学生 本校・獅佼生

土 月 火 土 月 火

① 男女 ７一 ３７ ８一 ８５ ７７ ７７ 
② 男女 ７２ ５一 ２７ ２９ ３７ ７４ 
③ 男女 ７８ ８９ ２３ ９９ ０３ ９９ ０６ ９８ ０５ ９８ ７８ ８８ 

本校。【I]学毯 本校・高校生 >付581\･[匡診生 zAJU流･商佼生

金 日 月 金 日 月 金 日 月 金 日 月

① 男女 ０３ ２２ ５８ １２ １８ ２１ ０６ ３２ 配銘 ２８ ２１ 調鈍 ３６ ３３ ３４ ３３ ４４ ２２ ７１ ２３ ５６ ２２ 
② 男女 ８３ ５５ ７３ ６５ ２３ ５６ ９７ ４４ ７２ ５５ ７９ ５３ ４３ ４４ ９６ ４４ ６５ ４４ ８２ ４５ 幻妬 ０２ ５５ 
③ 男女 皿皿 ５６ １１ ４２ １Ｉ ６２ １１ ７７ １１ ２０ １３ ４５ １１ ３４ １１ ３４ １１ ８８ １１ ６７ １１ ５７ １１ 
④ 男女 ７一 ３４ ３５ ２５ ’２ ５４ ３３ ２２ ３２ ４３ ４４ ４３ 
⑤ 男女 ３４ ６２ ’７ ３’ ２７ ４４ ２２ ４３ ６３ ６２ ５２ 

本校・中学生 本校・高校生 大筋Uｲﾁ･４J学生 ﾌﾞdWz府･高校生

金 日 1１ 金 日 月 金 日 月 金 日 月

① 男女 ０１ ３２ ７７ ６６ 犯鋤 ６７ １３ 刷闘 ５８ ２２ 狐偲 ３７ ６６ ７７ ４４ ７８ ３３ ２７ ５５ １２ ４４ 
② 男女

４８‘２８ 

6３１２５ ８３ ４５ ６２ ５４ ９７ １１ ５７ ４４ 鋼妬 ４１ ２２ ０３ ３３ １２ ３４ 配鋼 湖調
③ 男女 ０９ 

１ 

３４ ６２ ３５ ’７ ２４ ７８ ５５ ７８ ５６ ５４ ６６ 
④ 男女 ２７ 

１ 

２４ ４２ １１ １４ ２１ 
1６ 

１１ ２１ ２２ ６３ １１ ７６ 
1５ 

１１ ６４ ２１ ０３ ２１ ３４ ２１ 



では、夕食はどうか。最近、夕食をひとりで食べる子がふえているといわれる。本校では、夕食

の時刻もほぎ安定しており、大方の子は７時ごろまでに夕食をすましている。ひとりで食べた子が

高校になってふえるのが気になるが、さほどのことはないであろう。大阪府の例と比較すると、日

曜をのぞいて、家中そろって食べるのが少ない。父親の仕事の忙しさを反映しているのであろう。

日曜日の夕食を家族そろって食べているのも興味ぶかい。

(８１家の手伝い

家の仕事をどれだけ生

徒は手伝っているのだろ

うか。サラリーマン家庭

では、子どもの仕事がほ

とんどなくなり、女子の

料理など台所仕事の手伝

いをのぞけば、仕事をき

めることも容易でない状

況にある。中１より高１

までは、お手伝いをした

子の比率はほぼ４～７別

あるが、商２・高３とな

るとがたんとさがり、と

くに男子にいちじるしく

なる。lＰ 
また、上にのべたことから「仕蛎がきめ

られていない子』も多く、その率も学年を

おうにしたがって大きくなっている。

＜お手伝いをした＞＜仕乎がきめられてい

ないのでしなかった＞

(％） 

( 
－３１－ 

本校・中学生

金 日 月

本校.,蒟校生

金 日 月

大阪府･中学生

金 日 凡

大阪府･商校生

金 日 月

① 男女 ０７ ３３ 
1３ 

４２ 

１６ 

４６ 

1３ 

３２ 

９ 

3９ 

1５ 

４２ ２３ ２４ ０４ ２４ 
２１ 

４６ ６６ １４ ５４ １４ 
１５ 

４６ 

② 男女
１８ 

２１ ５５ ３３ 
１４ 

１４ 

５ 

２５ 

３９ 

１９ 

１１ 

２１ ６６ １１ 
１４ 

２４ 

１３ 

１８ 

８ 

1８ 

1６ 

２６ 

９ 

1７ 

③ 男女 ８９ －２ 
1０ 

７ ３２ ２６ ５７ ４７ ８８ ７７ ２５ ５８ ４８ 
④ 男女

４３ 

３３ 

5２ 

２１ ９３ ５３ ６２ ７４ ７７ ５３ 
6８ 

２８ ９２ ５３ 
5２ 

２３ ６７ ５２ 
7３ 

３０ 

６２ 

２１ ０８ ７２ 

大阪府の例

＜お』 当伝いをやった＞（%Ｉ

｜金 土 日 月

小２
男

女

'３９．７ 
'５５ ３ 

３６．１ 

53.7 

35.0 

５１．４ 

34.8 

51.5 

小５
男

女

'４２ 
'６５ 

３ 

９ 

４５．１ 

７１．５ 

44.0 

69.6 

43.3 

65.7 

中２
男

女

'３４ 
'５９ 

７ 

２ 

３６．４ 

６６．５ 

386 

67.4 

34.4 

63.7 

高２
男

女

'２４ 
６４ 

0 

４ 

２７．１ 

６８．０ 

30.9 

69.8 

2４．２ 

62.9 

＜お手伝いをやらなかった＞（%）

｜金 土 日 月

小２
男

女

'５９４ 
'４４．３ 

６３．１ 

４５．５ 

６３７ 

４７．５ 

64.3 

47.7 

小５
男

女

'５６．７ 
'３３．４ 

５４．２ 

２７．８ 

５４．８ 

２９．７ 

５５．４ 

３３．０ 

中２
男’
女

'６２．７ 
39.2 

61.7 

３２．３ 

５９．２ 

３ＬＯ 

６３．２ 

３４．３ 

商２
男

女

7４．３ 

'３４．６ 

71.6 

３１．２ 

67.4 

28.7 

７４．５ 

36.0 

金 日 月 |金 日 月

中1 男女
5０ 

６０ ０６ ６７ ９３ ２６ |:： 
4０ 

１９ ２２ ５３ 
中２ 男女 ８６ ５５ ７８ ４７ ９８ ２４ lｉｉ ３２ ５２ 

７１ 

４２ 

中３ 男女 ８８ ３５ ９８ ３７ ６９ ３６ |:； ２２ ６２ ２６ ５２ 
商１ 男女 ８８ ４５ 

５３ 

７１ ５５ ４５ |:： ２４ ４２ ４０ ４３ 
筒２ 男女

2７ 

６１ ９２ ２５ ５７ ２７ |】；
７１ 

４３ ５８ ７１ 
高３ 男女 ８８ ２４ 

４５ 

５０ 

1４ 

５２ '1： ６４ ５４ 
８２ 

４０ 



3．本校生の意職

（１）学校生活について
〈本校生〉 (％） 

露
、学校生活は楽

者の数である。」

震
〈
大
阪
府
〉

中１から筒１までは、学校生活は楽しいと答える生徒が多い。気になるのは．昨日も今日も楽

しくなかったと答えた者の数である。男子では、中ｌから満１まで、１０人、１３人、１４人、７人が

こう答えている。もちろん、楽しいといっても中味はさまざまではあるが。局３になると、楽し

くない数は激１１Wしてゆくが、荷２は大阪府と比較して非常に低い。

(2)進路について
e6１ 

Ｑ・学校を卒業して就きたい融業が心の中にあ

ります力も

①めざす騒業がはっきり決まっている。

②まだはっきりとはきまっていないがい

くつかある。

③もう少し後になってから考えようと思

っている。

④どうせなるようにしかならないので考

えていない。

⑤つきたい職業がない。

｜野刻一刻Ⅲ列「剛Ⅲ列「判引当卿訓刻「洲引当

無答男1

無答ﾘ)１

勉強は、自分の進路と不可分である。本校生の

進路についての自覚はかなり高いといえそうであ

る。めざす職業をはっきりもつ者といくつか考え

ている者の合計は、中１で男72％、女72％・中２

で男73％、女73％･中３で67％、女75％・高ｌ男

無答男１

で男73％、女73％･中３で67％、女75％・高ｌ男79％、女76％･高２男70％、女74％･商３男７８

％・大阪府の高２の男64％、女73％・男はやＬ高い。「なるようにしかならない、つきたい職業

がない」子は、大阪府の商２の男９％、女６％･本校と大同小異の数字である。

－３２－ 

① ② ③ ④ 

中１ 男女 ９７ ６７ ５７ 
1０ 

１２ 

1６ 

５ 

中２ 男女
6１ 

７６ ７４ 
1０ 

７ 

２２ 

１３ 

中３ 男女 ３０ ６７ 
１０ 

１６ ５５ 
２２ 

９ 

商１ 男女 ５３ ７７ 
1１ 

９ ２５ 
1３ 

９ 

高２ 男女 ７２ ５７ ８３ 
１１ 

６ 

2１ 

１６ 

周３ 男女
４７ 

５９ ３８ ６４ ４２ ４２ 

① ② ③ ④ 

小２
ﾘＩ 

女

65.6 

73.7 

1４６ 

12.8 

7.9 

7.0 

1１．７ 

６ ４ 

小５
ﾘ） 

女

63.8 

72.1 

14.0 

10.6 

1０．６ 

9.5 

1０ 

７ 

９ 

６ 

中２
ﾘ） 

女

6６．９ 

72.6 

8.7 

6.2 

5.9 

5.9 

１６ 

1３ 

７ 

７ 

商２
ﾘ! 

女

'５０．５ 
'６３」

6.0 

5.2 

5.5 

6.1 

３４ 

２２ 

８ 

５ 

① ② ③ ④ ⑤ 

【１２１ 男女
２１ 

１５ 

5１ 

５７ 

２１ 

２５ ５２ －２ 
[I】２ 男女

2０ 

１８ ３６ ５５ 
１７ 

２０ ７４ ３２ 
中３ 男女

1９ 

２１ ８４ ４５ ２０ ２２ ３２ ８４ 
尚’ 男女

1６ 

９ ３７ ６６ 
1４ 

１６ ５２ ２５ 
商２ 男女 ７２ ２２ 

４３ 

５２ 

１７ 

２２ ５２ ６３ 
商３ 男女 ５４ ２２ ３４ ５５ 

1２ 

１５ ５４ ５４ 



(3)一日の生活のバランス

Ｑあなたは勉強・スポーツ・その他の活動

（趣味文化・芸術・社会活動・生徒会、

ＨＲ活動など）の三つのバランスのとれた

生活をしていますか。つぎのどれですか。

①勉強もスポーツもその他の活動もまず

人並にひととおりやっている。

②勉強とスポーツはしているがその他の

活動まで及ばない。

③勉強とその他の活動はしているがスポ

ーツまで及ばない。

④勉強に追われてスポーツやその他の活

動を楽しむゆとりがない。

⑤勉強はあまりせずにスポーツやその他

の活､力にかたよっている。

⑥勉強もスポーツもその他の活動もどれ

もあまりやる気がしない。

<本校生〉 (刑

＜大阪府＞
実際にどうであるかは別にして、生

徒が自分の１日の生活をバランスある

ものと考えているかどうかを聞いたの

がこの質問である。これを整理してみ

ると下の表のようになる。３つの活動

がバランスをもっていると考えている

のは、中学生に高く、高校になると減

少する。勉強だけにおわれるのは高３

になってである。全体として、本校生

(” 

中２

留閉謡亜…面面
高２

の回答にはゆとりが感じられ

る。質問の①～③、つまり、

勉強とスポーツ、その他の活

動の２つ以上がバランスをもっ

ていると考える者は、中学生で

男子55％、女子59％、高校生

で男50％、女40％であって、

大阪府の例よりかなり高い。

6年一貫の長所であろうが、こ

れを生かしながら、しっかり勉

強させることが必要であろう。

配
一
Ｗ
｜
胡
一

＜どれもやる気がしない＞ （）内は％
「どれもやる気がしない」子は、上の

表の通り。次第にふえて、高３で受験が

あるからすこし減少する。これらの子が

最大の問題であろう。

－３３－ 

① ② ③ ④ ｡ ⑥ 

中１ 男女 ９３ ３３ 
1３ 

１２ 

８ 

１０ ５－ ８０ ２４ ７５ 
中２ 男女 １９ ３２ ８９ 

７ 

２２ ５’ ６３ ３３ ４７ 
１ 

中３ 男女 ９７ ２２ 
８ 

1１ 

２１ 

２１ ５’ ７３ ２２ 
１１ 

１６ 

高１ 男女 ９０ ２２ ８９ 
１ １３ 

２０ ５２ ２７ ３２ ４２ ２ 

高２ 男女 ２３ ３２ ６５ ２２ ２２ ５３ ４７ ２２ ０９ １１ 
商３ 男女 １６ ２１ 

1３ 

１０ ００ １１ ４９ ２２ 
1５ 

１２ ８０ １２ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

男 24.8 9.7 10.2 1.7 45.0 6.8 

女 22.8 8.8 1３．３ 1.7 4３．８ 8.8 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

男 22.4 7.3 10.0 2.8 38.1 1７．６ 

女 20.1 5.9 1９．２ 1.2 30.0 21.4 

中学生

男 女

高校生

男 女

>ldWO向f･４．２

男 女

大阪府高Ｉ

男 女
備考

勉強とスポーツとその

他の活動バランスあり
3３ 3０ 2７ 2０ 2５ 2３ 2２ 2０ 質問①

勉強とスポーツ又はそ

の他の活動の２つ
2２ 2９ 2３ 2０ 2０ 2２ 1７ 2５ ②と③

スポーツ・その他の活

動にかたよる
3０ 3２ 2３ 2３ 4５ 4４ 3８ 3０ ⑤ 

勉強のみ ５ 1２ 1０ ２ ２ ３ ④ 

(％） 

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

男女
4人（７）

３（５） 

8人(14）

４（７） 

7人(111

９（161 

2人（4１

１２（22） 

6人(10）

1２（19） 

11人(18）

1０（20） 



(4)読書と新聞

(殉

Ｑ、あなたはこのlか月に本（マンガ、雑誌を

のぞく）を何冊銃みましたか。

①まったく銃まなかった。

②１冊銃ん踵

③２冊謎んだ。

④３冊蕊んだ。

⑤４冊読んだ。

⑥５冊以上読んだ。

1人

1人

1人

人
人

１
１
 

中学・高校時代は乱読の時代などといわれたのは昔がたり。わずか1冊読んだ子とまったく読ま

なかった子を加えると、中２で59％脚、４６％(女kiKH2で61％UB)、６１％(女)となる。学年をおうにした

がって読まなくなる。図将館の本だけでなく、そもそも、読む子が少ないのだ。これでは頭の栄療

が欠如するのは当然であろう。

(％） 

Ｑ，あなたは新Ⅲl(スポーツ新冊を除く）を

読んでいますか。

①毎日謎む

②ときどき鮠む

③ほとんど錠まない

④ぜんぜん謎んでいない

！ 
|:’ 

Ｑ、あなたが新IlH3e1lIでいちばん多く読む

のはどれですか。

①政治・経済・文化面

②社会・投窃・地域面

③家庭・蝿入らん

④マンガ・スポーツ・小説らん

⑤テレビ・ラジオ稀組らん

ｉ￣￣ 

'８４１ 

u7１ 
８１ 

７２ 

●
‐
‐
‐
１
－
‐
‐
 

｜句ＪｐＵ

三
２

７７ 

７３ 

中学でＩＮＩ呑男２人女1人中学で無呑リ)６人女２人
高校で〃卯3人高校で”リ)４人女１人

さすがに新'１１１は、学年が上になるほど毎日読むようである。しかし、それだけでは安心できない。

どこをいちばん多く読むか。中学生にテレビ・ラジオらん、マンガ・スポーツ・小説らんを読むの

が多い(中１で男69％、女75％、中２で男68％、女69％、中３男57％、女60％)のは当然かもしれな

い。しかし、高校生になっても、いちばん多く読むのは同じところというのは問題であろう。周３

の男子で、はじめて政治・経済・文化面が第一位35％となるのが、救いといえば救いであろう。

－３４－ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

中１ 男女
３１ 

２０ ３３ ２２ ３８ 
1３ 

１８ ３２ 
１５ 

１８ 

中２ 男女 ４４ ３２ ５２ ２２ ４１ 
５ 

１６ ２４ 
1９ 

２４ 

中３ 男女
３０ 

２７ ５２ ２２ ４９ 
１１ 

９ ３９ 
1９ 

２１ 

高Ｉ 男女
３２ 

３５ ９０ ２２ 
２１ 

１６ 

９ 

1８ －２ ７９ 
商２ 男女 ７６ ３３ ５５ ２２ 

1３ 

１３ ６６ 
５ 

９ ４９ 
筒３ 男女

４２ 

５１ 

1５ 

２４ 

１５ 1１ 

６ ３４ 
１１ 

１４ 

新IIIlを読むか どこを謎むか

① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ 

中１ 男女 １２ ６５ ０７ ３３ ７０ １ ３２ ３７ 
１ 

５７ １１ －２ ３０ ２１ ６５ ４６ 
中２ 男女 ６３ ５５ 泌銘 ７５ ０４ 

１ 

８７ ００ ２２ －４ ２６ ３１ 鋼釦
中３ 男女 ３２ ８５ 

1１ 

２５ ２８ １ ３４ ４７ 
１ 

５８ ２１ ’２ 
1７ 

１１ ０９ ４５ 
周１ 男女 ４７ ８４ ３６ １３ ４５ １ －２ 

2１ 

４ 

１１ 

２５ －７ ４３ ３１ ２１ ３５ 
高２ 男女 －２ ８７ 

1１ 

２０ ３８ ２－ ７４ ２１ ６４ １１ ’２ ２０ ２２ ２０ ３５ 
商３ 男女 ７３ ７７ ５０ １２ ３４ ２２ ５４ ３２ ００ １２ ’２ ２８ 

３ 

１３ ２４ 



(5)悩みと友たち

Ｑ・自分自身のことや性格について、ひとりで

考えたことがありますか。

①いつも悩んでいる。

②ときどき考えることがある。

③あまり考えたことがない。

①気にしていない･

(961 

中学・高校時代は、悩みの

多い時代である。それらの悩

みは、すべて「自分自身のこ

とや性格」についての悩みと

なってあらわれるであろう。

本校生の特色は、こうした

悩みが早期にあらわれること

である。本校の中学生の男子

の73％、女子の87％がいつも

悩んでいるか、ときどき悩ん

でいる。これは大阪府の中２

にくらべ、やＥ高い数値であ

る（男子46％、女子77％)。

今回のアンケート項目には

なかったが、こうした生徒た

ちの悩みの股大の相談相手は

友だちである。悩みを聞いて

くれる友だちがあると答えた

者は、中１男で49％、女で８３

％、高lで56％(男)、８０％

（女)となっている。

注目すべきは、男女差であ

って、本校の場合も大阪府の

例でも、女子に悩みが多く、

．
．
‐
Ｉ
●
 

男
女

「
１
１

男Ｉ鈎一
‐
１
１
』

男
女
雰
刻

（）内は9６

友だちが求められている点がきわだっている。とくに悩みをⅢいてくれる友だちがあると答えた者

は、どの学年でも男子よりも女子が高く、反対に、友だちはいらないと答えた者は男子の方が圧倒

的に高い比率となっている。

－３５－ 

自分のこと4PI2t格について悩みをIIBいてくれる友

① ② ③ ④ ① ② ③ 

本校・中学生 男女
1６ 

２３ ７４ ５６ 
1６ 

６ 

１１ 

７ ０１ ５８ 
２３ 

１３ 

2６ 

６ 

本校・高校生 男女
2２ 

３７ ０４ ６５ 
1１ 

７ ７２ ５０ ５８ 
1８ 

１０ 

2６ 

９ 

大阪府・中２ 男女
６ 

1２ ２５ ４６ 
２９ 

６ ３７ 
２ 4９ 

８４ 

２７ 

１１ 

２２ 

４ 

いつも悩んでいる 友だちがある 友だちはいらない

中１ 男女
６人（10）

５（８） 

３０人（49）

５５（83） 

１５人（25）

２（３） 

中２ 男女
９（15） 

１５（27） 

２７（46） 

４３（78） 

１８（31） 

３（５） 

中３ 男女
１４（22） 

１９（34） 

３５（56） 

４５（80） 

１５（24） 

６（11） 

高１ 男女
５（９） 

１３（24） 

３５（63） 

５０（91） 

１５（27） 

２（４） 

高２ 男女
１８（29） 

２３（36） 

３５（56） 

５２（81） 

１１（17） 

４（６） 

高３ 男女
１７（27） 

２６（53） 

２９（47） 

３３（67） 

２１（34） 

９（18） 



大人への願い

Ｑ、Ａあなたにいろいろ言ってくれる大人の誰にどうしてほしいと思いますか。
次のアーカのそれぞれについて答えて下さい。

Ｉｧ,もっときびしくしてほしい人｛凝鎚2ｻﾞぞlij瀞風綴し…

Ｉｲ,もっとやさしくして隠しい人｛鏡生zｻﾞぞ躯鰯8蝋し5錘

，ｳ,もつとめんど…てほしい人{凝生凰脇偲鰄&職し5先霞

停,もっと…ないで'鼠しい人｛鏡生2:そ鋸疏8#翻し5先繼

隊,もっとわたしを億じてほしい人(謹鑓２，ぞ鍋鰄凰鰡し…

，力,Aｽと自信をもって導いてほし{凝生2ｻﾞぞ;瀞8綴lWL…
Ｂ上のアーカのうちあなたがいちばん強くIijiうのはどれですか。

１.ア２．イ３．ウ４．ェ５．オ６．力７.どれともいえない

(､;） 

！ 

3６ 

きびしくしてほしい人 やさしくしてほしい人 めんどうをみてほしい人

特になし １位 ２位 綿こなし １位 ２位 特になし １位 ２位

中１
ｿｊ 

女 ２２ ７８ 
その他７

先生８

先生７

父５ ４８ ５４ 
父１０

先蔽１７
雛’0
母１７ ９３ ６６ 

父母･先L１

先hｌｌ１５

･その他７

先生７

中２ 男女 ５０ ７８ 
先生７

父７

総俺５
先生５

５１ 

６４ 

父１７

母１５
戦’４
堀１７

７３ 

６２ 

父.
先生

７ 

母1３

母５

先箪９

中３ 男女
７１ 

７７ 

父１３

父９

先生６

先泄９

7１ 

６４ 

母８

母１３ 鑓包把
-■ 

iIh 
６ 

§６ ５４ ６６ 
先生１１

父１１

母８

先生９

商１ 男女 ０５ ８７ 父父 １１ 先生11

７９ 

７１ 

父７

母11

その他７

その他７

８２ 

６９ 

先生５

先生９

商２
ﾘｊ 

女 ０７ ７６ 父父 ７１ 
先生

先生

８ 

1１ 

７６ 

６１ 

その他10

その他1３

父６

父母１１ ３９ ７６ 
先生１４

父11 先生８

高３ 男女 ２６ ８７ 父父 ３１ 
先生

先生

５ 

1１ 

７９ 

７１ 

その他７

父１０

母６

その他６

８４ 

７１ 

先生８

父１２

父５

先生８

かまわないでほしい人 私を信じてほしい人 もっと自信をもってほしＷｋ

綿こなし 1位 ２位 特になし １位 ２位 掬こなし １位 ２位

中１ 男女 ４３ ４５ 
録２３

母１８

その他７

蝿'0 ６８ ３４ 
母２３

母２８

そのIIn20

そのＩｈ７

５７ 

４７ 

鑓ｋ

先312

1５ 

２２ 
駐ih7
母ＩＣ

中２ 川女 ４５ ４３ 
母２０

父２２

先d三

母 ４８ 
５９ 

４９ 

先生１２

母1６

その(山

父 ０１ 
６１ 

６９ 

jIb生

先難

1５ 

９ 

母

その他

８ 

９ 

中３ 男女
３０ 

４１ 

先生２４

父･母20

母

先生 ７４ ９５ ４５ 
母１６

母２０
jiPili＆ 
先生 ３８ 

６２ 

５９ 

先4k

先生

1７． 

1３ 

父

その他

５ 

７ 

高Ｉ 男女
６１ 

３８ 

母11

父２２

父９

母１６ ７７ ５４ 
母１４

母３３

その｛山

父 ３５ ４９ ６４ 
先生１８

先生２２

その他９

父２０

高２ 卵女 ６５ ４５ 
母２４

父１７

父１６

母１４ ７０ ５５ 
母１３

父２０

その他

母 １７ ７６ ６５ 
父１３

先生１７

先生１１

父1４

商３ 兇女
４２ 

４１ 

父２ｉｌ

母２０

先d三１１

父１８

６１ 

５９ 

母１５

母２３

その他

父 ０４ ３３ ６３ 
先生２４

先生２４

父５

父１２



＜Ｂ、いちばん強く願うのは＞

この質問項目は大変面白い結果を示している。生

徒が精神的に自立してゆく姿がわかる。全体的な傾

向としては、きびしくしてほしいのは父、やさしく

してほしいのは友人（その他と表われる。）。めん

どうを見てほしいのは先生、力>わまないでほしいの

は父母、信じてほしいのは母、自信をもってほしい

のは先生ということになる。

いちばん強く願うものの順位をとると、「け)、も

っと私を信じてほしい人」と「(ｴ)、もっとかまわな

いでほしい人」が上位に来ている。つまり、母と父

への要望が強いのである。

こうした答えの奥そこには、生徒たちの強い願い

が、あらわれている。

(10％以上）

ｉ
Ｉ
 

！｜ 

ほこI;］

４．おわりに

以上によって、本年度の全校アンケートの分析をおわる。全体としてみると、本校生の生活と意識

がかなりはっきりしてくるであろう。

この調査からさらにつっこんだ結論をみちびくことも、他の資料とむすびつければ困難だとは思わ

ないが、それはそれぞれの方にゆだねたい。ただ、この結果から何らかの教育実践の手がかりが生ま

れることを切望したい。

なお、国際児童年大阪懇話会の調査項目には、次のようなものがあることを付記しておく。

ｏ
 

・
屋
と
た
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と
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で
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で
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ん
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ん
い
遊
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た
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と
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で
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遊
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遊
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・
と
で
遊
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の
と
し

か
っ
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で
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屋
っ
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た
ず
そ
中
ち
部
ず
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し
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ま
①
②
③
④
⑤

び
ゲ
ー
ー
ー
ー
ー
、
ｌ
－
－
ｌ
Ｉ
Ｌ

遊
だ
日
ん

昨
遊

（、『Ｑ，今朝食べたものを○印で囲んで下さい。

パンうどんごはん肉ハムソー

セージタマゴさかな牛乳パター

チーズヨーグルトとうふなっとう

みそしる野菜野菜のジュースくだ

もの<だもののジュースつけもの

コーヒー紅茶コーラお茶

その他（）

何も食べなかった。

Ｑ昨日遊んだのは誰かといっしょでしたか。

①４～５人の友だちと。

②２～３人の友だちと。

③きょうだいといっしょ。

④大人といっしょに。

⑤１人だけで。

、あそばなかった。

Ｑ、今朝、顔を洗いましたか。

①きちんと洗った。

②きちんと洗わなかった。

③全然洗わなかった。

－３７－ 

１位 ２位 ３位 ４位

中１ 男女
なし３０

なし3３

エ２３

オ２０ オエ ６７ 
イ１１

イ１５

中２ 男女
なし４４

なし2７

ォ１５

エ２４ エイ。 ０５ オ１５

中３ 男女
なし３２

なし3２

エ２５

ェ２１

オ１１

オ1８

高１ 男女
なし５５

なし3６

オ２５

力１８ エ１６ オ１３

高２ 男女
なし４４

なし3３

オ１３

オ２０

エ１１

エ１３ 力１３

商３ 男女
なし４０

なし3５

エ２１

エ１８ 力１４ イ１２



Ｑ・中学校を卒業してから入りたいと思う上の

学校が決まっていますか。

①決めている。

②大体決めている。

③まだ決めていない。

④あまり考えたことがない。

⑤進学するかどうかまだわからない。

Ｑあなたは、「自分らしくいかに生きるべき

か｣について考えたことｶﾎﾞありますか｡－－

①いつも悩んでいる。

②ときどき考えることがある。．

③あまり考えたことがない。

④気にしていない｡

Ｑ・高校生活を考えたときどう思いますか。

①楽しいと思う。

②どちらかというと楽しいと思う。

m③どちらかというとつまらないと思う。

④つまらないと思う。

Ｑ、このごろの世の中のできごとをどう思いま

すか。

①おかしいと思うことがいつもある。

②おかしいと思うことがときどきある。

③おかしいと思うことはあまりない。

④気にならない。

Ｑ、あなたが大人になったときに、日本の子ど

もたちにどんなことをしてやりたいと思いま

すか。

－３８－ 

１ 

２ 

３ 



奈良女子大学文学部附属
中.高等学校研究紀要第24染
１９８３年６月

図形指導の教材に関する一考察（その１）
－ユークリッド「原論」と平行線の公理一

玖村由紀夫

ｌはじめに

初等幾何学を学習された多くの人達の中に、問題解決の模索の中で、直観的な閃きが解決の糸口と

なって瞬時に理解された醍醐味を必ず－度は味わわれたことがあるに違いない。数式もいらず、整理

された図形で幾度かの補助線の効用が、場所を問わずふと鮮明な解怯を与えてくれる。こうした視的

な直観が無意味な思考錯誤を亜ねていく中で、偶発的に論理の正しさを示すことがある。たしかに直

観は議理の上で相反するものだから、数学教育の上で頭視することは望ましいことではないかもしれ

ない。しかし、そこに偶発的な解法が生まれたわけではなく、無意識のうちに既習した知識をもとに

問題への理解や、解決への計画が結論への方向に立案されて、いろいろと模索しているうち実行され

たといってよいだろう。したがって論理の積上げや、構造のとらえ方に相補的な機能が働くことは今

迄の教育的な指導と実践によっていろいろと効果をあげ経験してきている。

では、こうした問題解決への喜びを通して数学への興味関心をより多くの人連が抱いたかといえば

必ずしもそうではない。段階的に進む証明法も多棟で、さらに複雑化する証明問題や、識理を絡ませ

た軌跡、総合的な解法を求める作図題など、単に形式の上だけでもHM解することは非常な努力を必要

とした。こうした苦痛が多くの人達に「幾何学のむつかしさ」を感じさせ、馴染めない１つの原因に

したのかもしれない。黒表紙時代の算術における「応用問題」を、まずいくつかの顛型に分け、さら

にその解法のパターンを見極めるテクニックを幾度も学習させられた苦痛も同じことであった。ただ

これを乗りこえIMI題解決への興味と自信をうるまでに、学習を欄み､rねる生徒にとっては、明噺な頭

脳の上にその努力は大変なものであったに違いない。こうした一握りの生徒以外は数学からの逃避と

失うものが余りにも多いことに教師側も気がついて、問題解決への指導法や、新しい数学への胎動に

どう対処していくか重要な課題を、いつの時代でも山積して過してきたのではないかと思う。

この初等幾何学も、昭和30年代に入り、相次ぐ学習指導要領の改訂にともなって、高等学校の段階

で次第に證理的体系的な扱いも姿を消し、４０年代には教科書の付録のような「平面幾何の公理的綱成」

が最後の節に残された。多くの教師は、数学の現代化による数多い内容をかかえた教科智を義務教育

に等しい生徒の指導におわれ、この節を削除してしまう人、大学入試の波におされて、より効果的な

図形問題の解法にお茶をにごす人などと大部分がゆとりを失った指導で過してきたように思う。歴史

的なユークリッド幾何から積み上げられたヒルベルトの公理的柳成のお話しであっても、節にあげれ

ばともかく、遂に57年度を最後に姿を消してしまった。完全になくなった初等幾何学の内容は、すべ

て中学校の方に移行され、教科酒には若干の平ilij幾何学的な知識を体系的に準じて扱われているもの

の公理的栂成などへの道程はほど遠い。指導するにしても義務教育である点や、学力の点から困難で

あることはいうまでもない。理論上の他の幾何学への展開の可能性やすばらしさを実感するのに十分

な時間はとれないし、現代化によるベクトル、変換へのアプローチの必然性も、教わる生徒にとって

何ら興味も意味すら感じないのではないだろうか。すべてが悲観的なことばかりだが、この現代化の

波には歴史的な耶実の上から抗しがたい。
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新しい時代への橋渡しに、ふと郷愁に似た思いを感じる。初等幾何学での公理的演縄的な展開を教

えることが必要なのか、幾何教育への新しいアプローチとして他に何があるのか、自問自答しながら、

現時点での古い教師自身の役割を考える。やはり歴史的な幾何学の把握と、教育的な展開の内容をで

きるだけ平易に、公理的に繍成できる事実を教科町にとりまぜて話していく以外にないのではないか

と思う。生徒側の学習の興味と意欲を育てる指導以上に、教師側の研修の荷は重い。この時期に、ハ

イベルグの編架したユークリッド全集ギリシャ語原典を直接翻訳された「ユークリッド原譲」１９７１

（共立出版）を手にすることができて、過去の図形指導の道をたどりながら、これからの図形指導の

道を次の順序でさぐってみたいと思う。以下「原論」とは、この翻訳本をいう。

（１）ユークリッドｒ原論」と平行線の公理

（２）ヒルベルトのｒ幾何学基礎論」と平面図形の公理的構成

（３）これからの幾何教育の新しいアプローチ

ｕ「原瞼」と平行線の公理

これまで初等幾何学を学んだ人々は、約2000年前に残されたというユークリッド原論について必ず

その偉大な論理体系の話を聞く。教師は人間の合理的な思考を称えながら数学教育の原流であった歴

史的な事実を生徒に話す。しかし多くは、これに基づいて構成された教科雷の内容を熟知していても、

原議そのものの内容は詳しくは知らない。ギリシャ譜から他の言語に訳され、それをまた再び邦訳さ
れて、一部の人から紹介された理由にもよるが、あまりにも偉大すぎて、原論の内容を知らなくても

多くの古人の研究成果で満足していた。ただ図形指導の教科書に櫛成された公理系は、教科書の数ほ

ど多種多様で教育的な配璽もあり、その取扱いの奥愈を知ることは、ほとんどできなかったといって

よい。次第に高まる現代化の波に、高等学校での数学教育から論理体系が消えていく中で、原論の翻
訳本を手にして

（１）「原論」自身の公理的体系の柵成はどのようなものなのか

（２）有名な平行線の議理に対する問題点はどこにあるのか

すでに多くの人々の研究成果はあるが、その成果をふまえ確めながらこの２点を中心に、図形指導の
教材をとらえていきたい。

〔1〕ユークリッドとその原論

「原論-,の歴史的な伝承史によると、ユークリッドは紀元前300年ごろに活躍したギリシャの数学者で、

はじめは、アテナイの学校(アカデメイア)で数学を研究し、後にアレクサンドリアに移り、そこで多く

の弟子たちを教育するとともにプトレマイオス一世と交わり、幾何学原議（ストイケヤ）という不

朽の大著をはじめいくつかの重要な数学的著作を世に適したといわれている。プトレマイオス王が

ユークリッドに、幾何学を学ぶ方法に、原諭よりももっと手っ取り早く学ぶ道はないかと訊ねたが、

そのときかれは“幾何学に王道なし扇と答えたという話はあまりにも有名である。また、ユークリ

ッドのもとで幾何学を学びはじめたある人が、その最初の定理を学んだとき、ユークリッドに“そ

れを学んだことによってどんな得があるかロと狐ねたら、奴隷を呼んで劃かれに３オポロスの小銭

を与えよ。かれは学んだことから利益を得なければならないのだから”と答えたという。

こうした逸話が残っているのに関わらずユークリッドの生涯についての古代ソースは僅かで、し

かもその史料の信恐性に疑いをもつ学者も現われている。原論の内容と、多くの所伝によってユー

クリッドという人物の否定や、ユークリッドという１つの数学者の集団ではなかったかという興味

ある諸議も記述されている。だが、かれの著したという原論は、バイブルについで多くの人々に読

まれ、世に出るまでの数世紀の間に知られた数学上の事実を集大成したもので、公理を前提として、
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定義、定理、証明という合理的思考の体系として組織立てられているものである。しかも、われわ

れの前にあり、数多い人々の研究によって、その全貌を知ることができる。現在数学教育上でいろ

いろな教育的価値が諸ぜられているものの、こうした人々の保存と伝述の努力によって、原證その

ものの存在が高く評価され、ひいては、ユークリッドの絶大な名声を物語っているといえよう。

原論は、全13巻からなり、「原論」によれば、第１巻からいわゆる序文が全くなく、定義、公準

（要;fi）、公理（共通概念）、命題という証明のシステムカf明確に守られ、またこれに対する説明

文は一切ない。「原論」の解説によれば、これらの語源が現在原論の新しい１つの精密な研究方法

の契機となっている事実が述べられている。第１巻では、２３個の定義、５個の公準、９個の公理が

あり、さらに48個の命題が続いている。その内容は、

命題１～２６角と三角形に関するもの

命題２７～３２平行線に関するもの

命題３３～４８平行四辺形の性質にもとづくもの

に分けられ、命題47が有名なピタゴラスの定理である。この第１巻によって、論証的な扱いや平行

線の問題、共通概念としての公理の猪問題が含まれており、これにより幾何教育の公理的柵成も明

確な理論をもつてこＬから生れている。いずれにしても、ｒ原論」さえその判読も楽ではない。第

１巻から第６巻までが､教科智で学習した平面図形に関する問題を取扱い、第７巻から第10巻までが

数の理講が述べてある。この中には、２数の最大公約数を扱う「ユークリッドの互除法」や、「素

数の個数は限りがない」とする素数定理がみられる。第11巻から股後の第13巻までが立体幾何に関

するもので、角柱、角錐、円柱、円錐、正多面体などを扱い、さらに角錐、円錐の体積の公式が証

明されて、股後に「プラトンの図形」といわれる正多面体の研究で終っている。解説による原論の

内容は次の通りである。

Ｅ可已ヨ田司歴ヨピ湿田E田ロヨビョヨヨBRヨヨ

田房■B両面■■■■■■Ｆ■■■■■、正■m■■■■
■、田弔■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■田n画Ｔ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■、Ｐ■r■匹面■■Ｆ■座■■尿■正■■■面■

〔2〕ｒ原鎗」第１巻の定義、公単、公理

定獲の23個からその内容をみると

（定義）１．点とは部分をもたないものである。

２．線とは幅のない長さである。

３．線の端は点である。

４．直線とはその上にある点について一様に横たわる線である。

５．面とは長さと幅のみをもつものである。

－４】－

第１巻 第2巻 銅３巻 第４巻 第5巻 第６巻 第7巻 第８巻 第9巻 第10巻 第11巻 第12巻 第13巻

定袈 23個 ２ 1１ ７ 1８ ４ 2２ ０ ０ 
■１口０
■rＦＯＯ 

ＳＢＤ６ 2９ ０ 0 

公ilu 5個 ０ ０ 0 0 ０ 0 0 0 ０ 0 ０ ０ 

公 5個 ０ 0 ０ 0 0 ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ 

命題 ４８個 1４ 3７ 1６ 2５ 3３ 3９ 2７ 3６ 115 3９ 1８ 1８ 

内容概略 平面図形 （幾何学的代数）平面図形 （円識）平面図形 （内接・外接多角形）平面図形 （比例の理諸）｜股通論 図形への応用比例理鎗の 数對 致鐙 救護
無妃号整数論 無理Ⅲ論 立体図形 （取尽しの方法）求積譜 正多面体



６．面の端は線である。

７．平面とはその上にある直線について一様に横たわる面である。

（８～２２までは、角、円に関する定義と三角形、四角形の条件つきの定義
が述べられている。）

２３平行線とは、同一平面上にあって、両方向に限りなく延長しても、いずれの

方向においても互に交わらない直線である。

次に、５個の公準が続く。解説によれば、１９世紀の数学史家ツォイテンは、「数学的存在を、それ

の証明なしに承認することを求める主張」と意味づけをし、現在の公理として解釈できる。

（公準）１．任意の点から任意の点へ直線をひくこと。

２．および有限直線を迦続して一直線に延長すること。

３．および任意の点と距離（半径）とをもって円を描くこと。

４．およびすべて直角は互に等しいこと。

５．および一直線が二直線に交わり同じ側の内角の和を２直角より小さくする

ならば、この２直線は限りなく延長されると２直角より小さい角のある側に
おいて交ること。

この公準に続き、「共通概念」と名づけられる９個の公理があげられている。用語から「すべての

人間に共通な観念」と解説してあり、定義、公単に比べて自明度が商く、幾何学より広い数学全体
に通用する主として量に関する公理である。

（公理）１．同じものに等しいものはまた互に等しい。

２．また等しいものに等しいものが加えられれば、全体は等しい。

３．また等しいものから等しいものがひかれれば、残りは等しい。

４．また不等なものに等しいものが加えられれば、全体は不等である。

５．また同じものの２倍は互に等しい。

６．また同じものの半分は互に等しい。

７．また互に重なり合うものは互に等しい。

８．また全体は部分より大きい。

９．また２線分は面IMIをかこまない。

以上の、定竣、公準、公理を足場にし、単純な命題が証明されて、－歩一歩と複雑な命題へと見事

な論理的建造物に櫛築されていく。第１巻だけでも見事という以外に言葉をもたない。幾何教

育で扱われる三角形の合同条件、二等辺三角形の性質、平行線と角、三角形の内角の和、ピタゴラ

スの定理などが証明され、その中には、かつてmilH法とよばれた三角形の合同条件などの証明を、
教科書にそのままのせられた証明方法もある。

こうした幾何学を体系的に展開した偉大な原論も、多くの歴史的な研究の梢Ⅲねによって部分的
な理護上の欠陥や、全体的な幾何学の体系的嵯側の方法が、般善の、しかも唯一の方法であるかど

うかが現在なお多くの学者によって議塗されている。こＬでは平行線に関する問題点にむかって、

話をすあめてみたい。これらの定義、公準、公理を読んで考えられるいくつかの点は

(1)点、線、面にＩＨＩする個々の定義は、直観的に理解できるが、教育的には相互関係の指導を重視
すべきで、太い線の交わりを示すとか、物を切って見せるなどの指導が必要に思う。そこには合

成と分解の意識に立つわけだが、「部分をもたない点が集まって、長さのある線になる」測度的
な生徒の発想を、図形を点の築合として扱う点で中学生には理解しがたい問題の１つである。

(2)直線の定錠に「その上にある点について一様に横たわる線」という語意は、公単２を加えてそ
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の意味は深い。昔、中学生だったころ．２本の細い

棒(線)の両端をもち、それぞれをどんな方向に回転

させても常にすきまなく、rなる状態になるとか、定

木を製表にして線にそってずらしたとき、どこでも

玉なる状態にあるとかいろいろな直線（線分）の検

査を教わったことがある。

ｒ原総」の直線は、この線分をどこまでも延長す

ることができるという。この場合、上の検査を迎続

して限りなく行ったとすれば果して、われわれの考

える感覚的な「まっすぐな線』を保証できるかどう

2ｸﾗｦｰﾓS哀､；

Ｃ 

／へ
▽／ 

Ｃ 

かである。t亟端に大きい地球のまわり（大円）をま

わりながら実験的に検査を続けている本人はif(線だと信じながら一周している場合も考えられる。

こうした感覚的な判断と実験的な判断の差異は、空間の概念がない理由によるが、この決定的な

定義が「原諭」には見当らない。

（３）平面の定義も「その上にある直線について一様に横たわる面」とある。平面が直線を全部含み

その上にある各点、各直線についても一様にいえることから定義は「その上にある点について一

様に横たわる面」の方が考えやすい。この場合も感覚的に「まっすぐな平らな面」と保証できる

だろうか。極端に大きい地球とか、極端に太い円柱のようなものを実験的に検在をしても想像さ

れよう。

いずれにしても、他の幾何学へも点火しそうな意味i采い語意が、古代ギリシャ人と現代人の認

識の通いから生じて、表現通り理解できない履昧さが残る。その暖昧さが数学的に深い意味をも

つものであっても、教育的に困乱をますだけである。

それでは、こうした「原論」の定残、公準、公理に対して、かつての教科書ではどのような扱いを

したか、「原鐙」の命題の内容を読みながら考えてみる。

〔3〕ｒ原論」の命題

命題の内容は、証明題と作図題の２つに大別される。

明四〕命題４（三角形の二辺央角の相等による合同証明〔 胚

冠４厩

その等しい２辺にはさまれる角が等しし二つの三角形が２辺が２辺にそれぞれ等しく、

’
も
い
す

ならば、底辺は底辺に霧しく、三角形は三角形に等しく、残りの２角は残りの２角に、

なわち等しい辺が対する角はそれぞれ等しいであろう。（命題）

』ＤＰ、ＪＥＺを２辺ｊａｄＰが２辺４Ｅ、ＪＺに、すな
』

わちＡＢがＪＥに、’４Ｆが』Ｚにそれぞれ等しく、かつ

角adI､が角“Ｚに等しい二つの三角形とせよ。底辺

８Ｆは底辺ＥＺに等しく、三角形』ＤＰは三角形ＪＥＺに

等しく、残りの角は残りの角に、等しい辺が対する角は

それぞれ等しい、すなわち角』β「は角JEZに、ｌＩＭＰＢＢ￣し已剖Ｕ－－，コ．￣可＝……￣・・~'刀－－－－，’…・￣ＢＴ

は角ＪＺＥに等しいであろうと主張する。（特述）

角形乱ＤＰが三角形ＪＥＺに重ねられ、点』が点』の上に、
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線分』ＢがＪＥの上におかれれば、‘βはＪＥに等しいから、

点βもＥに重なるであろう。また』ＢがＪＥに重なるとき、角

ＢＡＰが角ＥＪＺに等しいから、線分’４Ｆも』Ｚに重なるであろ

う。それゆえ、別ＰがまたＪＺに等しいから、点Ｐも点Ｚに重

なるであろう。ところが点ＢもすでにＥと重なっている。した

がって底辺βＰは底辺〃Ｚに重なるであろう。なぜならもしＢ

がＥに、ＰがＺに重なっているのに、底辺β「がＥＺに重なら

ないならば、２線分が面積をかこむことになるであろう。これ

４ 

Ｅ 

ないならば、２線分が面積をかこむことになるであろう。これは不可能である。それゆえ、

底辺ＢＴはＥＺに重なりそれに等しくなるであろう。したがって三角形』８Ｆ全体も三角

形ＪＥＺ全体に重なりそれと等しくなるであろう。そして残りの角も残りの角に重なりそ

れと等しくなるであろう、すなわち角』８Ｆは角ＪＥＺに、角ｊＪＦは角ＪＺＥに等しくな

るであろう。（証明）

よってもし二つの三角形が２辺が２辺にそれぞれ等しくその等しい２辺にはさまれる角

が等しいならば、底辺は底辺に等しく、三角形は三角形に等しく、残りの２角は残りの２

角に、すなわち等しい辺が対する角はそれぞれ等しいであろう。これが証明すべきことで

あった。（結論）

この命題形式は、まず股初に命題が述べられ、次に記号をつけた図形を示し具体的に命題を説明す

る特述とよばれるものがあり、続いて証明があり、最後に結論で終る。

この命題４の証明部分は、形、大きさを変えない図形の移動が可能だとする前提で、辺→角→辺

の順で重ね合わし、共通概念である公理７，９を用いて、背理法で説明している。論理的な記述は

われわれが読んでも気の速くなるような綿密にしかも厳正さを表している。

ここで大切なことは、図形の形、大きさを変えずにどこの位置でも移動させることを容認してい

る点である。「原論」には、２つの図形を「重ね合わす」という意味の格別の説明はない。ただこ

の合同という概念が何の説明もなくすませるものでないことは、クラインが1872年に、凌換群を

もとにして考える幾何学」というものを示して、その考えを明らかにしている。

ある時期に同じような証明法が教科書にのったことがある。この教科書（1954高等学校数学’

幾何編好学社）では、平面図形の公理（「原論」の公準にあたるもの）として、

ｌ直線、点の決定についての公理

①相異なる２点は、ただ１つの直線を決定する。

②相交わる２直線は、ただ１点を決定する。

Ⅱ図形の移動の可能についての公理

①図形はその形、大きさを変えることなく、その他の任意の位置に移動させることが

できる。

②図形は、その形、大きさを変えることなく、裏返しにすることができる。

Ⅲ平行線の公理

直線外の任意の点を通り、この直線に平行な直線はただ１つに限って、ひくことがで

きる。

教育的な配慮もあり、ずいぶん省略はされている。「原諭」の公理（共通概念）に当るものは改め

て述べられず、既習の数式の性質等の取扱いの中で説明され、公理的櫛成を重視しながらも直観的

－４４－ 



な扱いかなされている。命題４を取扱った教科聾の説明は、公理Ⅱによって図形の移動の可能性を

あげ、辺→角→辺の順で、第三辺の一致することを公理Ｉの①によって簡潔に結論している。

このように、公理の設定については、教科書の数ほど多様であるが、鎗証指導の上で

（１）数の上で、できるだけ少い方がよい。

（２）厳密すぎて証明の上で利用されないものはさける。

（３）誰れでも真実なことを明白であると認めるものに限る。

また、研究の上で、公理から証明された事柄が実際の経験に矛盾せず、他の公理と同じ内容になら

ないことも注意する必要ｶﾐある。指導する相手によっては、ある前提によって征明される事柄であっても、

証明法の複雑さをさける意味でどの段階で公理とするかその設定も菰要なことの１つになる。

原證のような膨大、多岐の内容をｶﾕＬえ、当時のギリシャ弁証議の影癖によった理篭的数学の形

成から考えると、対話の相手に自明の理としての要請（公準）が、それなりに必要であったかも知

れない。現在、原論が教育的価値があるかどうかは別にしても、これまでの幾何教育の論理的柵成

の原流である事実に間述いはない。これらの公単・公理も、原論にとり組んだ多くの人々の研究に

より、1899年に、ヒルベルトによって著わされた幾何学基礎論という本の中で、「ユークリッド幾

何学の公理」として完全無欠な公理的枇成を記述している。

〔作図題〕命題９（角の二等分線の作図）

⑳９ＧＦ 

与えられた直線角を２等分すること。（命題）

与えられた直線角を角β』「とせよ。このときそれを２等分しなければならぬ。（特述）

』

」β上に任意の点Ｊがとられ、ＡＰから‘」に等し

くＡＥが切りとられ、ＪＥが結ばれ、』Ｅ上に等辺三

角形ＪＥＺがつくられ、ＪZが結ばれたとせよ。

角ＢＡＰは線分‘Ｚによって２等分されていると主

張する。（作図）

』ＪはｊＥに等しく、‘Ｚは共通であるから、２辺Ｊ４ＡＺ

は２辺Ｅ』、』Ｚにそれぞれ等しい。そして底辺ＪＺは底辺

Ｂ２に等しい。ゆえに角ＪＡＺは角ＥＡＺに等しい。（証明）

よって与えられた直線角ＢｊＰは線分』Ｚによって２等分

されている。これが作図すべきものであった。（結論）

／ 
、

β 「

この命題形式は証明題と同じ形式で、命題、特述、作図、証明、結鎗の順で述べられ、特に具体的

に作図の方法が示されている。なお、作図の場合に生ずる可能性を論ずる吟味が加えられることも

ある。

かつてぃ指導した教科樽での作図題も、こした解法方針と全く変わりはない。

①問題の意味を理解し、何を求めるかを明らかにする。

②仮に、解法をえたとして、これと与えられた条件との関迎をさがし解法へいた
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るための計画をたてる。（解析）

③計画を実行にうつす。（作図）

④この実行が正しいかどうか反省して確かめる。（証明）

⑤この実行がつねに可能であるか、条件に適する図形がさらにほかに

作れないかを考える。（吟味）

ただ、こうした形式記述が生徒にとって、かなりの重い負担であった。直観的な作図法が正しい証

明につながらず、まして吟味までの段階に手がとどかなかった。図形の問題を多くこなさず、暖昧

な知識で太刀打ちできないことを知りながら、「思考力を練る」「思考の余地は多い」などの持論

のもとに悪戦苦斗を強いた時代を想い出す。論証のむつかしい理由の１つは、解法のヒント（補助

線）をうることに困難なことが多い。中線問題なら「中線を２倍にのばせ」などと、図形の移動を

考えもつかぬ方向にとり、生徒を驚嘆させ、演鐸的な思考のそとに複雑さを求め、練習を重ねるこ

とによって、体得させようとしたからであろう。

命題９にかえり、論理の形式を追ってみると、証明の前提は命題８（三角形の３辺相等の合同証

明）である。これをさらに逆にたどれば、命題４（三角形の２辺央角の相等の合同証明）から論理

が積上げられているのがわかる。「原論」でとり扱っている証明を教科書流に紹介してみる。

命題５条件△ＡＢＣにおいてＡＢ＝ＡＣ
Ａ 

結論ごＡＢＣ＝廷ＡＣＢ、二ＣＢＤ＝二ＢＣＥ

証明ＡＦ＝ＡＧとなるＦ、Ｇをきめる（命題３）

△ＡＦＣ＝△ＡＧＢＡＦＣ＝ＧＢ（命題４)……①

また二ＡＣＦ＝二ＡＢＧ（公理７）・…..②

二ＡＦＣ＝二ＡＧＢ（”）……③

またＢＦ＝ＣＧ（公理３）･･･………④

①、③、④より△ＢＦＣ＝△ＣＧＢ（命題４）

．.、二ＦＢＣ＝二ＧＣＢ（公理７）･･･……⑤

二ＢＣＦ＝二ＣＢＧ（”）・……･･⑥

⑤はかきかえて二ＣＢＤ＝二ＢＣＥ

②と⑥より二ＡＢＣ＝二ＡＣＢ（公理３）

Ｅ 

よって証明された。

条件ＡＣ＝ＡＤ、ＢＣ＝ＢＤ

結論ＣとＤは一致する。

証明ＣとＤが異なると、△ＣＡＤは二等辺三角形

だから二ＡＣＤ＝二ＡＤＣ（命題５）

．.．＝ＡＤＣ＞二ＤＣＢ（公理８）

．.、二ＣＤＢ＞二ＤＣＢ（〃）……①

条件より△ＢＣＤは二等辺三角形
Ａ 

..・二ＣＤＢ＝二ＤＣＢ（命題５）……②

①と②より矛盾する。だがら、ＣとＤは一致する。

命題７

Ｂ 

条件

結論

証明

命皿８ ＡＢ＝ＤＥ、ＡＣ－ＤＦ、ＢＣ＝ＥＦ

△ＡＢＣ＝△ＤＥＦ 

△ＡＢＣを△ＤＥＦに重ねるのに、まず条件よりＢＣをＥＦの上に重ねられる。

次に、ＢＡ、ＡＣが、、Ｅ、ＤＦに重ならないとすれば、△ＨＥＦができる。
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Ａ ＤＨ 
これは、命題７に矛盾する。

よって征明された。

Ｃ 
『

Ｂ Ｅ 

この証明の岐大の難点は、図形の移動にある。「原講」に表向きの移動（平行と回転）があっても

裏向きの移動（対称）がない。もし裏向きの移動を適用すれば、命題５は重置法によって命題４で

片付くし、命題８は反対側に倒せば、これも命題５より角の相等が導かれ命題４に帰着される。い

ずれにしても移動そのものが､幾何学の遁要な課題であることは、次の平行線の問題にも表ｵI;てくる。
〔4〕平行線の公理

「原鎗」の第１巻の中で命題１から命題26までは、角と三角形について述べてある。それらの中

で空間の概念や図形の移動に関する論理的な問題点などを指摘したが、命題の組織だった体系の中

で、ただ１つとり残されたのが公単５（平行線の公理）である。その内容も他の公準から比較する

と非常に複雑であることや、図形指導の根幹となる論理にかかわらずこれまで一切ふれられていな

い。こうした疑問点をかかえ命魍27にはじめて平行線が登場する。（命題のみ原文のまＬ）

冠２７ＧＦ

もし１直線が２画練に交わってなす錯角が互いに等しければ、この２直線は互いに平行
であろう。

条件

結論

証明

二ＡＥＦ＝二ＤＥＦ

ＡＢ′ＣＤ 

ＡＢＸＣＤならば、Ｂ、Ｄ側でＨに

おいて交わるとする。

すると△ＨＥＦにおいて、命題16より

ごＡＥＦ＞ごＨＦＥ＝こりＦＥ

これは条件に反する。またＡ、ＣＯ

Ｈ 

Ｃ側でも同様である。よって証明された。

この証明の根拠は、背理法によって命題１６「三角形の外角は、いずれの内対角より大きい」に矛盾

をきたす点にある。この命題16が、平行線を利用していないことに奇異を感ずるが、公理綱成の上

で証明は、奇抜な補助線を必要としている。（証明は最終頁参照）

いずれにしても公ｍｕ５は関係していないのである。

いままで「原議」の証明で、直線が平面を分割し、半平面の部分の指定

ｒ～の側で交わるとする」などと表現してきた。ところが平面の定義にお

いて述べたように、感覚的に「平らたい面」に対し実験的な検査で極端に

太い円柱が考えられたらどうであろう。１つの母線ノを引いても、２点Ａ、

Ｂはやはり同じ側にある。極端に太い円柱面が平面でないという理由は、

ノ

Ａ、

｡Ｂ 

￣｡｡●▲｡､句デー￣⑤■--●■
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「原論」のどこにも見当らない。１９世紀の後半に、パッシュはこの点に留意して新しい理論を展開

し指摘している。

教科宵での扱いは、右の図で、α＝βならばα’’６

(証明）ＤＨ６ならば、教科書の公理ｌの②よりＰで交わ

るとする。公理Ⅱの①より△ＡＢＰを回転させて、‘
Ｐ 

ＡＢを逆IこＢＡＩこ重ねた三角形を△ＡＢＰ’とする゜

ＰＡとＡＰ'、ＰＢとＢＰ’は共に１直線になり、２

点ＰＰを通る直線は２本あることになり、公理ｌ

の①に反する。

ただ、パッシュの公理がないため、ＰとＰ’が同一点といゼただ、パッシュの公理がないため、ＰとＰ’が同一点という心配もないではないが、これは教育

的な配lEから平面を感覚的に「平らな面」と考えて、当然のこととしたためであろう。結果として

命題27は、公単５を利用することなく「直線外の点Ｅを通り、ＣＤに平行な直線は、錯角を等しく

とれば存在する」ということになる。次にこの逆の命題29をみてみよう。（命題のみ原文）

屯２９s字

一つの直線が二つの平行線に交わってなす錯角は互いに等しく、外角は内対角に等しく、同

側内角の和は２直角に等しい。

条件

結議

証明

ＡＢ′ＣＤ 

二ＡＥＦ＝どＥＦＤ（他の結護は除く）

ごＡＥＦキーＥＦＤとすれば、一方力弛方

より大きい。いま、二ＡＥＦ＞ごＥＦＤと

する。両辺に二ＢＥＦを加える。

ごＡＥＦ＋ごＢＥＦ＝２二Ｒだから

二ＢＥＦ＋二ＥＦＤ＜２二Ｒ公準５より

Ａ Ｂ 

Ｃ 、

+二ＥＦＤ＜２二Ｒ公準５よりＡＢはＣＤと交わり条件に反する。

二ＡＥＦ＝二ＥＦＤよって、証明された。

背理法を用いたこの証明に、はじめて公準５が登場してくる。

文だけで示してあるため読み辛い。

この証明によって、命題27と命題29は、互に逆命題であるこく

ＣＤに平行な直線ＡＢは１つだけ存在する」ことになる。

敢えていえば、命題29において

点Ｅを通りＡＢ′ＣＤよって二ＡＥＦ＝二ＥＦＤ

また、点Ｅを通りＣＤに平行な直線ＡＥをひくとすれば

命題27より二Ａ'ＥＦ＝二ＥＦＤによってひける。

証明の内容はiii明で原文では記述

互に逆命題であることから「直線ＣＤ外の点Ｅを通り、

パ
ハ

Ｃ 

よってごＡＥＦ＝ごＡｌＥＦとなりＡＢと（Ｂ’は函なる。

命題27は、公準５を利用していないが命題29は利用している。この２つの命皿によって、「直線外

の点を通り、その直線に平行な直線は、ただ１つしかない」と結鐙づけられたことから、この結論

を公単５と同じ内容とみたわけである。これによって、複雑な公準５の平行線のかわりに上記の記
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述が用いられた。

こＬまでの「原論」の組織だった論理体系で、定投の慎重さや数学的な櫛造の扱いに問題はあっ

たが、特に平行線の取扱いに入ってから

（１）公準公理の内容は、比較的簡明な記述であるのに、公準５だけ複雑であること。

（２）公準の多くは、初期の命題に適用されているのに、公準５だけ命題29にはじめ

て適用されたこと。

（３）平行線に関する命迦27まで（命題28も同じ）公準５が適用されていないのに同

じ平行線の逆命趣29に、公準を１つ加えねばならなかったこと。

これらの不自然さも加わって．公準５は「他の公噸によって証明されるべき命題ではないか」とい

う疑llllが生れ、約2000年の間多くの人々の努力が我された。単に仮定にすぎないとする公理主義派

と現実面から当然として証明しようとする確信派と否定的な立場からの懐疑派とに分かれて研究が

なされたという。１８世紀から19世紀にかけて、ガウス、ポヤイ、ロバチェフスキーなどの人々によ

って、「平行線は少くとも２本存在する」また「平行線は1本も存在しない」という公理をもとに

した珊論をす弘め、いわゆる非ユークリッド幾何学を築きあげた羽爽は歴史的に有名である。

岐後に「原議」の平行線の公理から考えられるいくつかの問題点をさぐってみる。

丁度、図形の観察の指導に入った時期の中学１年生に「ノートに平行線を衝きなさい」と云ったら、

約半数が２本の直線を平行に定木でかいた。すかさず「それは本当に平行線ですか」と再び念を押

すと、中には、ノート－杯にかけるだけの直線を延長し、こんなものだという。はじめから小学校

の４年で学習した三角定木の直角（同位角）を利用してかく生徒に岐後は合流したが、ほかの角を

利用しているものも倣かだがいたようだ。平行線が「２つの交わらない直線」という定義が□でい

えなくても、頭の中にはどんな状態かは定着している様子だった。定木で長さ（間隔）を測ってい

るものもいた。いずれにしても、この直線は無限に延びているものだという私の話で、どうやら無

恵識のうちに有限の線分と混同し、話の内容で頷いているものが大半だった。

(1)「原論」の定義について

図形指導で、平行線の定幾はかなりむつかしい。これまで、直角を利用したり、等間隔であるこ

とを調べたりすることはあっても、改めて定義したりすることは初めてである。また直線にしても

まっすぐ無限に延びているものであって有限な線分ではない。ところが生徒の感覚は、平索から直

線が無限に延びたものであることを強調する場がなく、視覚的に線分でﾘﾄﾞ足りてきたために、混同

していたのであろう。

ところが「原論」の定溌も、直線自信の定義を合わせて．「いくらでも延ばせる可能性をもった

線分」という点で、無限という譜に対して極めてＩｌｍさを感ずるとともに、原論自身意識して、有

限な線分でとどまっているのではないかと脳測もされる。思い過しかもしれないが、定義そのもの

力麹解しにくい。

(2)背理法について

２面練が交わらないというUIT実は確かめようがない。生徒が．いくらノート一杯にかけるだけの

直線をひいても本人も目はがない。したがって、獲際にかくのできる定義が必要になってくる。こ

れが命題27である。小学校から学習してきた同位角の利用の根拠となる。しかも、これが平行線の

論証の段階になると、背理法が登場してくる。それは、定義が否定の立場にあるからだろう。

断校生に、初等幾何学として指導した頃、iilE明の形式で直接証明法ならともかく間接証明法とな

ると理解させる上で並大低ではなかった。これがlII学生ともなれば尚更のことと思う。特に背理法の
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説明では、年次によって次のように指導したこともある。

①ある事柄Ａの正しいこどを証明するために、まずＡを否定して、そこから生ずる不合理が導き
出せることを示し、よってＡでなければならないとする論法

②結論が成立しないとすると、どんなことが起こるか。結論を否定して推理をす、め、定理、ま

たは公理、条件に反する不合理が起こることを示し、よって結論は正しいと判断する蓋法。特に

「……でない事を証明せよ」のような結論が否定の形である問題や、条件が簡明で、直接証明す
ることが困難な問題（定理）などによく用いられる。

③命題ｐ→ｑに対して、ｒが真と認められた命題、あるいはその推論の際、真と仮定された命題

であるとき、（ｐ八可）→Ｔが真であることを証明することによって、対偶から

『→m7T百）＝(百Ｖq)となり、（百Ｖq）と同値な命題ｐ→qが真であることを理解させる。特に
（ｐ八①→瓦（ｐ八句)→ｑとすることもある。そして、これらを真理表でたしかめさせる。

こうした指導法も、できるだけ多くの具体例や例題を示さないと、中学生は勿論、商校生や学び初
めた人々にとっても負担は大きい。

(3)公理としての扱い

教育的な立場からいろいろな問題もあるが、公理的栂成の上から平行線の公理は教科欝の扱いと
同じように早めに指導すべきであろう。命題16は､「１

Ａ 

つの外角は、いずれの内対角より大きい」であるが、

生徒の大部分は、平行線の錯角（同位角）を利用した

三角形の内角の和が、２直角である証明法で簡単に理

解する。

もし、平行線を利用しないで証明するとしたら、石図
、

のような、ＡＣの中点Ｅ（ＢＣの中点）をとることにＢｃｕ
よって、△ＡＢＥ＝△ＣＦＥ（２辺突角の相等）を図示

し、「原論」の公理６，８．命題４の適用にたよる以外はない。論理の体系を厳正に追わない限り、

補助線は全く予想のつかないところに問題がある。証明の理解と補助線の発見とはつながらない。

これでは、論証をますますむつかしくしてしまうだけである。早めの指導はそれだけ定理を簡単に

している。

(参考書籍）

(1)ユークリヅド原議訳・解説中村幸四郎寺阪英孝伊藤俊太郎池田美恵共立出版

(2)入門現代の数学〔7〕具象から幾何学へ栗田稔日本評論社（1980）

(3)高等学校数学’幾何編監修辻正次吉田洋一好学社（1953）（1960）
(4)非ユークリッド幾何の世界寺阪英孝謝談社（1978）

(5)現代数学教育講座(6)空111]と図形連山啓編（１９７６）
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人口集積と都市景観Ⅱ

寅貝和男

1．再掲「都市とは？」

昨年（1982年）夏に埼玉県の八潮市と三郷市を訪ねた。埼玉県といってもいずれも東京23区に接

し、埼玉県では東南の隅にあたるところに位置している。

寵者がこの両市に注目したのは、いずれも何らかの核心地を有していない単なる行政的な一かたま

りとしての「都市Ｊであると考えたからである。三郷市は、武蔵野線が開通する以前は鉄道は通って

いなかったし、八潮市は現在も鉄道の駅は存在しない。東京郊外では他に武蔵村山市（東京）や燭ケ

谷市（埼玉）・戸田市（埼玉）などがあるが、これら３市については一応核心地といえるものが存在

する点で前述の２市とは異なるものである。

さて、三郷と八潮の統計を見よう。

（第１表）

人口・ＤＩＤ人口からみても中都市規模のものであることがわかる。とくに数値のみで判断した場合

ＤＩＤ人口をみれば八潮が約4.9万、三郷が約8.5万であるから市街地としてもかなり大きな規模で

あり、賑やかな商店街の３筋ぐらい分布していても不思議ではない規模だと考える。ところで中心市

街地というとき、小論のＩでも述べたように、一般に市域内に２つ以上のＤＩＤが分布する場合、核

となるＤＩＤを１つ設定し、それをもって該当する都市の中心市街地とみなすことにしたので、その

立場からみれば八潮ｌ・三郷Ｉを中心市街地と考えることができる。

ところで梨落の分布状態をみると、この両市はその周辺を核をもった都市にとり囲まれた空間地帯

で、密架した市街地と市街地の間にあってしかも東京に隣接しているため、次第に人巍がたてこんで

きた地域であるといえる。だから単なる村落ではないが、かといって何らかの中心市街地が形成され

賑やかな商店街がみられるといった景観ではない。そういった点を第１図でみよう。これら両市は東

側は江戸川を隔てて松戸・流山の両市街に、西側は草加市街に、南側は東京23区の市街に囲まれた比

較的集落分布の希薄な地域で、地形図で描写される建物の密集地もほとんどみられないことがわかる。

この両市はまた、集落分布の形態においても特色があり、とくに三郷の場合、一見「槍中」に似た分

－５１－ 

市名 面菰 人口 人口密度 ＤＩＤ人口
割合
(％） 

ＤＩＤ以外
の人口密度

八潮 1８．１ ６２，７３４ 3.462.1 4９．１０２ ７８．３ 1．６０３．８ 

ＩⅡ 
４１．２８５ 

7．８１７ 

６５．８ 

１２．５ 

2.102.8 

＝ 郷 ３０４ ９８，２２３ 3,23000 8４０５００ ８６．０ ８２６．７ 

ｌⅡⅢ ０８２ ０１８ ６３５ ■ｐ■ ３２８ ５２ ６７７ 白●●４２８ ５２ 
2．３００．２ 



布形態となっている。つまり市域の両側に流れる河川に沿って集落が分布し、中央が空白になった形

である。そして両市とも比較的集落分布の希薄な中央部に市役所が置かれている。次に中心商店街の赫
却
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嶢
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lまどうか－

うことである

三郷について

ば、市の回答

｢存在しない，

になっている。

とも連合会的

店組織が地域

につくられて

るが、景観的

商店が軒を連

商店街を形成

というまでIこ

っていない。

り、点として

店は存在する

線としてのつ

りを持ってい

のである。わ

易くいえば、

都会でみられ

○○通り商店

なるものが存

ないのである。

八潮の場合、

街の存在は第

に記入したと

第１図八潮市・三郷市（三郷市の①～⑦は商店街を表わす）

□ 

議蕊今､，

雪雲i鰍iig
荏

蔵１１ﾂﾀ溌憐X§’19

霧
おり（市の回答による）である。しかし八潮についても事情は三郷と大してちがいはない。まず第１

に、商店街の分布は小規模なものがあちこちに分撤しているということだ。筆者も第１図の③の通り

を歩いたが、８月の昼下がりという時間的な関係もあったのだろうが、全く閑散としたもので、ほと

んど人通りもなく、ただ車だけがひんぱんに走っていたのをおぼえている。名称は「中央通り商店会Ｊ

といったが、一般の民家もかなり混在しており、沈滞ムードもただよう近隣型商店街といったところ

である。

一般的に、人口数万の地方の小都市であっても、核心地（中心市街地）が存在する場合、それなり

に賑やかな商店街が股低一つは存在する。例えば次に掲げる岩井市（茨城）がそうである。岩井市は

面積９L5hi、人口40,381人、人口密度4415蝿、そしてＤＩＤ人口が6.598人（16.3％）、ＤＩＤ

以外の市域の人口密度が3754蝿と高く、全体からみると岩井市街地の中心性は稀薄である（この

ことについては後述する)。岩井市は三郷や八潮と同じく交通手段にはめぐまれていない。水海道と

の間に１時間に２本位のパスの便があるほか、趣ケ谷・野田方面にも１日10数本のパスの便がある。
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しかし、鉄道は通じていない。市街地の周辺は全くの田園地帯で、

ところどころに工場が見られるだけのまだまだ広々とした環境で

あった。

岩井市街地（ＤＩＤ）の人口は約6,600人であるから、ＤＩＤ

の最低限の規模である5,000人を若干上まわっている程度である。

ところが市街地を貫通する県道沿いの商店街は賑やかで、北から

①「オリオン通り」、②「中央通り」とよばれる商店街が通じ、

途中から東の方へ③「市役所通り」がバイパスまで続いている。

勿論、市街地の規模からいっても地元の人々を対象とした買回り

品中心の商店街であるが、金融機関の支店が３～４鋪あり、また

専門店もたくさんあってなかなか見応えのある商店街であった。

これは１つには岩井が大都市からかなり離れたところにあること、

また岩井市街そのものが歴史的な経過をもった町であることなどが理由としてあげられる。その意味

では大東京に隣接した三郷や八潮とは立地条件も異なることを考慮せねばならない。

いずれにしても、都市を中心商店街の形成という景観的な立場から見れば、人口も少ないし後述す

るＢタイプの典型である岩井市の都市性は決して高いとはいえないが、三郷や八潮よりは「都市」と

しての景観を備えていたようである。

2．人口密度の分析による都市の類型化の試み

（１）人口集積の比重という考え方

第１集ではそれぞれの都市について、ＤＩＤの人口密度をＤＩＤ以外の市域の人口密度で除した結

果でてきた数値を用いたが、本論では全市域の人口密度をＤＩＤ以外の市域の人口密度で除してでて

きた数値を土台にして、類型化を試みた。このように変更した理由は、前回の場合だと①ＤＩＤ人口

の割合(%)、②前述の数値、③ＤＩＤを除く市域の人口密度の３つが類型化の尺度となったが、今回の

では類型化の尺度を単純化させることができることにある。今回の場合には、全市域におけるＤＩＤ

のもつ人口集積の重みとともに、前回実施した方法の特長であるＤＩＤとそれ以外の市域の人口集積

のコントラストも明らかにできるという長所がある。従って、今回は前回実施した①については考慮

に入れず、ただ人口集祇の比重として求めた数値によって分類をした。次の表を見ていただきたい。

第２表

００，/Ｃ 

稚内（北海道）も豊明（愛知）も人口やＤＩＤの規模と割合がほとんど同じ都市である。ところが

が全市における人口集中地区の比重となると全く異なってしまう。上の表◎がその数値であるが、ほ

ぼ2.00の差がついている。これが意味するところのものは、１つには稚内と豊明のＤＩＤと郊外地域

の人口分布の差が大きく異なることを表わすと同時に、同じ晋'1合のＤＩＤであっても稚内のそれは市

内において極めて大きな比重をしめているが、豊明の場合は、稚内に比べると市内における比重はさ

ほど大きくないということがわかる。実はこのことによって両市の特徴が明らかになるのである。つ

－５３－ 

④人口密度
⑧ＤＩＤ人口
(割合）

。、ＩＤ以外
の人口密度

。＠/◎

稚内 ６９．６ 8Ｌ７％ 1２．８ 5．４４ 

豊明 2.338.2 ８１．６形 678.7 3．４５ 



まり、稚内は市街地の人口集積が圧倒的な都市であり、豊明は人口集積が比較的分散している都市で

あるということだ。このことは、結局、都市の性格も明らかにするものであり、稚内も豊明もほぼ同

じ人口規模のＤＩＤでありながら、稚内の市街地の商店街の方が豊明のそれよりも密度の高い中心商

店街が形成されていることを予測させるのである。

現実に稚内市街の場合、国道沿いに市役所付近を中心にかなりの繁華街を形成しているが、豊明市

の場合、商店街の形成も分散的で、二村台地区・三崎地区などにわかれて分布している。

一般に大都市郊外の中小新興都市には、従来の近郊農村であったものが急速に都市化したためのス

プロール現象がみられ、商業地域を柱とした市街地再開発がすすまず、商店の分布も分散的であり、

あるいは旧町村時代の在町的で小規模な商店街がそのまま（あるいは少々化粧直しをしたぎけで）残

っている場合も少なくない。従って都市計画の進行ともこの問題はからみあってくる。

（２）都市の分類の基準

類型化については前回第１集で行なった４つの型をそのまＥ用いる。そして今回はそれら４つの型

に分類するにあたっての規準を変更したわけである。なお第１集で掲げた４つの類型を再び掲げる。

Ａ･…･…･市街地規模は大、周辺部の集落分布も密であるタイプ。

Ｂ………市街地規模は小、周辺部の集落分布は密であるタイプ。

Ｃ………市街地規模は大、周辺部の集落分布は粗であるタイプ。

Ｄ･…..…市街地規模は小、周辺部の集落分布も粗であるタイプ。

そして、今回用いた規準は次のとおりである。

⑦Ａ・Ｃ型は人口集積の比重が1.58以上（県庁所在地の最低数値以上であるということ）

①Ｂ・、型は人口集積の比重が1.30以下。

＠Ａ・Ｂ型はＤＩＤ以外の市域の人口密度が全都市平均の245以上。

④Ｃ・Ｄ型はＤＩＤ以外の市域の人ロ密度が245未満。

なお、１．３以上1.5未満の都市については、もう少し考察の余地を残したいが、全体的には比較的

未成熟な都市が多いように思う。

以上の基準に若干の注釈を加える。まずＤＩＤをもたない都市については、全市域の人口密度がそ

のまＬＤＩＤを除く市域の人口密度となり、比重はｌであるから、成熟度の最も低レベルの都市であ

るということになる。従ってあとは、前述の、.④を用いれば、Ｂ型またはＤ型への分類が可能であ

る。また逆にＤＩＤが全市域を占めている都市は当然Ａ型の究極の姿である。なおこのことに関連し

て、ＤＩＤ人口が95％以上の場合も同様にＡ型に分類した。というのは、大都市郊外の面積の狭い都

市の場合、残る５％未満の人々の住んでいる地域がほんの一部分に限られてしまい、それを郊外地域

として設定することに意味がなくなってくるからである。

また－つの都市に複数のＤＩＤが存在するときの取り扱いはＩと同様に市庁所在地のＤＩＤでもっ

て代表させ、いずれのＤＩＤも市庁所在地でないときはその中の最大のＤＩＤをもってその都市を代

表させている。このことは小論Ｉでも論述したように、例えば同じ人口３万のＤＩＤといっても、そ

れが単一のＤＩＤである場合と２つ以上のＤＩＤにわかれたものの合算である場合とでは、おのずと

その持つ意味が異ってくるからである。一般に１つの都市にＤＩＤが複数で存在することは、それだけ

中心市街地の機能の分化を意味する。なぜなら、分化した市街地の１つ１つはそれだけ小規模になり、

当然、商店街の機能や景観も異ってくるのである。そこでほぼ同じ条件下にある名古屋市郊外の知立

市と尾張旭市とを比較してみよう。

－５４－ 



第３表

田西田=謂鑿黒黒鵠
（第３図）商店街分布図

第３表でもわかるよ

うに、知立は単一の

ＤＩＤの都市であるが

尾張旭には２つのＤＩＤ

が存在する。そこで尾

張旭についてはｌ地区

のＤＩＤを中心市街地

と設定してその比重を

求めた。即ちＤＩＤを

除く市域の人口密度に

ついてはⅡを含めた地

域のものを出し、それ

に基づいて比重を求め

た。こうしてみると知

立が２．２６、尾張旭が

１．５６となり、この数値

から知立市の方が市内

における中心市街地の

比亜が高いことがわか

る。次に第２図で知立

・尾張旭の商店街の分

布を示す。図中のＡ・

Ｂ・Ｃはそれぞれ異な

る商店街であるが、知

立の場合、名鉄知立駅

および三河知立駅を中

心に商店街が集中して

いる（図中のＡ）のが

わかる。これに対して

尾張旭の場合、市内に

３ケ所の商店街の分布

がみられるが、いずれ
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面積 人口 人口密度 ＤＩＤ人口
割合

(％） 

ＤＩＤを除いた

地域の人口密度
比重

知立 1６．８ 49｡４３２ 2,949.4 3３．７３９ ６８．３ 1，３０７．８ 2．２６ 

尾強旭 2Ｌ１ 5３．１５１ 2,520.2 4ｑ912 77.0 9７９．１ 2．５７ 

Ⅱ 

3ｑ347 

1０，５６５ 

5７．１ 

1９．９ 
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６小規模であり、市内全体を吸引するほどのものではない。乖者は名鉄瀬戸線の三郷駅を中心とした

Ａの商店街を歩いたが可商店数も少なく、最寄り品や日用買回り品程度の買物も満足にできるかどう

か…･･･という危倶をもって観察した。Ｂの商店街はさらに小規模で、ちょっと間にあわせのものを買

える程度のものであった。

このように人口でも人口密度でもほぼ類似している両市が、都市の顔といえる商店街の分布ではか

くも異なった形態をしめしており、都市景観の上からは全く成熟度の異なる都市であるといえよう。

さて、こＢで尾張旭市の人口分布についてもう少し詳細にながめてみよう。第２図では市内の町毎

の人口密度を階厨分化して示してある。つまり人口密度4,000以上の地区、2,000～4,000未満の地

区、2,000未満の地区の３つに分けた。市全体の人口密度は2,520であるからほＹ妥当な分け方と思

う。

上の図を見ると人口密度4.000以上の高密度地帯は３か所にわかれて分布し、またそれぞれの間に

は人口密度2.000未満の同市としては比較的低密度の地域が東西にひろがっている。このような人口

分布をみても、尾張旭市が中心核をもたない都市であることがわかるのである。商店街の分布も人口密

度図とほぼ対応しており、市内の人口集穣は３つに分かれて分布する型となった。そして尾張旭市を

とりまく名古屋市東北部から瀬戸市一帯にあって、ちょうど市街地の切れ目に尾張旭市の中心駅（尾

張旭訳）が位概している状況がわかるのである。もちろん近い将来は名鉄瀬戸線沿いに市街地が拡大

してゆき、瀬戸市からの市街地と迎担することになるものと考えられる。しかし筆者としては、その

時迄に、現在空き地の拡がっている尾張旭駅付近を中心とする市街地再開発（整備）のための諸々の

計画が実行されていいように思う。

（３）類型別にみるわ力種]の都市の分類一覧

－５６－ 

Ａ型

岡田河崎須谷川葉野平江浜子岡井見田島明
拍蔵

治室秋古高加越桶千武小狛横逗長福多磐津豊 前曲湊生庄喜子代臘野和崎原条府伎南
珂

蕨

干

大模
関

津

弘大那桐本久銚八三日東川相三甲藤碧
八 Ｐ 

１１１形

取手

渋川

春日部

Ｐ 田

北本

市川

鎌ケ谷

宵梅

東村山

滴瀬

横須賀

三浦

新津

窩士吉田

浜松

名古屋

常滑

伊勢

水沢

酒［、

宇都宮

川越

狭ｕ１

人間

八潮

船橋

浦安

府中

国分寺

東久留米

平塚

厚木

益２

長野

沼洲（

壁檎

江南

松阪

仙台

天童

足利

川口

鴻巣

鳩ケ谷

富士見

木更津

四街道

昭島

国立

武蔵村山

鎌倉

大和

富山

松本

熱海

岡崎

大府

桑名 釜戸木和谷霞岡戸京布無摩沢間岡訪島戸立津
福

塩水栃浦深朝上松東調田多藤座高誠三瀬知大 城立野宮野木田田子田谷城原原湊阜東田浜根
賀

玉

川勢多日佐大与志蓮成八町保稲小伊新岐伊半高彦 沼浦橋沢加光戸野川井生川崎湯沢垣士川倉津
志金
ケ岩士前所草和坂習立小福秋茅新金大富豊岩草



－５７－ 

Ａ型

治中木面畷丹井野府治米賀本湾
条

留

野宇豊茨箕四伊桜玉防今久佐熊宜 賜田尾原野川山島松島川津代良
古歌

和城池八拍交加和広下宇田唐八平 日田野野戸塚南国浜田栖分添
佐曳

呉居向吹泉羽神宝海岩新山鳥大浦 京津川輿路砂坊道田江間崎崎繩
岡大屋

野之長泉寝門姫高御尾小川中長宮沖
八幡

商槻

河内長野

摂津

尼崎

川西

島取

因島

徳島

高知

筑紫野

佐世保

延岡

長浜 阪塚原石石良江山脇州日原島田松九

児大貝松高明奈松福小北春島鹿行
堺

守口

大東

謹井寺
西宮

大和高田

岡山

下関

高松

福岡

大野城
諌早

jWj綱

茂原 田方泉阪屋原山部山田府村川規
和

大

牟宰岸枚和東芦楓津宇松大太大石岩
Ｂ型

取倉野埴北市木後日名佐秦更浜八安筑 館金瀬久西林散浦田下東綾佐湖富倉松
結城

八日市場

黒部

羽島

西尾

竜野

井原

玉名

下斐

旭

砺波

美iHl加茂

東海

小野

傭 IIU 

宇土 道原賀岐多西佐
海

光水市加土知加字
勝田

流山

松任

各務原

鈴鹿

大和郡山

東子

加世田 井津梨児張本国川土心岩君山可名橋雨具
安中

富津

塩尻

袋井

近江八幡

境港

土佐

Ｃ型

幌走別野岡手河能島岡山条山俣瀬
良

知札網士富盛横白飯輪牌福五徳水名 館萠寄庭古沢町柄賀水餌辺賜府垣足

南函留名恵宮米原南敦淌舞田新別石
小樽

苫小牧

三笠

伊達

一ノ関

錨岡

須賀川

柏埼

小浜

窟士官

宮津

新宮

八幡浜

日田 川内室森石圧方田野田岡田条伯多発旭稚根青釜新喜新大鳥亀浜西佐
釧路

深川

千歳

黒石

石巻

長井

高萩

加茂

勝山

上野

洲本

三原

伊予三島

津久見

帯広

江別

滝川

五所川原

気仙沼

福島

日光

十日町

岡谷

尾鷲

相生

府中

室 Ｐ 

日向

北見

赤平

砂川

十和田

白石

会津若松

沼田

村上

須坂

熊野

型岡

大竹

福江

枕崎 沢別内沢代山父津山都秘吉野
見志

荻木岩紋歌三能郡秩魚高京赤人串
、型 大船渡

鹿角

笠間

花巻

村１１１

今市

久慈

東根

矢板

遠野

尾花沢

隅川

陸前高田

南陽

大月

江刺

いわき

飯山

角田

相馬

中津川

男鹿

北茨城

瑞浪



（都市名は昭和57年12月現在）

以上の分類に入らなかった都市のうち、人口10万以上のものを次に掲げる。

小山・伊勢崎・上尾・新座・小松・一宮・刈谷・豊田・安城・小牧・四日市・米子・春日井

都城・熊谷・我孫子・焼津・太田・上越

全体的な特徴としては、人口の割に中心市街地の規模が小さいもの、あるいは複数のＤＩＤを持って

いるものなどを含め、全般的にＢ型に類似した都市が多い。とくに名古屋に近い豊田・春日井両市は

人口でそれぞれ28万を数え、またＤＩＤの数もそれぞれ６，４と多く、人口密度も972.1と2,624.1

という高い数値を示していて、大都市郊外によくみられる平均的な人口集積をもった都市の典型とい

えよう。

３．４つの類型についての考察

（１）Ａ型……わが国を代表する大都市が多数ふくまれているのは当然のことであり、都道府県所在

地もほとんどがこのタイプに属する．ところが他方では、歴史的核を有する都市のみならず、第二次

大戦後に急速な都市化の波にのみこまれた大都市の郊外に位置する衛星都市群のほとんどがこのグル

ープに属していることが注目される。これらの都市の多くは東京．名古屋．大阪の三大都市圏の住宅

都市であり、さらに福岡県の諸都市もかなりふくまれている｡一般的にＡ型は中心市街地の規模が大

きく、しかも周辺部もかなり稠密な集落分布がみられる型である。しかし前述の住宅都市の多くは急

激な都市化の波の中で誕生したものだけに市街地整備がなされるいとまもないのが現状で、無秩序な

膨脹の中でもともと大都市郊外の都市はその一つ一つは行政第４図多摩市商店街分布図
的な範囲はせまく、またあく間に市域の大半が住宅の波に覆

われ、文字通り樫人口集中地区”となった。その結果ＤＩＤ

人口の占める割合は高く、しかも前述のように市街地の整備

・再開発がそれに伴わなかったために、これらの都市の中心

商店街の形成は一般に人口規模の割には未発達なものが多い。

また団地ごとに小規模な商店街が分散しているものもいくつ

かの都市にみられる。（第４図）

右の図は東京都下多摩市の商店街分布図である。図からも

明らかなように短い商店街があちこちに分布している。ＤＩＤ

の規模も大きく（８９．５％）、人口密度も4,600を数えるが、

この地域は稲城市から西方へつづく多摩ニュータウンの大規

模な開発によって造成された団地群が林立する団地都市で、

典型的な住宅都市である。こうした住宅都市の特徴が着実に

表れた商店街の分布形態が右の図によくでている。

こうした地域を国土地理院発行の地形図でみると市街地描

残
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-－ 

（ 
－－ 

「

－５８－ 

Ｄ型

那南島ロ恵阿鹿大 羽条戸水鳥北平出 田毛田分大宿竹国
江津

土佐清水

杵築

垂水

新見

甘木

串間

東広島

多久

西都 門里の万び長伊え
美祢

武雄

阿久根

Ａ型迫 五泉



写がほとんどみられないのが普通である。

(2)Ｂ型……Ａ型のうち、中心市街地の規模が小さい都市で、Iiij述の住宅都市の前に「田園」とい

う語を置けば適切な代表例となるだろう。位極的には古くから開かれた平野・盆地や海岸地方の都市

が多く、市域全体が１個から数個のや弘大きな災落（市街地）をふくむ多くの集落の分布がみられる

のが特徴である。いいかえればほぼ全域が準都市域の景観を呈している地域である。一般的には人口

３万～10万までの都市が多い【１１で、倉敬市（岡山）の４０．４万、市原市（千葉）の２１．６万、鈴鹿市

（三重）の１５．６万をはじめ、佐倉・流山（いずれも千葉）・桑野（神奈川）・各務原（岐阜)の10万

郁市がふくまれているのが興味深い。これらの都市の共通点はいずれも複数のＤＩＤをもっているこ

とで、しかもそれらのＤＩＤの規模はほぼ類似しており、それだけ中心市街地の比亜を小さくしてい

る。次の表（第３表）を見よう。なお数字を○で０１'んだ、ＩＤが市庁所在地のものである。浸（第３表）を見よう。なお数字を○で０１'んだ、ＩＤが市庁所在地のものである。

（第３表）
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四
回
■
四
回
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回
回
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都市名 面欄 人口 人口if渡/城 ＤＩＤ人口 醤11合(%）
ＤＩＤ以外
の人口密度

比晒 術考

佐倉 102.3 1０１．１８０ ９８９．４ 5５，１１９ 54.5 ４９９．０ Ｌ９８ 

Ｉ｜⑪ 
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市原 366.7 ２１６`３９４ ５９０.］ 8３ 1２１ 3８ ４ 4０１．９ 1．４７ 佐倉

Ｉ 

ｕ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ｖ 

３１ 

1〔

1７ 

７ 

６ 

８８６ 

８９３ 

４９５ 

0７１ 

7７６ 

１４ 

９ 

８ 

０ 

Ｃ 

７ 

２ 

７ 

７ 

545.2 1.08 八幡･五井

流山 35.3 1０６．６３５ 3．０２０，０ ６８ ８０７ ６４ ５ L460.5 2.07 

１ 

⑪ 
Ⅲ 

３０ 

２０ 

1７ 

7６３ 

９５６ 

0８８ 

２８ ８ 

ＩＣ ７ 

16.0 

2,439.6 

2.677.5 

1．２４ 

1．１３ 

江戸川台

流山

柴野 104.2 123.133 1．１８２，２ ８１ 8７７ ６６．５ 448.9 2．６３ 

ｌ｜⑪｜Ⅲ 
2９ 0５７ 

２８０４５３ 

2４．３６７ 

２３ 

2３ 

1９ 

６ 

８ 

942.6 

947.7 

1．２５ 

1．２５ 

各務原 79.5 １１４，７５２ Ｌ443.1 5４ 1９６ 4７ ２ ９１７．５ 1．５７ 

① 

Ⅱ 

、

3６ 

１１ 

（ 

4５９ 

2３０ 

5０７ 

3１ ８ 

Ｃ］ ８ 

5.7 

Ｌ１３９．６ 1．２７ 

鈴鹿 195.9 1５６，２５０ ７９７．６ 7５ ５９０ 4８．４ ４５５．４ 1．７５ 

Ⅲ 

⑩ 
Ⅳ 

3８ ４４９ 

2０ ７５５ 

ｌＣ ７７８ 

5．６０８ 

24.6 

1３．３ 

6.9 

3.6 

749.9 1．０６ 神 Ｐ 

倉赦 298.6 ４０３，７８５ 1.352.3 1８７，８９０ 46.5 ８８６．６ 1．５３ 

① 
ｕ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ｖ 

６５０２９８ 

55,042 

４１，６４１ 

1８．４２６ 

7０４８３ 

１６．２ 

1３ ６ 

lＣ ３ 

４ ６ 

９ 

1.181.5 1．１４ 倉敷

水島

児島

玉島
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市原市の市庁舎は市街地から離れた惣社に位置しているので、５つあるうちの岐大のＤＩＤで比ＩＥ

を求めた。この表をみればわかるように、倉敷・市原の場合はともに５つのＤＩＤが存在する。とく

に倉敷は広域行政都市で、かつて別個の都市であった児島と玉島を合併していることによって典型的

な復核都市となった。そのため、旧倉敷市街の比pliは全体として小さくなり、４０万都市の中心市街地

としては低い数値がでたのも止むをえない。市原の場合も同様で、昭和38年に市制を施行したが、そ

の時点で市原（八幡）・五井・三和・姉崎・市津の５町が合併しており、その後南総町（牛久・翻舞

などを含む）・加茂町を輻入して関東地方では東京（23区）・横浜に次ぐ広域都市となった。したが

って市内には１つのまとまった中心市街地があったわけではなく、現在でも五井・八幡・姉崎および

牛久に分散しており、それに加えて新しい団地がどんどん造成されているのが現状である。商店街は

五井・八幡・姉崎・牛久・翻舞市街に分布しているほか、辰己台・光風台などの大規模な団地内にも

商店が点在している。このような市街地の分布に応じて商店街も分布しているか、賑わっているのは

県道千葉･卿川線沿いの旧宿場町であった五井・八幡・姉崎の３か所である。しかし交iIimの多い道路

沿いに発達しているだけに安心してショッピングを楽しむというわけにはいかず、臨海工業地域への

力こぶが商業地域の再開発にも求められる必要を術感した。

議罰
第５図市原市の市街地分布図
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旭 5０５ ３５，７２１ 708.0 5０２４３ 1４．７ ６１８．２ 1．１５ 
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第４表でＤＩＤをもたない都市は富津市（千葉）であるが、そのほかにＢ型に分類した都市でＤＩ

Ｄのないのは八日市場（千葉）・備前（岡山）・松浦（長崎）・加世田（鹿児島）の４市である。

①旭市（千葉）

千葉から銚子へ向かう総武本線沿線の小都市で、人口は約3.6万を数える。市域は旭市街を中心

に九十九里浜海岸にまで達する範囲にひろがり、ほぼ全市的に広く集落が分布している。中心は旭

ロ地区で人口が3,639人、人口密度は4,379.1とかなり稠密である。他に人口･人口霧rとも1,000

をこえる大字をみると、旭ハ・旭二・椎名内・西足洗・大塚原・新町の６地区を数え、人口のみ

1.000を越える地区が旭イ・足川・中谷里・神官寺・井戸野・川口・鎌数・琴田・江ケ崎の９地区

を数える。このようにほぼ全市域にわたって大きな大字が分布していることから、ＤＩＤ以外の市

域の人口密度も全市域の７０８に対して６１８を数え、ＤＩＤの比重はＬ１５と低い数値になっている。

旭市の商店街の分布をみると、賑やかな通りとそうでないものもふくめて４か所に分布している。

中心商店街は国道126号線の袋四ツ角から南へ約800狐の通りで、ここには北から「旭中央通り商

店街」・「旭銀座通商店街」とつづく繁華な通りがみられる。とくにｒ旭銀座通商店街」から旭十

字路にかけては賑やかで、各種専門店もたち並び､人の往来もひんぱんであった｡その他、旭市街で

は旭十字路から西の方へ「旭本町通商店街」・「駅前通り商店会」などがある。一方、市内周辺部

では、南部の九十九里浜に近い椎名内地区・北部の新町地区や干潟駅北側など３か所にも小規模な

がら商店街の萌芽というものがみられる。もっともこれらは一般の民家とも混在しており、景観的

にもきわめて停滞的なものであった。

②富津市（千葉）

房総半島から東京湾に突き出した富津州から房総丘陵

に至る広い範囲を市域とする都市である。美しい海と緑

につつまれた海浜都市で、海水浴・釣り・潮干狩りの他、

公園・牧場・自然動物園そして温泉などレジャーにはこ

と欠かない東京・千葉方面からの行楽地になっている。

国鉄内房線でゆくと青堀・大貫・佐貫町・上総湊・竹

岡・浜金谷が市内の駅であるが、ほぼそれらに対応した

形で、小規模ながら市街地が分布している。他に富津市

では最も大きな市街地であり、昭和50年度国勢調査時点

ではＤＩＤに指定されていた富津地区（人口5,992人）

がある。

第６図富津市
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商店街の分布もほぼ上記の駅に対応しているが（第６図）、賑やかな通りは大堀と富津の２地区

のもので、それについで湊地区のものである（左図のＡ・Ｃ．Ｆである）。他の商店街は民家も

かなり混在しており､､景観上も停滞的で華やかさがなく、商店街の萌芽の域を出ていなかった。店

の種類も食品・菓子店・魚屋・雑貨商など最寄り品や日用品中心の零細店舗が大部分であった。市

役所は湊地区（人口、3,149人）にあり、いわば富津市のセンターとしての役割を担う町であるが、

商店街の規模も小さく、商圏も湊地区に限られる程度のものであった。

第８図綾瀬市

。（￣ｓｎＤｆ

③綾瀬市（神奈川）

神奈川県中央部に位置する人口約6.5万の都市で、この市も市内に鉄道の駅を持っていない。Ｄ

ＩＤはＩ（全体の５６．６％）を基準にして比重を求めたが、１．２６という数値がでた。この市も全域

にわたってほぎむらなく人口（集落）が分布していることを予測させる。上の第７図が綾瀬市の大

字別人口密度と商店街の分布をしめしたものであるが、図に従えば、北部の寺尾・大上地区と南部

の上土棚地区が人口集積の密な地域で、市域の中央部は比較的ゆったりとした分布になっているの

がわかる。これはちょうど小論Ｉでのべた新座市（埼玉）連想させる人口分布であり、北部が市域

の外にある相模鉄道のさがみ野・かしわ台駅へ南部が小田急江ノ島線の長後駅へ吸引されている

形態まで類似している。市庁舎は中央部の深谷地区に置かれているが、新座市とはこの点でも共通

している。

商店街も第８図のＡ～Ｉに分布しているが、いずれも小規模でかつ分散的であるのが特徴だ。こ

うした都市は、景観的にも中心性の稀薄なｒ行政都市」にすぎず、人口が５万を越えたから「市制」

を施行したという偶然性だけがうかび上がってくるのではないだろうか…とさえ思えてくる。
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④浜北市（静岡）
きふね

浜松の北隣りに位置し、遠州鉄道で天竜市の西llEKbへ向かう沿線沿いの町で、貴布祢・小松地区

を中心に戦後急速に発達した。市域全体に集落が分布し、ＤＩＤを含む全市域の人口密度が1,091

なのに対し、ＤＩＤを除く地域の人口密度も907と聞く、全市的に平均した人口分布をしめしてい

る。前頁の第７図でわかるように、人口密度が比較的低いのは北西部一帯で、東部から中・南部に

かけては稠密な大字が連らなっている。しかし人口密度5,000を越える大字はなく、比較的ゆるや

かな澱淡をしめす人口分布であることがわかる。こうした高密度地域の存在がみとめられないこと

から、中心市街地の景観も比校的小規模なものを子illI1させる。

一方、人口分布を大字単位でながめて

みると、全34の大字のうち21までが人口

1,000以上の大字で、そのうち人口3.000

を越える大字は小松(5,830)･内野(6,147）

・寺島（3.322）・賀布祢(5,639）・中瀬

(6,414）・於呂（5.523）・宮口（4.311）・

新原（4.664)の８つを数え、それぞれが

北部と南部にわかれて分布している。こ

のことでもわかるように浜北市の人口

（集落）分布は極めて平均的であり、第

９図の地形図でもわかるように全体に稠

密な集落分布をみせている。それだけに

中心市街地の吸引力は低く、浜松の郊外

都市であることを改めて知らされる思い

である。

さて、商店街の分布であるが、景観的

にはいずれも低滞的で、賑わいというほ

どの華やかさはみられなかった。商店街

は浜北駅および遠州小松訳の西側に形成

されているが、乖者のみたところでは比

較的賑わっていたのが遠州小松駅に近い

国道１５２号線沿いの地点で、他は近隣型

生活中心の商店街であった。一般的に専商店街といえるもので、地域住民の徒歩範囲で行ける日常生活中心の商店街であった。一般的に尊

'，Ｉ店も少なく、小型のスーパーマーケットもあったが雌寄り品・買回り品を光る小規模店中心の商

店街であった。

⑤知多市（愛知）

伊勢海に臨む知多半島中央部にあって、人【'約６５万を数える都市である。東海市に南接して腔

海工業地域の一部が市の北西部海岸にみられろ。名古屋に近いこともあって「つつじが丘」・「に

しの台」・「南粕谷」などの団地もできており、人口が増加しているが、市街地は旧来の街iii沿い

が中心で、国道155号線沿いの八幡・新舞子と中央部の岡田地区に分布する。中心市街地は北部の

八幡地区で人口も15,164人を数える。その他、岡１１１（6,812人)・}｣長(5,897人)･新知(4,969人）

や新興団地のつづじが丘（8,969人）・南粕谷（4,991人）が大きい。

商店街の分布は第10図のＡ～Ｇがそれであるが、ほぼ人口集積と対応する形で分布している。い
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る。いずれも分散的であるが、中心は東海市横須地

区から続く八幡の市街地である。賑わっているのは

寺本駅附近で業務的なセンターもみられるが、全体

的には近隣商店街といったところで最寄り品・日用

品中心の古くからの在町的色彩の濃い商店街であっ

た。

⑥光市（山口）

山口県の東南部、周南工業地帯の東部に位超し、

人口約５万の小都市である。昭和18年４月に光町と

室積町が合併して光市が誕生した。市街地は浅江地

区。，光井地区・室積地区の３つに分かれ、人ロも浅

江が14.232人、光井が8,042人、室積が12,084人

を数える独立した小核心地となっており、人口密度

はそれぞれ1.028.4,1,036.3,1.431.8と平均し

ており、後刻編入した周防地区や瀬戸内海に浮かぶ

牛島地区を除けば平均的な人口分布をしめしている。

商店街の形成も洩江・光井・室積地区に分離して

分布しており、光市は３つの小さなセンターが併存

する都市となっている（第11図)。

第10図知多市

第11図光市
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以上の諸都市を観察してわかることは、いずれも人[I（粟落）の分布は平均的であり、また複数の

市街地が分布していること、商店街の景観も全般的に近隣型商店街のそれであって、地域住民の徒歩

範囲を主な商圏とする日常生活中心の商店街を主としていた。従って、商店街にあまり活笂がなく、

また賑やかな商店街は国道沿いに発達しているため、ゆったりと商店で買い物を楽しむ……といった

雰囲気のそれではなく、いずれにしても商業地域のili開発をすすめる必要のある旧在町時代そのまま

の商店街の景観であった。

（４）Ｃ型……【|]心市街地は規模が大きくＡ型と類似しているが、一歩市街地を出るとすぐにヒンタ

ーランド（後背地）がひかえているといった都市で、例えば北海道猪都市のように市街地を出るとす

ぐに原野が拡がっている所や、市街地の周辺が山地で占められているような都市（宮古・釜石・気仙

沼・岡谷など）が多い。一般に巾心性が高く（ＤＩＤの比価が大きく）、市街地はそれぞれの地域の

センターとしての機能をはたしており、景観的にも中心商店街は比較的しっかりしていて、銀行・保

険などの業務関係や文化用品・衣料品・家庭用品など11回り性の高い業種の割合が高くなっている。

とくに北海道の場合、それぞれがかなりの広範囲の地域のセンターとしての役割をはたす（つまりか

なり広い範囲の商圏をもっている）ことが期待されている。従って人口の割には立派な中心市街地を

もっており、商店街にも大抵アーケード街があり、店舗の装飾度も高い。

（５）Ｄ型……Ｃ型のうち中心市街地の規模を小さくしたものである。いってみれば辺地の中の小市

街地といった形態で、一般的に市域が広く、しかも市内に１１｣あり谷あり原野ありといった祁市も多い。

都市としては極めて未成熟で、辺地のセンター的な機能をもったものが大部分である。また、この類

型にはＤＩＤをもたない都市が陸前高田・江刺（以上岩手）・美祢（山口）・江津（島根）・阿南

（徳島）・平戸（長崎）・竹田・杵築（以上大分）・串間・えびの（以上宮崎）・出水・垂水（以上

鹿児島）の12巾を数える。

人口は一般的に少ないが、その中で人口約34万を数えるいわき市（福島）が注目される。いわき市

は、かっての平市を''1心に磐城・勿来・常磐・内郷の５７１丁に四倉・遠野・小川・久之浜の４町、それ

に好間・三和・旧人・川前・大久の５村が合併し、昭和41年10月に誕生した。これらの旧市町村は昭

和39年に新産業都市の指定を受けており、第５表いわき市地区別人口一覧

今日では市内に10の工業団地を数えるまで

の活況を呈している。

さて人口分布をみると第５表のごとくに

なる。従来独立した都市であった５地区は

それぞれ人口が多く、今日でも性格的には

異なった地域として機能している。人口密

度も５００～1.000のllllにあって､比較的人口

の集中した地域となっているが、他方で広

範囲にわたって人口分布の極めて稀薄な地

域があるため（人口密度100未満の地区が

全体の５７．５％にあたる７０６随を占める）、

Ｄ型の都市に分類された。

中心の平地区は古くからの城下町であり、

また政治・経済・産業・交通の中心として

栄えてきた町である。内郷は常磐炭田発祥

の地として炭鉱とともに栄え、常磐は石炭
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と温泉で知られてきた。また磐城は小名浜港と工業・漁業の町として平地lＸと双壁をなしてきたが、

今日では国際貿易港として外国船や大型タンカーで賑わいをみせている。勿来の閲で有名な勿来は海

水浴場や工業の町として発展し、今日では小名浜・勿来睦海工業地域として大手工場が進出してきて

いる。

こうして工業の面では新産都市として目ざましい発展をとげてきているか、新産業部市建設促進法

によってまとめられた日本－広い広域行政都市であり、それぞれにかなりの規模をもったＤＩＤが別

個に存在している複核都市であることにはちがいない。

さてこ■で２．３の都市について述べよう。

①江tI1T1J（島根）

蝿のIIJ央部を貫流して日本海に注ぐ江川の河口に発達した町で、人口は約２．８万人である。地区

毎の人口分布をみると、人口2,000以｣二の地区は５つを数えるが、岐大の人口を有する江津でも

3,949人にすぎず、他に鶏久志（３１７８）・都野津（2,955）・波iilR（2.809）・二宮（2,479）と続

いている。市街地は江津と都野津に比較的まとまったものがみられ、商店街もこの２つ市街地にあ

って、ともに約600ｍ位の長さのものである。

前述のように市内に2,000～4.000の大字が５つ点在しているだけの郁市であり、市街地の面で

は江津・都野津の双核都市であるといえる。他方人口密度100人未満の地域が全面柵の158.6脚の

６２％にあたる９８．４城も占めており、典型的なＤ型の都i1iである。

②阿南市（徳島）

県南部の那賀川河口デルタに発達した富岡町と、リアス式の海岸に臨む港湾都市である橘町を含

む複核都市である。昭和33年に両町が合併して市制を施行した。総而棚252.7hmlの兇が山地という

郁市であるが、市域全体が新産都市に指定されており、郡fY川の水力苑ili父(を利用した工業も興っ

ている。阿南市も江津市同様ＤＩＤはないが、旧富岡町の人口は約12.300を数える。橘町は約

4.600の町で、それぞれ市内の北部と南部にわかれて位置している。

中心市街地は撤岡であるが、市からの回答によっても商店街の形成は不十分で、高岡市街にわず

か１筋みられるだけである。現在のところは前述したように、辺地のセンターの役割以上のもので

はないようだ゛。

③北茨城市（茨城）

茨城県の北端に位置し、人口約4.9万を数える農・工・漁業耶市である。昭和31年３月に磯原町

・大t１１町・平潟町・南11]郷村・関南村・関本村の３町３村が合併してiI丁制を施行した。

『１１心は磯原町と大津町で、それぞれ北部と中部に位通している。まとまった市街地もこの両町に

あり、商店街もそれに対応して分布している。この市も典型的な双核都T1iであり、中心市街地の規

模もほぼ類似しており、片や工業団地、片や漁港と異なった機能をもっている。商店数をみても、

総数893のうち、磯原町320・大津205の両町がとびぬけて多い数llbiをしめしている。ＤＩＤに指

定されているのは大池地区で、その人口は5,294人となっている。いずれにしろ決定的な吸引力を

もったセンターは今のところは存在していない。

４．残った住宅都市への課題

振者は「人口染祇と都市景観」のタイトルで２年にわたって小論をまとめた。そして大筋では４つ

に分顛した祁市の類型化は、人口集積と景観の関係を説明してくれたと考えている。とくに今回は分

顛の土台に「人口災横における中心市街地の比重」という考え方を導入して、行政都市におけるセン

ターの景観を説明しようと試みた。また可能な限り現地を訪ねて、都市の顔としての商店街の景観の

－６６－ 



把握に努めた。そして一般的には八・Ｃ型の都『iiは中心市街地の規模も大きく、繁雑な商店街では美

観プロムナード、快適なアーケード、有名な老舗、，巧級・中級のデパートや専門店などで活況を呈し

ているが、Ｂ・I〕型の市街地は規模が小さく、商店街も一般に近隣咽商店街とよばれる日常生活中心

の商店街である。従って買回りAilの店舗は少なく、大体が最寄りＩＹＩｌｌＩ心の店舗でそのilii圏も徒歩圏か

らせいぜい周辺部の農村の住民たちに対する商業サービスのセンターとしての役割をはたしているに

すぎない。多くの都市では買い物を楽しむ雰囲女(や活戴にとほしく、在町的な色彩が狼厚であった。

鮫も分類で苦心したのは大都市郊外の住宅都市である。急激な都市化の波に呑み込まれた郊外の町

や村は、旧来の狭い道路沿いの商店街を改造するいとまもなく、IHIに合わせの厚化粧で装飾をこらし

てみたものの、もともと資本力にとぼしい零細店舗がほとんどであるから新しく急期した住民のニー

ズに合うはずがなく、結局、日常生活に間にあうlHjl[の股寄り品、中級以下の買回り品を提供する人

【］１万人規模までの市街地の景観をみせた都市が多かった。従って、かなり大規模なＤＩＤが存在し

ている都市であっても、景観的にはＢ又は、型都市のそれとあまり変らないのが現状である。現に大

都市郊外の住宅都市はその多くがＢ型→Ａ型という変化をしめしており（例春日井・江南など）、

単一のＤＩＤとはいってもその人口集積を詳細にみれば、ＤＩＤの内部において疎密があって、商店

街もそれに対応して分布するという複核都市の現象がみられる。

第12図松原市町別人口密度分布図
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上の図は大阪市の南郊にある松原巾の町別人口密度図である。大阪市の南のターミナルである阿倍

野橋へは河内松原から準急で約10分の距離にあるため急速な人口集祇が進み、市全体の人口密度が

8.193.5という驚異的な高さで、ＤＩＤの人口も全人口の９６．２％を占めるまでに至っている。しかし

－６７－ 



松原市でも昭和40年度国勢調査時点ではほぼ類似した２つのＤＩＤをもった都市であった。次に当時

の統計をしめす（第６表）。

第６表

上の表でわかるように、当時の松原市を今回の分類であてはめると、比重Ｌ２７でまさしくＢ型の都

市であった。Ｉ地区は近鉄南大阪線の河内松原と高見の里、Ⅱ地区は河内天美と布忍の地域であった。

それが昭和45年度国勢調査時点から単一のＤＩＤとなり、今日みるように大部分が市街化してしまっ

たのである。

しかし第12図を見てもわかるように、高密度地域は近鉄南大阪線に沿って分布しており、中でも高

見の里が17,164,天美南が16,559の人口密度を示している。また小売商店数をみると200店舗を越

える町は上田・高見の里・天美東・天美南の４つで、あきらかに市内の西部と南部に重心が位週する

形となっている。このように大都市郊外の住宅郁市には、複数の核心地をもったものが多い。また商

店街は近鉄線のそれぞれの駅を中心に形成されており、景観的には④の商店街が近商ストア一・万代

百貨店・天美ショッピングセンターなどのスーパーも架中していて賑やかであった。他方その長さで

はＯか股も長く、約2,300ｍ位あったか、景観的にはかなりの疎密があった。いずれにしろ、現在で

も市内は西部と南部に核心部分があって、１つの市街地としてのまとまりをもつところまでには至っ

ていないようである。

このようにＢ型→Ａ型に進んだ松原市のような例は、東京・名古屋・大阪などの郊外にはまだ沢山

あるが、人口集穣と都市景観の関係でみるとき、人口増加率というもう１つの要素をからませた分類

を工夫してみる方法があるのではないかと考えている。そして松原のような都市は、ＡＢ型というよ

うな分類方法を工夫し、独立したグループとして観察してゆくのが正鵠を得ているかもしれない。

あとがき

今回は主としてＢ類型の都市の考察を中心に錆をすすめた。都市景観の説明を商店街の観察から行

なったが、さらにいくつかの種類の店舗に限定して（例えばよるず尾、文具店、菓子店、衣料品店、

楽器（レコード）店、スポーツ店など）それらの店の分布をしらべ、さらに金融機関の有無とのかか

わりで論をすすめ、その上で人口災積との関迎を追求していくこともやってみたい。いずれにしろ、

人口集積と都市景観の関係は密接であり、この小論をまとめるためにあちこち歩いたが、都市の類型

によって都市景観を予測することはじゅうぶん叩能であったと確信している。そして都市の人口をト

ータルからだけでみてゆくことの誤りを何度となく確認できた。今後さらにきめ細かく資料を集め、

都市の萌芽はどこにあるのか、景観上は何をもって都市というのか、自分なりの研究を深めてゆきた

いと考えている。

なお、本論中の第１、２，９回は国土地理院発行の托町地形図を用いた。

－６８－ 

面繭 人口 人口密度 ＤＩＤ人口 割合(96）
ＤＩＤを除く地域
の人口密密

比重 衡重

松原市 1６．６ ７１，４０６ 4,301.6 ４９．１３７ ６８．８ l`８７１．３ 2．３０ 

① 

ｕ 

24199 

2４，９３８ 

33.9 

３４．９ 

3.396.2 1．２７ 商ｌＬの里
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